




疑. .ム。 


つ 人つ — 厶 

その 根本原理 


ム八ン マド •ビン •アブ ド ウッラ ー •アッ =ス 八 イム 



つ 人つ — 厶 

その 根本原理 


著 

ムハンマド. ビン. アブ ド ウッラ ー. アツ ニス ハイム 


監修 

イス ラーム 宣教 •教育委員会 翻訳 出版部 
イス ラーム 世界 連盟 アル ニ マデイーナ* アル ニム ナツ ワラ 


発行日 

2013 年 12 月 



目次 


著者 まえがき 日 

道は いずこに 9 

アッ ラー のを 在と その 主権、 崇拝に 値する 神は 唯一 かれのみ である ことにつ レて… 10 

万物の 創造 21 

人間の 創造と 称搞 28 

人間は なぜ 創造され たの か 3 日 

人間に おける 宗教の 必要性 38 

真の 宗教に おける 普遍的な 特徴 42 

宗教の 分類 48 

既存 宗教の 概況 日 1 

預言者 性の 本質 日 7 

預言者 性の 徴候 目 1 

人類に おける 使徒たち の 必要性 目 4 

最後の 復活 目 8 

使徒たち の 使命に おける 原則 73 

永遠の メッセー ジ 76 

預言者の 封印 84 

イス ラーム、 その 語の意味 87 

不信仰の 現実 9 日 

イス ラームの 根源 93 

第一の 段階 102 

第二の 段階 108 

第 S の 段階 123 

イス ラームの 美 126 

側 吾 132 

イス ラームから 逸れた 者の 結末 136 

終わりに 144 



慈悲 ふかく 慈愛 あつき アツ ラーの 御る において 

著者 まえがき 

アツ ラーに 全ての 称 賞 あれ。 化たち はかれを 賛美し、 かれの 助けと 赦 しを 乞い、 
罪深き われらの 魂と、 化たち の 過ちからの 避難を かれに ボ める。 アツ ラーが 導 
きたもう 者は 迷う ことなく、 また アツ ラーが 迷わせた もう 者は 誰に も 導く こと 
はでき ない。 

化は、 崇拝に 値する 主は アツ ラーの 他に 無い ことを 証言す る。 かれは 配偶を 持 
たない。 また、 私は ムハンマドが かれの しもべで あり、 使徒で ある ことを 証言 
する。 アツ ラーは 人類に 使徒を 送りた もう。 かれが 使徒たち を おくりた もう 後 
は、 人々 がかれ について 嘆く こと も 無くなる だろうと の 酉 己 慮で ある。 また かれ 
は、 書物を、 導き、 聽悲 、光、 そして 癒しと して 啓示した。 

過去には、 使徒たち はとり わけ 彼らの 属する 民 腺に 向けて 送られ、 彼らの 書物 
の 護持を 任じられた。 彼らの 書が 忘れられ、 彼らの 法が 変えられ たの も そのた 
めで あり、 特定の 時代に おける 特定の 民族を 対象と していた からで ある。 

そのの ち、 アツ ラーは かれの 預言者 ムハンマドを 選び、 彼を 全ての 預言者たち、 
使徒たち のうち 最後の 者と したもう。 かれは 言われる、 

ムハンマドは、 あなたがた 男たち の 離の 乂$ 見で もない。 しかし、 アツ ラーの 使 
'徒で ぁり、 また 巧言 者たち の 封 誠で ある。 (部族 連合 章 33 : 40) 

アツ ラーは、 誉れ 高き ク ルアー ン という 最高の 啓示の 書物を もって 彼を 嘉 した 
もろ。 彼を して 書物の 護持 者と し、 彼な 外の いかなる 被 創造物に も、 その 責務 
を 負わせた もうことは なかった。 かれは 言われる、 

本当に われ こそは、 その 訓戒 (注： ク ルアー ン) を ドし、 必ず それを 守護す る 
ので ある。 (アル •ヒジ ュル章 15:9) 

かれは また、 ムハンマドの 法を 復活の 日まで 不変の ものと したもう。 彼の 法の 
み 続には、 それに 対する 信頼が 不可欠で あると し、 これに 招き、 これと 共に 忍 
耐せ よと 説きた もう。 それゆえ、 確かな 知識を なて アツ ラーの 道へ と 招く こと 
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が、 預言者と 彼に 従う 者たち の 道な ので ある。 この manhaj (マン ハジ ュ 、明 証） 
を 明白に しつつ、 アツ ラーは 言われる、 

言 ■って やる 力 化、 い。 「これ こそ わたしの 道。 ねたし も、 わたしに 祕う 者たち も 
明瞭な 証拠の 上に 立って、 アツ ラーに 呼びかける。 アツ ラーに 讚え をれ。 わた 
したち は 多 神を 信じる 者では ない。」 けー スフ 章 12 : 108) 

アツ ラーは、 アツ ラーの ためで あれば どのよう な 艱難辛苦 であれ 忍耐す るよう 
預言者に 命じ、 こう 言われる、 

あなたは 耐え忍べ。 (をつ て） 使徒たち が、 小 魁の 決意を したよう に 麻え 忍べ。 
(砂丘 章 46 : 35) 

かれは また、 ムス リムたち にも 忍耐を 命じた もう： 

あなたがた 信仰す る 者よ、 耐え忍びなさい。 忍耐に 極めて 強く、 互いに 堅固で 
をり なさい。 そして アツ ラーを 畏れなさい。 そうすれば あなたがたは 成功す る 
であろう。 (イム ラー ン家章 3: 200) 

この 恵み 深き 神の 道に 従って、 化は 人々 を アツ ラーの 宗 載へ 招く ために 本書を 
執筆し、 そのための 導きに ついては、 アツ ラーの 書物と かれの 使徒の スン ナを 
参照した。 本書に おいて、 私は 万物の 削 造と 人類の 創造に ついて、 いかにして 
人類が 使徒たち を 遣わされる という 温情を 得た のかに ついて、 また 過去の 諸宗 
戳 についても 簡潔に 記した。 それを 踏まえた 上で、 化は その 意味と 原則に 従い 
イス ラームへの 導きを 記した。 それゆえ、 導きを 探し 求める 者は 誰で あれ、 こ 
こに その 確証を 見出す だろう。 救済を 探し 求める 者は 誰で あれ、 ここに 救済へ 
と 至る 道が 記されて いるのを 見出す だろう。 預言者たち、 使徒たち、 また 正し 
き 人々 に 従う ことを 欲する 者は 誰で あれ、 彼らに 背を 向けた 者たち が 迷いの 道 
を 進み、 自らを 損ねる 間に も、 ここに 彼らの 道を 見出す だろう。 

実際に 各 宗教の 信者たち は、 真理を 有する のは 自らの 宗教の みと 信じ、 その他 
の 者たち を 自らの 宗教へ と 招く。 信者たち が、 自らの 宗教の 指導者に 対する 称 
搞 として、 その他の 者に 呼びかける こと もまた 事実で ある。 ムス リムに ついて 
言うならば、 彼が 人々 に 呼びかけ るのは 自らの 主義 主張に 従わせる ためでは な 
い。 彼の 宗教は アツ ラーの 宗教で ある。 かれは この 宗教に 満足した もう。 アツ 
ラーは 言われる： 
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本当に アツ ラーの 御 許の 教えは、 イスラー ム (主の 意志に 服從、 帰依す る こと) 
である。 (イム ラーン 家 章 3 : 19) 

また 彼が 人々 に 呼びかけ るのは、 人間を 称賛の 対象と させる ためで もない。 何 
故なら アツ ラーの 宗教に おいては、 全人 類が 平等 だからで ある。 信仰 ムな 外に、 
彼らを 区別す る ものは 何も 無い。 むしろ ムス リムで あれば、 彼らの 主の 道に 従 
うよう、 かれの 使徒たち を 信じる よう、 かれが ご 自身の 最後の 使徒で ある ムハ 
ン マドに、 全人 類に 伝える よう 命じた かれの 法に 従うよう に、 と、 人々 に 呼び 
かける だろう。 

化が この 書を 執筆した の も そのため である。 かれが それと 認めた もう アツ ラー 
の 宗教、 導きと 幸福を 探し 求める 者を 導く よう 遣わされた 最後の 使徒と 巧に あ 
る この 宗教に、 人々 を 招く ためで ある。 アツ ラーに かけて！ この 宗戳 なく して 
は、 誰で あれ 真の 幸福を 得る ことは できない。 また （崇拝に 値する） 唯一の 主 
は アツ ラーで あり、 ムハンマドは その 使徒で あり、 アツ ラーの 認めた もう 唯一 
の 宗教は イス ラームで ある ことを 信じない 限り、 誰で あれ ムの 平安を 得る こと 
はでき ないだろう。 

イス ラームを 受け入れた 無数の 人々 が、 イス ラームを 受け入れるな 前の 彼らは 
本当の 生を 知らなかった と 証言して いる。 イス ラームの 庇護の 下な 外では、 幸 
福を 巧 わった こと も 全くなかった、 とも。 事実と して あらゆる 人々 が、 幸福を、 
ふの 平安と 真実を 探し ボめ ている。 それらを 得る ための 一助と して、 私は 本書 
を 用意した。 アツ ラーが 本書を 浄め たまい、 またよ く 受け入れた まいます よう 
に。 また、 これを 从て 正しき 善行の ひとつと し、 現世に おいても 来世に おいて 
も、 それを 行う 者に 報いた まいます ように。 

翻訳に 際し 誠実で ある ことと、 また 重複を 避ける ために 私 宛に 翻訳 物の 複写を 
送付 頂ける ことを 条件に、 本書を あらゆる 言語に 翻訳し、 また 公表す る ことを 
許可す る。 

同椒 こ、 本書の アラビア 語 版 もしくは 翻訳 版に 何 かしらの 組 離が あった 墙 合、 
末尾に 記す 住所へ 化 宛に 送付 頂ければ 幸いで ある。 

最初と 最後に おいて、 外側と 内側に おいて、 アツ ラーに 全ての 称賛 あれ。 現さ 
れ たもの も、 隠された もの も、 全ての 称賛は アツ ラーの 有で ある。 始まりに お 
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いても 終わりに おいても、 全ての 称賛は アッ ラーの 有で ある。 天と地を 満たせ 
る ほどに、 あるいは 我らの 主が 望みた もう ままに、 全ての 称賛は アッ ラーの 有 
である。 我らが 預言者 ムハンマドに、 彼の 胞 輩たち に、 また 精算の 日まで 彼の 
道に 従う 全ての 人々 に、 アッ ラーの 平安と 祝福 あれ。 

著者 

ムハンマド. ビン* アブ ド ウッラ ー. ビン* サー リフ. アッ ニス ハイム 

Riyadh 13-10-1420 

P. 0. Box 2 目 1032 Riyadh 1342 and 

P. 0. Box 6249 Riyadh 11442 
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道は いずこに 


人間が、 成長して 物事を 理解し 始める と、 様々 な 疑問が ふに 生じて くる。 私は 
どこから 来たの か？ 化が 死め とは どういう ことか？ 私と、 私を 取り巻く 世界を 
創った のは 誰か？ 誰が この 世界を 所有し 管理して いるの か？ 他に も、 これと 
似た 様々 な 疑問が 思い 淳 かぶ。 

しかしながら こうした 疑問には、 自分で 解答を 用意ず る ことは できない。 こう 
した 問題は 宗教の 領域に 属して おり、 たとえ 最新の 科学で あっても、 解答を 示 
す ことは できない ので ある。 こうした 理由で、 無数の 言説 や 異なる 迷信、 物語 
が 存在す る こ ととなる が、 それらは 人間の 混乱と 苦 をい や增す ばかりで ある。 
人間は、 アツ ラーに よって、 こうした 疑問と それに 類す る 問題への 最終的な 解 
答を 示す に 足る 真の 宗戳に 導かれる ことのない 帳り、 満足な 解答を 得る ことは 
不可能な ので ある。 何故なら これらの 問題は 神の 秘密に 含まれる もので あり、 
適切 かつ 正確な 解答を 示せる のは、 アツ ラーが 預言者たち、 使徒たち に 啓示し 
た 真の 宗教の みだから だ。 ならば 混乱と 疑念を 払 しょくし、 正しい 道へ 導かれ 
るた めに も、 真の 宗戳 について 学び、 これを 信仰す る ことこ そが 人間に 課され 
た 義務と 呼ぶ に ふさわしい。 

な 下、 本書に おいて 化は 読者を アツ ラーの 正しい 道へ と 導かれる よう 招く もの 
であり、 また 読者が 慎重 かつ 忍耐強く 熟考で きる よう、 若干の 根拠と 証明を 示 
す ものである。 
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アツ ラーのを 在と その （全ての 被 創造物に 対する） 主権、 
崇拝に 値する 神は 唯一 かれのみ である こと について 


多くの 人々 が、 人工的な 神を 崇拝して いる。 木 や 石、 時には 人間 さえ も。 ユダ 
ヤ戳 徒たち、 偶像崇拝 者たち が、 アツ ラーの 使徒に 彼の 主の 特徴に ついて 尋ね 
たの も そのため である。 この 質問に 対して、 アツ ラーは な 下の ごとく 明らかに 
したもう。 


言ぇ、 「かれは アツ ラー、 唯一なる 郷方 であられる。 アツ ラーは、 自在され、 
御 産みな さらない し、 御 産れ に なられた のでは ない、 かれに 比べ 得る、 何もの 
もない。」 (純ぶ 章 112： 1-4) 

かれは またこう も 言われる、 

本当に あなたがたの 主は アツ ラーで あられる。 かれは 6 日で 天と地を 削り、 
それからぶ 座に 座して おられる。 かれは 浸の 上に 化を 藉 わせ、 傲に 島を 慌ただ 
しく 相 継がし めな され、 また 太暢 、巧、 辭 星を、 命に 服 させられる。 ああ、 か 
れ こそは 削 造し 続 御され る 御ぶ ではが、 か。 万ち の 主 アツ ラー に 祝福 あれ。 （鳥 
盤 章 7 こ 54) 

かれは またこう も 言われる、 

アツ ラー こそは、 あなたがたには 持えるな もなくて、 諸 天を 掲げられた 方で あ 
る。 それから かれは、 (大権の) 御座に 鎮座な され、 太陽 や 巧を 從 わせられる。 
(だから） 各々 の 定められた 時期まで 運行す る。 かれが 凡ての 事物を 規制 統御し、 
種々 の 印を 詳し く 述べられる。 必ず あなたがたに 主との 会 おに 就いて 確信 させ 
るた めで ある。 かれ こそは 大地を 広げ、 その上に 山々 や 河川を 配置され た 方で 
ある。 また かれは そこで、 凡ての 果実を 2 つ (雌雄) のがに なされた。 また 
み‘ でもっ て 侵を 穫 わされる。 本当に この 中には、 な 省す る 人び とへの 印が ある。 
アツ ラーは み々 の 女性が、 奸娠 する のを 知って おられ、 また その子 替の (胎化 
の 時が) 商ぐ 終る か、 また 延びる かを 知って おられる。 凡ての ことな、 かれの 
御 許で 測られて いる。 かれは 幽么界 も 現象界 も 知って おられる 方、 瞎大 にして 
至 鳥‘ のぶで あられる。 (雷電 章 13 : 2-3、 8-9) 

アツ ラーは またこう も 言われる、 
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言 ■って やる 力;‘ いい。 「天と地の 主は 誰で あるの か。」 言って やる 力 化、 い 。 「ァッ 
ラーで あられる。」 言って やる がいい。 「あなたがた はかれの 外に、 自分自身に 
さえ 益 も 害 ももたら せない ものたち を 保護者と する のか。 J 言って やる 力 化、 い。 
「旨 人と 晴贩 者は 同じで あるの か。 また 略 黒と 光明とは 同じで あるの か。 かれ 
らは アツ ラーが 削 造され たような 削られた ものを、 かれと 同位に 配す る。 それ 
で かれら には 削 造の 意味が 疑わし < なった のか。 j 言っ て やる 力 化、 い 。 「アツ ラー 
は 化ての ものの 削 造 者で あり、 かれは 唯一に して 全能で あられる 。」 (: 雷靈章 
13 : 16) 

かれの 御 しるしを がて 人類の ための 確証と 証明と を 巧ち 立てつつ、 かれは 言わ 
れ る、 

彼と 島、 また 太僞と 月は、 かれの 印の 中で ある。 それでぶ 暢 にも 月に も サジダ 
する ような ことを しては ならない。 それら (両方) を 削られた 、 アツ ラーに サ 
ジダ しを さい。 あなたがたが 化え るの なら、 かれに こそ 化え なさい。 もしも 力 1 
れら (不信 ム お) が 高慢で (主に 化え る ことを 侮って） も、 主の 御 許に いる 者 
たちは、 梅 も 侵 も かれを 讚え、 弛む ことを しらない。 かれの 印の 一つを 、 あを 
たは 荒れ果てた 大地に おる。 われが その上に 腑を 降らせる と、 動きだし 、 盛り 
上がる。 本当に それに 生命を 与えられた 方は、 まさに 死者を 避ら せられる 方で 
ある。 かれは、 凡ゆる ことに 全能で をる。 (: フツ スイ ラ 章 41 : 37-39) 

かれは またこう も 言われる、 

また かれが、 諸 天と 大地を 削 造な され、 あなたがたの 言語と、 肌色を 様々 異な っ 
たものと されて いるのは、 かれの 印の 一つで ある。 本当に その 中には、 知識 ぁ 
る おへの 印が ある。 また かれが、 あなたがたを 化 も 昼 も 眠れる ようにし 、 また 
かれに 凰 患を 求める ことが 出来る の も、 かれの 巧の 一つで ある。 本当に その 中 
には、 脚く ちへの 印が ある。- • •(ビザ ン チン 章 30 : 22-23) 

かれの 属性で ある 美と 完成と を 通じて かれ ご 自身に ついて 解き明かしつつ、 か 
れは 言われる、 


アッ ラー、 かれの 列 4 こ 神は なく、 永生に 自存され る 御 方。 仮眠 も 熟睡 も、 かれ 
を とら 身る こと は 出来ない。 ずに あり 地に あ る 化 ての も のは、 かれの 存 である。 
かれの 許しな くし' r 、 誰が かれの 御 許で 執 り 成す こ とが 出来よう か。 かれは （人 



びと のん が 前の こと もな 後の ことを も 知って おられる。 かれの 御意に 適った 
ことの 外、 かれらは かれの 御 知識に 就いて、 何も 会得す ると ころは ない ので あ 
る。 かれの 玉座は、 凡ての 天と地を 覆って にがり、 この 2 つを ずって、 疲れ 
も 覚えられない。 かれは 至 嵩に して 至大で あられる。 (雌牛 章 2 : 255) 

かれは またこう も 言われる、 

罪を 赦 し、 梅 悟を 受け 人れ、 懲罰には 厳しい 方で、 惜 みなく 与える 主で あられ 
る。 かれの 外に 神は なく、 誰でも 巧き 着く ところは かれの 御 許で をる。 け"ー フイ 
ル 章 40:3) 

かれ 一 いと 高き 主に 称賛 あれ 一 はまた こう も 言われる、 

かれ こそは、 アツ ラーで あられる。 かれの 外に 神は ない ので ある。 至 嵩の 王者、 
神聖に して 平 巧の 源で あり、 信仰を 管理し、 巧 全を 守護な され、 偉力なら びな 
く 全能で、 破りな く 尊い 方で あられる。 アツ ラーに 讚え をれ。 (かれは） 人が 
配す る ものの 上に (嵩く おられる)。 (集合 章 59 : 23) 

全知 かつ 全能の 主は、 かれの しもべたち にご 自身を 知らし め、 かれらの ために 
その 御 しるしと 確証を 打ち立て、 完全なる 属性を なて ご 自身に ついて 解き明か 
す 預言を 下した もう。 これを 前に 人間の 知恵と 性質は、 かれの 主権と、 崇拝に 
値する のは 唯一 かれのみ である ことを 証言す るので ある。 かれの 存在と 主権に 
関して、 が 下に 一 神が 望みた もうならば 一 その 詳細を 記す。 

1: 世界の 創造と、 その 素晴らしき 設計に ついて 

おお、 人々 よ！ 宇宙の 全てが、 あなた 方を 取り巻い ている。 空、 星々、 銀河、 
そして 様々 な 種類の 植物が 互いに 肩を 並べ 合って 育ち、 全てが 実を 結ぶ この 地 
球...。 そこでは、 全ての 生物が 対と なって いるの が 見て とれる ことだろう。 
宇宙が 自らを 造り 出した のでは ない。 また、 決して 造る こと も 出来なかった だ 
ろう。 ならば 造り 于が存 なする はずで ある。 では、 その 造り 于 とは 誰か。 かく 
も 素晴らしく 設計し、 完成 させ、 これを なて アツ ラー こそは 唯一の 御 方で あり、 
刷 御の 主たる かれの 他に 崇拝すべき 主 も 神 も 無い ことを 看破す る 者たち のた め 
の 御 しるしと された のは 誰か。 かれは 言われる、 
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かれらは 無から 削られた のでは ないか。 それとも かれら 自身が 削 造 者な のか。 
それとも かれらが、 天と地を 削 造した のか。 いや、 かれらには しっかりした 信 
御がない ので ある。 (山 章 52 : 35-36) 


これら 二つの 句には、 S つの 問いが 含まれて いる。 

1- 彼らは、 無から 生じた のだろう か？ 

2 - 彼らが、 彼ら 自身を 造った のだろう か？ 

3 - 彼らが、 天と地を 造った のだろう か？ 

これらの 削 造が 偶然では なく、 また 自らを 造った ので もなければ、 天 や 地を 造っ 
たので もない のなら、 天と地 同様に 彼らを 造った 造り 于が をな すると 断言され 
るべき であろう。 その 造り 予 こそは アツ ラー、 唯一の 支配者で ある。 


2: 自然 


全ての 被 創造物には、 その 創造者を 信じる 傾向が 自 ずと 備わって いる。 巧 物に 
おいて、 かれが 最も 偉大 かつ 優れてい る ことを 証言す るた めで ある。 この 傾向 
は、 初等科で 戳 わる 算数な どよりも よほど 深く 自然と して 根差して おり、 認め 
るべき ものを 認めずに 切り捨てる といった 特異な 性質を 持ち合わせる 者で も 
無い 帳り、 何 かしらの 証拠を 政て 証明す る 必要 も 無い （Majmoo ‘F が awa Ibn 
Taymiyah, 1:47-49 参照)。 アツ ラーは 言われる、 

それでを なた は あなたの 顏を純 止な 教えに、 確り 巧け なさい。 アツ ラーが 人間 
に 定められた 天性に 基づいて。 アツ ラーの 削 造に、 変更が ある 善は ない。 そ 
れは ぶ しい 教えで ある。 だが 入び との 多くは 分らない。 (: ビザ ン チン 章 30： 
30) 

アツ ラーの 使徒は こう 語って いる： 「すべての 子供は イス ラームの 唯一 神 信仰 
を 指向す る 性質を 持って 生まれる。 彼を ユダヤ教 徒、 キリスト 戳徒や マ ギ戳徒 
(注： マ 半 教徒とは、 炎 その他の 自然 物質を 崇拝す る 者たち である） にす るの 
は 彼の 両親な ので ある。 それは あたかも 動物が 仔を 産み、 群れから 離れずに い 
るよう な ものである。」 すると （この ハ ディースの 語り手で ある） アブー •フ 
ライラが 言った、 「(アツ ラーの 御言 葉を） お 間 かせ 下さい。」 それでを なた は 
あなたの 顏を純 止な 教えに、 確り 巧け なさい。 アツ ラーが 人閒に 定められた 天 
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性に 基づいて。 アツ ラーの 創造に、 変更が ある 害は ない。 それは ぶしい 教えで 
ある。 だが 人び との 多くは 分らない。 化’ ザン チン 章 3 日： 30) ( ブ ハー リー 
および ムス リムに よるに 承) 

彼は またこう も 語って いる： 「本当に、 化の 主は あなた 方の 知らない ことを 私 
に 数え、 それを あなた 方に も戳 える よう 化に 命じた もう。 『われが わがし も 
べに 与えた 金銭は （彼に とり） すべて 合法で ある。 われは わが しもべの 天性を、 
イス ラームの 唯一 神 信仰に 傾く よう 削った。 だが 彼らの 許へ 悪魔が やって来て 
彼らの 宗教から 引き離し われが 合法と 定めて 彼らに 与えた ものを 禁じ、 われ 
がいかなる 確証 も 授けて いない ものを われに 配して 崇拝す るよう に 仕向けた。』 
(アフ マド および ムス リムに よる 伝承） 

3: 万人の 総意 

過去 もしく は 近代に おける 全ての 共同体が、 満場一致で こ の 宇宙には 創造者す 
なわち アツ ラー、 万有の 主が 存在 するとし ている。 かれは 諸 天と 大地の 創造主 
であり、 被 創造物の うちかれ に 比肩す る 者は なく、 主権に おいて 同等の 者 もな 
い。 過去の いかなる 共同体に おいても、 アツ ラーが 天と地と を 削 造す る 際に、 
彼らの 信奉す る擺 神が 役割を 担った とする 信条が 存在した とする 報告は 皆無で 
ある。 むしろ 彼らは 皆、 アツ ラーが 彼らと 彼らの 神々 を 創造し かれの 他には 
いかなる 創造者 も 養生 者 もな く、 益す る も 害する も その 力を 持つ のは 唯一 かれ 
のみで あると 信じて いたので ある （Majmoo ‘Fatawa 1 も 380-383 参照)。 偶像 
崇拝者た ちが かれの 主権と 守護を 認めて いる ことにつ いて、 アツ ラーは な 下の 
章句を もって 告げた もう、 

もし あなたが かれらに、 「誰が 天と地を 創造し、 太陽と 巧を 服従させる か。」 と 
間うならば’、 かれらは 必ず 「アツ ラー。」 と言うであろう。 それなら どうして 
かれらは 迷い 去る のか。 アツ ラーは、 御 自分の しもべの 中、 御 好みの 者には' 糧 
を 豊かに 与え、 また (そう 望まれる) ちには 切り詰められる。 本当に アツ ラー 
は、 化ての ことを 熱 知な される。 もし あなたが、 かれらに 「誰が 天から 贿‘を 降 
ら せ、 それで、 化んで いる 大地を 嫂ら せる のか。」 と、 問うならば、 かれらは きっ 
と r アツ ラー。」 と言うで るろう。 言え、 「アツ ラーを 讚え ます」。 だが かれら 
の 多くは 理解し ない。 (蜘蛛 阜 29 : 61-63) 

も しあな たが かれらに 向かって、 「天と地を 削 造した のは 誰です か。」 と 間えば、 
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かれらは 必ず、 「偉力なら びな く 全知な 郷 ぶが 削 造な された のです。」 と言う。 （金 
の 装飾 章 43 : 9) 


も 理性 


人間の 理性は、 この 宇宙に 偉大なる 創造主が いる ことを 必然と して 認識す る。 
堅実な 理性で あれば、 この 宇宙が 自然発生 的に 生じた ものでは ない こと、 従っ 
て そこには 然るべ く削始 者が 存在 するとい うこと を 肯定す る。 また 人間は、 自 
分が を 機 や苦恼 'に 陥れば それを 察知す る。 そして それらを 防いだり 取り除いた 
りする ことが 出来ない ときには、 たとえ 普段は 自らの 主を 斥け、 偶像を 崇拝す 
る 者であった としても、 その ムは 天を 仰ぎ、 主たる かれの 加護と、 苦難からの 
救済を 求める ので ある。 これは 否定し 得め 事実で ある。 困難に 陥れば 動物で さ 
えこうべ を もたげて 空を 仰ぎ見る。 全能なる アツ ラーは、 われわれ 人間に 巧し、 
危害に 恼 'まされる 際には、 危害が 取り除かれ るよう 急いで 主に 願うよう 知らせ 
ている。 かれは 言われる、 

人間は 災厄に 会えば 主に 巧り、 悔悟して かれに 返る。 だが 、 恩恵が かれの 郷許 
から 授けられ ると、 化に 巧った ことを 忘れて、 アツ ラー に 同位 者を 配し.. • 
(集 固 章 39:8) 

かれは また、 偶像崇拝 者たち について こう 言われる、 

かれ こそは あなたがたを 陸に、 また 海に 旅を させられる 御ぶ である。 それで あ 
なた がた が 船に 乗る 時、 それが 順風に 乗って 航斤 すれば、 かれらは それで 喜ぶ。 
暴風が 襲う と、 大波が P 4 方から 肺し 寄せ、 かれらは もう これまで だと 観な して、 
アツ ラーに 柯 かって、 倍 ふを がくして 祝る。 「あを たが もし わたしたちを こ 
れ から 救い ドされ ば、 必ず 感謝を 捧げる 者に なりまん」 だが かれが 救助して 
みると、 おぶ、 かれらは 地丄 においてぶ 義を 侮って 小義を 巧う。 乂び とよ > あ 
なた がた の 反逆は W 自分自身の 魂を 書し、 現世の 生活で 拳 楽を 得る だけで ある 
が、 あなたがたは すぐに われに 帰る ので ある。 その 時 われは、 あを たが‘ たの/子 っ 
たこと を 皆げ 知らせる でを ろう。 (: ユー ヌス章 10 : 22-23) 

かれは またこう も 言われる、 

大 狼が 天蓋の ように かれらを 覆う 時は、 アツ ラーに 巧り、 誠を がくして かれに 
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頼 御しなさい。 だが、 かれらを 無事 陸地に 着かせる と、 かれらの 中の 或る 者は、 
(善と 恶 の中閒 の） あ や ふやな が 態になる。 たが‘ 二 ふ ある 者、 小 信ん なおの 外は、 
誰も われの 印を 否定し ない。 (ル ク マーン 章 31 : 32) 

主は この 宇宙を 存を せしめ、 人間を あるべき 最良の 姿に 造りた もう。 その 性質 
はかれに 隸 属し 服従す る ものと し、 その 理性は かれの 主権に 向かい、 唯一 か 
れ のみを 崇拝す る ものと したもう。 全人 類が 満塌 一致で その 加護を 証言す る 
者、 それが アツ ラーな ので ある** •その 権能に おいて、 かれが 崇拝に 値する 
然るべき 唯一の 者で ある ことは 必然な ので ある。 これにつ いては 多くの 証拠が 
存在す る （注： 更 なる 確証に ついては、 Muhammad Ibn Abdul Wahha ホ 著" 
Ki は abut-TwheecT 参照)。 そのうち、 いくつか をな 下に 示す。 

1- この 宇宙に のみ、 創造者で ありかつ 養生 者で ある 唯一の 神が を 在す る。 か 
れの 他に、 害 または 益を もたらす 者は 皆無で ある。 かれの 他には、 自ら 何 ごと 
かを 為し、 創造し 命ずる ようない かなる 神 も 存在し ない。 共に 創造したり、 
分担し 合ったり する ような 複数の 神も存 なしない。 仮にそう であったなら 彼ら 
の 中で もより 優れた 誰かが その他を 鎮圧して いたに 違いないで あろう。 だとす 
れ ば、 鎮圧され た 者たち は 神であった とは 言い難く、 鎮圧した 者 こそが 真の 神 
である。 崇拝され るべき 唯一の 者と して、 その 庇護と 主権に おいて 並ぶ 者 無き 
者は、 同様に 捧げられた 崇拝を 化の 誰かと 分かち合 うこと も 無い。 アツ ラーは 
言われる、 

アツ ラーは 子を もうけられない。 また かれと 一緒の 外の 神 もない。 ぞうで 茗っ 
たら、 それぞれの 神は 自分の 削った もので 分裂し おない におき およう として 競 
いを う。 アツ ラーに 讚え をれ。 (かれは) かれらの 配す る ものを (超越され る) 
(倍 省たち 章 23 : 91) 

2 - 天と地を 創造した もう アツ ラーの 他に、 崇拝に 値する ものは 皆無で ある。 
人間は、 自分に 益を もたらし、 を 害 や 災厄、 破滅から 保護して くれる 主の 好意 
を 得ようと 探し ボめ るが、 そう した 全てを 可能に する のは 諸 天と地を 有する 唯 
一の 者の みで ある。 真実の 探求者た ちは、 な 下を 熟読すべき であろう ： 言って 
やる 力 化、 い。 「アツ ラーを 差し置いて あなたがたが (神で あると) 主張して い 
たもの たちに 巧る がよ い。 そんな 神々 は、 天に おいても 地に おいても 微塵の 力 
もない。 また その (創造) に 当っては、 何ら' 役‘ 割を 持たず、 アツ ラーに しても 
そんな 助力 者を 必要とは していない。」 かれが 御 許しに なられた 者の 外、 御前 


16 



での 執 り 成しは 無益で ある。 やがて かれら のムの 怖れが 消える と 天使た ちは 言 
う。 「あなたがたの 主は、 何と 仰せられ たのです か。 J すると かれらは 答ぶ の、 
「真理でした。 かれは、 至 嵩に して 至大の 御 方です。」 という。 け ■バア 章 
34 : 22-23) 

これらの 句、 また その他の 句は、 な 下の 4 点を 政て アツ ラー 政 外に 巧す るム 
の 執着を 断ち切る ものである。 

1 :多神 崇拝者た ちが 崇拝す る ものは、 アツ ラーの 所有のう ち 原子の 一粒の 重 
ささえ も 所有せ ず、 また 原子の 一粒の 重さ さえ も 所有し ない ものには 益 または 
害を もたらす ことは 出来ない。 従って、 それらは 崇拝す るに 値せず、 また アツ 
ラーと 居並ぶ 者と してみ なされる もので もない。 彼らを 有する のは アツ ラーで 
あり、 彼らを 操る の も アツ ラーで ある。 

2: 諸 天と地に おいて、 彼らが 何 ひとつ 所有 しないが 上、 彼らには 原子の 一粒 
の 重さ さえ も 割り当てられる ことは ない。 

3 : アツ ラーは、 かれの 被 削 造 物の 中に 援助 者を 持たない。 むしろ 益を もたらし、 
害を 去らせる ことで 彼らを 揺 助す るのは かれな ので ある。 かれは 全く 彼らを 必 
要と して おらず、 彼ら こそ、 絶対的に かれを 必要と している ので ある。 

4: こうした いわゆる 「同輩 者」 と 呼ばれる 者たち には、 彼らの 支持者た ちを 
アツ ラーに 執り成す ことは 出来ず、 またそう した 許可を 与えられて さえい ない。 
アツ ラーは、 その 友な 外には 執り成しを 許さず、 また かれの 友で あっても 、アツ 
ラーが その 言動と 信仰に 満足した もう 者の 他は 執り成す ことは 出来ない （注： 
Qurratu ‘uvoonU-muwahhideen p. 1 00 梦ィ 照)。 

3 - この 宇宙に おける 秩序 正しい 采配と 正確な 遂行 こそは、 それを 管理す るの 
が 唯一の 主で あり 王で あり、 るかを おいて 他に 創造者 も 無い ことの 最 たる 徴候 
である。 この 宇宙に ふたりの 削 造 者は 存在し 得ず、 故に ふたりの 主を 有する こ 
とも あり 得ない。 アツ ラーは 言われる、 

もし、 その (天地の) 閒に アツ ラーが 外の 神々 が あったならば、 それらは きっ 
と 混乱した であろう。 (預言者 章 21 : 22) 



仮に 天地に おいて アツ ラーの 他に 神が 存在 するとしたならば、 それらは 破滅に 
陥る だろう。 何故なら アツ ラーの 他に 神が を 在す るなら、 いずれもが 権威を 示 
し、 自由に 裁定す る 権利を 有さない はずがない からで ある。 それは 議論を 呼び 
起こし、 關争 となり、 結果と して 天地は 廃墟と 化すだろう。 ひとつの 体を ふた 
つの 魂に よって 管理す る ことは 出来ない。 そのような ことが 起きれば、 体は 壊 
れて しまう だろう 一 だと すれば より 巨大な この 宇宙に、 どうして ふたりの 
支配者が 存在す る はず だな どと 想像 し 得る だろう か。 

4 - 預言者たち、 使徒たち の 総意： 預言者たち、 使徒たち が 最も 聴 明かつ 最も 
巧 的で あり、 道徳に おいて 最も 俊れ、 最も 誠実で あり、 アツ ラーの 望まれる と 
ころを 最もな く 知] り、 また 人々 の 中で 最も 正しく 導かれて いる 点に ついては、 
全人 類が 同意して いる。 何故なら アツ ラー から 啓示を 授かり、 それを 人々 に 伝 
えたの も 彼ら だからで ある。 また 全ての 預言者たち、 使徒たち 一 最初の ア 
ダム、 そして 最後の 預言者 ムハンマドに 至る まで、 彼ら 全ての 上に 平安 あれ一 
は、 皆 アツ ラーを 信じる よう、 また かれのみ が 真の 主で ある 政 上、 何で あれ 
かれ 乂 外を 崇拝す る ことを 控える ように 彼らの 民に 呼びかけた。 アツ ラーは 言 
われる、 

をな たな 前に も、 われが 遣わした 使徒には、 等しく、 「われの 外に 神は ない、 
だから われに 化え よ。 _! と 啓示した。 (巧言 者 章 21 : 25) 

かれは また、 ヌー フー 彼の 上に 平安 あれ 一が、 彼の 民に 呼びかけ たこ 
とに ついても こう 言われる、 

て あなたげ たは アツ ラーの 外に 化え ては ならない。 わた しな あを たが‘ たのた め 
に、 普 難の 只の 懲罰を 本当に 恐れる。」 (フード' 章 11 :26) 

かれ 一 主に 称賛 あれ 一 はまた、 全 預言者の うち 最後の 者 ムハンマドに 
ついても こう 言われる： 

言って やる 力 化、 い。 「わたしに 啓示され たのは、 をな たがた の 神は 唯一の 神で 
あると 言う ことで ある。 ところで あなたがたは、 帰依して いるの か。」 (預言者 
章 21 : 108) 

この 神は、 無から 宇宙を 素晴らしく 削 造した もう 者な ので ある。 かれは 人間を 
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最良の 姿に 創り たもう。 そして その‘ 性質に、 主権を 有する はかれで あり、 崇拝 
される べきは 唯一 かれのみ である ことを 刻印す る ことで 創造を 完成 させた も 
う。 かれに 服従し かれの 道を 歩む ことにより ムの 平安を 得る ように あらしめ、 
自らの 創造者に 降伏し、 絶え間なく かれとの ふれあいを 求める ようにならない 
限り、 魂が さまよい 続ける ように あらしめ たもう。 かれは また、 尊敬すべき 預 
言 者たち が 伝えた 真正なる 道を 通る こ と 無しには、 かれと ふれあう ことが 出来 
ないように あらしめ たもう。 かれは 人間に、 アツ ラー ー かれに 称賛 あれ 一 
を 信じる ことによって のみ 正しく 働く 知性を 与えた もう。 

高潔な 性質、 やすらかな 魂、 そして 信じる ムを 持つ 都 ま、 現世と 来世に おける 
幸福と 平安、 平和を 得る。 しかし それらの 全てを 拒否ず る 者は、 混乱した 現世 
の 迷路に 生きる ことと なる。 權 数の 神々 によって 分裂し、 そのうち 誰が 益を も 
たらして くれる のか、 あるいは 誰が 害から 守って くれる のか も 定かでは ない。 
ムに 真の 信仰が もたらされ るよう、 また 不信仰の 醜悪 さが 明らかになる ように 
との、 これは アツ ラーに よる 比喩な ので ある 一 何故なら 比喩は、 意 巧を よ 
り 理解し やすくす るからで ある。 多数の 神々 の 間で 分裂ず る 者と、 自分の 主の 
みを 崇拝す る 者に ついて、 かれは 比喩を 造りた もう。 かれ 一 かれに 称賛 あ 
れ一 は 言われる、 

アツ ラーは 一つの 比喩を 提示な される。 多くの 主人が いてない に 争う 者と、 只 
一乂 の 主人 に 忠実に 化え ている 者と この 之乂 は 比べ てみ て 同じで あろろ か。 
アツ ラーに 讚え あれ。 だが、 かれらの 多くは 分らない ので ある。 (集 固 章 
39 : 29 ) 

アツ ラーは、 多 神を 奉ずる しもべを、 彼を 巡って 互いに ホ 日 争う 複数の 主人に 所 
有された 奴隸に 喩える。 彼は 彼らの 間で 引き裂かれ、 皆が それぞれ 彼に 命令を 
下し 責任を 果たす よう 彼に 求める。 彼らの 間で 彼は 混乱し 常に 不安定な 巧 
態に 置かれる。 互いに 異なり 矛盾し 合う 欲求を 満たず ことは 不可能で ある。 彼 
の 労力 や 向かうべき 道は ばらばらに 引き裂かれて しまう。 

かれは また、 唯一の 神を 奉ずる しもべを、 たった 一人の 主人に 化え る 奴 隸に喩 
える。 彼は 自分の 主人が 何を 必要と し 何を 命じて いるの かを 知] っ ている。 そ 
のた め、 彼は 快適 かつ 安全な 道を 歩む ことになる。 これら 二人の 奴隸 が、 同等 
であるとは 言い難い。 何故なら 一人は 唯一の 主人に 仕え、 公正 さや 知識、 また 
確実性の もたらす 喜びを 享受し、 もう 一人は 別々 の 異なった 不満を 唱える 主人 
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たちに 仕え、 それゆえに 罰され、 苦しめられて いるの だ。 彼は 不確実な 状態に 
あり、 彼ら 全員のう ち たった 一人で さえ も 満足させる ことが 出来ずに いる。 

アツ ラーの 存在の 確証と、 かれの 主権なら びに かれのみ が 崇拝に 値する ことが 
明白と なった 政 上、 私たちは 自らが、 かれに よる 宇宙と 人と いう 被 創造物の 一 
部で ある ことを 熟知し、 また その 背後に あるかれの 知恵に ついて 知] ら ねばなら 
ない。 
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万物の 創造 

諸 天と 大地、 星々、 銀河、 海、 木々 と あらゆる 生物を 有する この 宇宙は、 称賛 
の 主、 栄光の 御 方で ある アツ ラーに より 無から 削 造され た。 かれは 言われる、 

言って やる 力 化、 い。 て あなたがたは、 2 円 間で 大地を 削られた かれを、 ど ラし 
て 信じない のか。 しかも かれに 同位 者を 立てる のか。 かれ こそは、 方ち の 主で 
あられる。 かれは、 そこに (山々 を) どっしりと 置いて 大地を 祝福な され、 更 
に 4円 間で、 その 中の 凡ての (御 おみを) 求める もの のぶ 數 に応じて、 御 
恋み を 撒ぶな された。 それから まだ 煙 似よ う；） であっ たずに 転じ られ た。 そ 
し て 天と地に 巧 かって、 『贿荐 み 好む と 好まざる と に閒 わらず、 われに 来たれ。』 
と 仰せられた。 天地は (答えて)、 『わたしたちは 喜んで 参上し ます。 J と ホし 
Al げた。 そこで かれは、 2 日の 間に 7 層の 天を 完成な された。 そして それぞれ 
の 天に 命令を ドし、 (大地に) 近い 天を、 われは 照明で 飾り、 守護した。 これは、 
偉力 ならびなく 全知なる 御ぶ の提理 である。」 (フツ スイ ラ 章 41 : 9-12) 

かれは またこう も 言われる、 

倍 抑し ない おたちは 分らない のか。 天と地は、 一緒に 合わさって いたが、 われ 
ほそれを 分けた。 そして 水から 一切の 生き ものを 削った ので ある。 かれらは そ 
れ でも 信仰 しないの か。 われは また、 大地に 山々 を拋え て かれらず 信ん 者に とっ 
て も 大地を 摇る ぎを いものと した。 また そこに、 化 来の ための 広い 道を 削った。 
それで かれらは 必ず 利す ると こ ろが をろ ろ。 更に われは、 天を 屋權と し 守護し 
た。 それでも かれらは、 これらの 巧から 背き 去る。 (預言者 章 21 : 30-32) 

アツ ラーは、 万物を 数多くの 偉大なる 目的の ために 削 造した もう。 その あら ゆ 
る 部分に 偉大なる ミロ 恵と 輝ける しるしが 込められ ている。 そう したしる しのう 
ち、 ひとつで も 熟考 すれば、 驚嘆す る ことだろう。 植物に おける アツ ラーに よ 
る 削 造の 素晴らし さを 見よ。 葉、 茎、 そして 果実と いった ほぼ 全てが、 人間の 
知性では その 詳細を 網羅し きれない ほどの 益に 満ちて いる。 柔らかく ほっ そり 
とした 茎に あって、 水分を 運ぶ 維管束を 見よ。 注意 深く 観察し ない 限り、 肉眼 
で 捉える のは 難しいだろう。 それらが いかにして 地下から 地上へ と 水分を 贩い 
上げる ことか。 また 水分が、 いかにして 通り道に 従い、 許容量に 応じて 贩い上 
げられ て ゆく こと々、。 その後、 それは 人間の 目では 知覚で きない 細胞へ と 浸透 
して ゆく ので ある。 そして また、 木になる 果実を 見よ。 それらが いかにして あ 
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る 段階から 別の 段階へ と 移 巧す る ことる、。 それは あたかも、 誰もが 指 一本 触れ 
られめ ままに 成長す る胎 巧の 状態の ごとくで ある。 覆う もの もな く、 素 裸で 育 
ちゆく 木を 見よ。 その後、 主たる 劑造 者は 葉を 用い、 最も 美しい 方法で これを 
覆いた もう。 それからは、 暑さ や 寒さ、 その他の 害を なす 諸々 からか 弱い 果実 
を 保護す るた めに、 まるで 衣の ように 葉で 覆った 状態を 維持した もう。 その後 
で、 優しく 穏やかに 果実を 連れ出し たもう。 それから かれは、 幼子が 母の 乳に 
よって 滋養を 得る のと 同じように、 果実に、 茎と 水の 通り道を 介して 糧を 与え 
たもう。 それから 完全に 熟すまで、 かれは 果実を 育てた もう。 そのよう にして、 
生を 持ため 木の かけらから、 かれは 美味なる 果実を もたらす ので ある。 

地球を、 また それが どのように 創造され ている かを 観察 すれば、 それが 削 造 主 
の 最も 偉大なる 御 しるしで ある ことを 巧る だろう。 アツ ラーは それを 休息の 塌 
所と して、 また 寝台と して 造り、 それから かれの しもべた ちを そこへ 配した も 
う。 彼らの 糧や 滋養、 生計の 源と 造り、 また 彼らが 必要に応じて 出かけて 行け 
るよう 道 や 小径を 配した もう。 山々 を 堅固に 据えて 柱と し、 それを もって 震動 
から 保護した もう。 かれは それを 平らかに し、 引き伸ばし、 広が その 表面に 
生ける 者たち を 集めて 彼らの 生前の 器と し、 また その 中に 死せ る 者たち を 集め 
て 彼らの 死後の 器と したもう。 表面は 生ける 者の 住処 であり、 その 中は 死せ る 
者の 住処 である。 

それから 太隔 、月、 星々 と 星座 宮を 回転させる 軌道を 見よ。 それが 時の 終わり 
まで 規則正しく 順当に、 この 惑星を 中ムに 休みな く 回転す るのを、 また その 素 
晴らしき 連動の 結果と して 夜と 昼が、 季節が、 暑さと 寒さが 入れ替わ るのを 見 
よ。 また それが あらゆる 動 楠 物と、 地球に を 在す る 全ての ものに 益を 与える の 
を 見よ。 


それから 空の 創造に ついて 思い起こし、 更にもう 一歩 深く 観察して その 高さ、 
その 広さ、 また それが いかに 安定して いるかを 見れば、 それが アツ ラーの 最も 
偉大なる 御 しるしの ひとつで ある ことが 理解で きよう。 その 下には 支える ため 
のい かなる 柱 もな く、 その上には いかなる 吊り 糸 もな く、 ただ アツ ラーの 無 暇 
の 御 力の 他に 天地を 支える ものは 何もない。 


更に この 宇宙を、 その 部分 同 ± が 最高の 方法で 組み合わされた その 構築を 見よ 



それは あらゆる 


道具と 部材 をもっ て 建設され た 建築物の よう だとい うこと が 理解で きよう。 天 
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は その 屋根と して 高く 掲げられ、 地には 住人たち の 休息の 場と して 滅毯が 敷か 
れ る。 太嶋と 月の ランプが 地球を 照らし、 飾られた ランタンの 星々 が 宇宙の 通 
り 道から 旅人たち に 方角を 巧ら せる。 地中には 宝石と 金属が 隠されて おり、 ま 
るで 準備して おいた 宝物の ように 最も ふさわしい 目的に 使われる のを 待って い 
る。 あらゆる 種類の 植物 や 動物 も、 それに ふさわしい 用途の ために 準備され て 
いる。 ある 種の 動物は 乗り ものに、 また ある 種は 乳を 得る ために、 また ある 種 
は 食用に ふさわしく、 また ある 種は 警護に 用いる のが ふさわしい。 その上で か 
れは 人間を 彼らの 管理者と して、 また 上に 立つ 王者と したもう。 

あらゆる 角度と 各々 の 部分から この 宇宙を 考えれば、 そこには 多くの 驚きが 見 
出されよう。 もしも 深く 熟考し、 自分自身 に対して 誠実に なり、 気まぐれ やで 
きふ、 盲信の 引き綱から 自らを 解放したならば この 宇宙は、 最高の 方法で 計測 
し 最高の 形式に 配列した もう 全知 者、 権能 者、 全能者た る 創造者に よって 創 
られ たの だと 確信を もって 対] る ことだろう。 同時に 創造者が 二人を 在す る こと 
はあり 得ない という こと も、 確信を もって 知る ことだろう。 かれはた だ 唯一の 
並ぶ 者 もな き 主で ある。 もしも 天地に 崇拝に 値する 神が、 かれの 他に も 存在し 
たなら ば、 それらは 腐敗し その 命令 も 分裂し、 その 慈悲 も 破壊され る こと だろ 


しかし、 もしも 創造を 創造主な 外によ る ものと する 考えが 改まる ことがない な 
らば、 それは 川の そばの 水車が、 川を 中ム とした 完璧で 素晴らしい 計測の もと 
に 構成され た メカニズム によって 回転して いる ことを 考慮せ ず、 全体として 観 
測す る ことなく ただ 眺めて いる だけと いう ことになる。 その 川は、 その 水を 得 
て 異なる 種類の 果物が 育つ 長い 庭の 中 ふを 流れて いる。 そして その 庭の 世話人 
が 別々 の 部分を ひとつに まとめ、 それらが 失われる ことのない ように、 果実が 
腐る ことのな いように 完壁に 管理す る。 この 世話人は、 それから ひとつず つの 
部分を 人間の 必要に応じて 各々 ひとまとめ にし、 各々 に 値する ものを 与え、 そ 
の 後 も その やり方を 繰り返し 続ける。 

それでもな おこれら の 全てが、 選択の 自由を 持つ 計画者た る 創造者の いかなる 
予も 借りずに 起きた と言えるだろう か？ こうした メカニズム、 こうした 庭の 存 
在が、 いかなる 創造者 や 計画者 もな く 単なる 偶然で あると 言える だろう か？ ど 
のよう な 理忡を もってすれば、 これらが 全て 偶然 だな どと 言える のか、 想像が 
つくだろ うか？ そのよう な 理性が どのよう な 助言が 成 し 得る々、、 想像が つくだ 
ろうか？ （注： 本 段落に 暇り "Miftaahu daaris-sa 'aadat" p 2 日 1-269 からの 弓 I 用） 
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根底に ある 理由： 


宇宙の 創造に 闡 する こうした 熟考を 踏まえた 上で、 みに 言及す べきは アツ ラー 
が この 大 いなる 存をと 驚くべき 御 しるしを 生起 させた もう 理由に ついて であろ 
ラ。 


し それらは 人間に 化え るよう 用意され た。 アツ ラーが 地上に、 かれを 崇拝す 
る 継承者を 創る ことを 決めた もうと き、 かれは 人の ために、 それらを 生活に 取 
り 入れ 上質な 人生を 送る よう、 ま た 彼の 終の 住 処が整 うように と あらゆる もの 
を 削りた もう。 アツ ラーは 言われる、 

また かれは、 天に あり 地に ある 凡の ものを、 (賜物と して) あなたがたの 巧に 
服 させられる。 本当に この 中には、 反省す る 者への 巧が ある。 (跪く 膊章 
45 : W 

かれは またこう も 言われる、 

アツ ラー こそは、 天と地を 削 造され、 天から 触を 降らせ、 これに よって 果実を 
ずらせられ、 あなたがた のために 御 患み に なられる 方で ある。 また 船を あなた 
がた に 操縦 させ、 かれの 命令に よって 海上を 航行 させられる。 また 川を あなた 
がた の 用に 服 させられる。 また かれは、 乂暢と 月を をな たがた に 殺 立たせ、 桐 
省は 飽きる ことなく (軌道) を 廻り、 またがと 島を あなたがたの 用に' 仪 立たせ 
られ る。 また かれは あなたがたが 求める、 凡 てのものを 授けられる。 仮令 ァッ 
ラーの 置、 鬼を 数え あばても、 をな たがた は それを 数えられないで をろう。 人間 
は、 本当に 不義で をり、 忘留 のがで ある。 (イブ ラー ヒー ム章 14 : 32-34) 

2. 天地と、 宇宙に 存在す る あらゆる ものの 創造 こそは アツ ラーの 主権の 証拠 
であり、 かれの 唯一 性の 御 しるしで ある。 そして この 人生に おいて 最も 尊ぶ ベ 
きことは、 アツ ラーの 主権と かれの 唯一 性を 青定 する ことで ある。 アツ ラーが 
これらを 偉大なる 証拠と 御 しるしと して 確立し、 最も 納得の いく 確証と なされ 
た 事実 こそが 最も 重要な 問題な ので ある。 アツ ラーは 諸 天と 大地、 また その他 
あらゆる 存在を、 それらを もって 証拠と する ために 創造した もう。 が 下の 章句 
のように 「かれの 印」 といった 宣言が 数多くな される の も そのため である。 

また かれが、 諸 天と 大地を 削 造な された のは、 かれの 印の 一つで ある。 
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また かれが、 あなたがたを 化 も 浸 も 破れる ようにし たのは、 かれの 印の 一つで 
ぁる。 

また かれが、 恐れと 巧 望の 稲光を あなたがたに 示す のは、 かれの 印の 一つで あ 
る。 

また かれが、 御意 志に よって、 天と地を 巧ち 建てられ たのは、 かれの 印の 一つ 
である。 化" ザ‘ ン チン 章 30 : 22-25) 


3. それらを もって 復活の 曰の 存在を 確証す るた めで ある。 生には 二種 類 あり、 
ひとつは 現世に おける 生、 そしてもう ひとつは 来世に おける 生で ある。 そして 
来世に おける 生 こそが 真実の 生で ある。 アツ ラーは 言われる、 

現世の 生活は、 遊び や戲れ に過ぎない。 だが 来世 こそは、 真実の 生活で ある。 
もし かれらに 分って いたならば。 (娜蛛 章 29 : 64) 

来世 こそは 報奨と 勘定の 住ので ある。 そこには ふさわしい 者に 永遠の 幸福が、 
また ふさわし レ嗜に 永遠の 苦悩が それぞれ 用意され ている。 死後の 復活を 経る 
ことによって のみ、 人間は その 住処に 辿り着け るので ある。 主との 闡 わりが 断 
たれて いる 者たち は そのを 在を 否定す る。 彼らは 性質に おいて 堕落し、 理性の 
感覚が 損なわれた 者たち である。 アツ ラーが 証明と 証拠を 確立され たのは、 そ 
れ により 魂が 信じ、 ムが 確信す るだろう との 理由に よる。 繰り返し 魂を 削 造す 
る ことの 方が 新たに 削 造す るより もは るかに たやすく、 繰り返し 人間を 創造す 
る ことの 方が 天地の 劑 造よりも はるかにた やすいの である。 アツ ラーは 言われ 
る、 

かれ こそは 死ず 削 造を 始め、 それから それを 繰り返される 御ぶ。 それは、 かれ 
においては とてもた 易い ことで ある。 (: ビザ ン チン 章 30 : 27) 

かれは またこう も 言われる、 

天と地の 削 造は、 人間の 削 造な どよりも 傑大 であん だが： A びと の 多く なぞ 
れを 理解し ようとは しない。 (ガー フィル 章 40 : 日 7) 

かれは またこう も 言われる、 
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アツ ラー こそは、 あなたがたには おえる 柱 もなくて、 諸 天を 揭 げられ たおで あ 
る。 それから かれは、 (大権の) 御座に 鎮座な され、 乂暢や 巧を 従わせられる。 
(だから） み々 の 定められた 時期まで 運行す る。 かれが 凡ての 事物を 規制 続 御し、 
種々 の 印を 詳し く 述べられる。 必ず あなたがたに 主との 会 おに 就いて 確信 させ 
るた めで ある。 (雷電 章 13:2) 

おお、 人間よ！ このように 宇宙の 全てが あなたの ために 用意され、 また その 御 
しるしと 証拠が 示された が 上、 居並ぶ 者な き アツ ラーを おいて 他に 崇拝に 値す 
る 者は 何もない ことを、 あなたは 証言す る ことだろう。 あなたの 復活と 死後の 
生の 方が 天地の 削 造よりも 容易で ある ことを 知った な 上、 あなたは 主に 出会う 
ことだろう。 全 宇宙の 崇拝と 被 創造物の 賛美を 受け入れ たもう アツ ラーに、 あ 
なた の 行いに ついて 召喚を 受ける こと だろう。 

天に をり 地に ある 化ての ものは、 アツ ラーを 讚え る。 (かれは） 至 嵩の 王者、 
神聖に して 偉力なら びな く 英明で あられる。 (合同 礼拝 章、 62 : 1) 

万物は かれの 威光に ひれ 伏す。 かれが こう 言われる 通りで ある、 

あなたは 兒 をい のか、 天に ある 化ての ものが、 了ツ ラーに、 平伏す るのを。 ま 
た 地に ある 化ての もの も、 乂暢も 巧 も、 辭星も 山々 も、 木々 も 獣類 も、 また 人 
間の 多く の 者が 平伏す る のを 姑を いの か。 だが 多く は 懲罰を 受ける のが 当然 
を 者たち である。 また アツ ラーが 持 ド ばられ たおを、 誰も 尊敬す る ことは 出来 
をい。 本当に アツ ラーは 御望み のこと を 巧 われる。 (巡ネ L 者 章 22 : 18) 

こうした 存在で さえ、 それぞれに 見合った 方法で 彼らの 主に 崇拝を 捧げて いる 
こと について 、アツ ラーは な 下の 章句に おいて 説きた もう、 

をな たは、 天地の 間の 化ての ものが、 アツ ラーを 讚え るのを おない のか。 羽を 
披げて 飛ぶ 鳥 もそう である。 皆 それぞれ ネし 拝と 喝 なを ふ 得て いる。 アツ ラー な 
かれらの 巧って いる ことを 知って おられる。 (御 光章、 24 : 41) 

もし 全身が、 実のところは アツ ラーの 命令と 規則に 従って 活動して いると した 
ら？ ム臓 、肺、 肝臓、 その他 あらゆる 器官が その 主に 服従して いると したら… 
それでも 主に 巧す る 信仰と 不信仰の 間に 留まる 余地が あるだろう か。 あなたの 
体に 背いて さえ も、 あなたを 取り囲む 世界に おいて 祝福され たこの 道を 逸れる 
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ことを 選ぶ だろう か？ 


完全に 正気の 者なら ば、 この 大 いなる 宇宙の 反感を 買って その 広さ ゆえに 迷う 
く らいなら、 実際には それよりも はるかにな いものを 選び 取る だろう。 



人間の 創造と 称揚 


アツ ラーは、 この 宇宙に 住む に 値する 被 削 造 物の 創造を 決めた まい、 そのため 
にかれ は 人間を 選びた もう。 人間を ± で 造る という 点に ついても、 それは かれ 
の 神聖なる 知恵に よる ものであった。 るかは まず ± より 削 造し、 それから 現在 
の それと 同じく 美しい 姿に 整えた。 そのよう にして 彼が 申し分な く 完成した と 
き、 かれの 精霊 （天使 ジブリール ■ガブリエル） を 通じて、 彼の 中に 生命の 
息を 吹き込んだ。 こうして、 かれが 人間を 最高の 姿に 創造した もう。 間く こと 
や 見る こと、 動き、 話す ことが 出来る ようにと 能力を 与えた もう。 それから 彼 
の 主は、 彼を 楽園に 住まわせ、 彼が 知] るべき こと 全てを 教えた もう。 彼に 巧し 
ては 楽園の 全てを 合法と し、 その上で、 彼を 試みる ために 一本の 木を 禁じた も 
ろ。 


アツ ラーは、 人間の 身分と 地位を 示す ことを 望まれ、 彼に 跪 拝す るよう かれの 
天使たち に 命じた もう。 天使たち は 皆 跪 拝した が、 悪魔は 撒慢 にも これを 頑な 
に 拒否した。 アツ ラーは 彼の 不 5 良 従を お怒りに なり、 彼の 撒慢さ ゆえに、 かれ 
の態悲 から 追放した もう。 悪魔は アツ ラーに 命乞いし、 復活の 日までの 猶予を 
求めた。 そこで アツ ラーは、 彼を 復活の 曰まで 猶予した もう。 

恶廳 は、 アダムを 嫉妬した。 彼の 子孫ら が 優遇され たためで ある。 彼は 彼の 主 
にかけ て、 自分は 前から も 後ろから も、 左から もちから も 近づき、 全ての アダ 
ムの 子孫を 道に 迷わせる であろうと 断言した。 ただし アツ ラーの、 誠実 かつ 敬 
虔 で、 正直な しもべは 例外で ある。 何故なら 彼らは、 アツ ラーに より 悪魔の 邪 
悪な 計画から 守護され ている からで ある。 アツ ラーは、 悪魔の 邪悪な 計画に つ 
いて アダムに 警告した もう。 しかし 悪魔は アダムと、 その 妻 ハ ツワを 謡 惑した。 
彼らを 楽園から 連れ出し、 彼らには 隠されて いた 陰部を あらわに する ためで あ 
る。 彼は アツ ラーに かけて 誓ってみ せた。 そして 自分が 彼らに とって 誠実な 同 
志で あり、 アツ ラーは かの 木を 彼らに 対して 禁じて はおらず、 それが 彼らを 天 
使 か、 もしくは 不死の 者に する だろうと 語った。 

恶廳の 欺 麻に 感化され た アダムと ハツワ は、 禁じられた 木から 食べた。 アツ ラー 
の 命令に 背いた が ゆえの 最初の 罰、 彼らから 隠されて いた 恥部が 露わに なって 
しまった ことに 彼らは 苦悩した。 アツ ラーは、 かれの 警告と 悪魔の 嘉計 につい 
て 彼らに 思い起こさせ たもう。 
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それで アダムは、 彼の 主の 赦 しを 請うた。 アツ ラーは 彼を 赦し たまい、 彼の 悔 
悟を 受け入れ、 彼を 選び 導きた もう。 それから、 かれは 彼が 住まう 楽園から 立 
ち 去る よう 命じ、 しばらくの 間、 彼の 住処 であり 喜びで ある 地上へ 行く よう 命 
じたもう。 かれは また、 彼が ± から 造られた こと、 彼が 地上に 生きて 死に、 や 
がて 復活 させられる であろう ことを 彼に 告げた もう。 

そのよう にして アダムと、 その 妻 ハ ツワは 地上に 降り 立ち 子孫を 生んだ。 彼ら 
は 預言者 アダムを 父に 持つ 者で あり、 皆が 皆 アツ ラーを 崇拝した。 この 物語に 
ついて、 アツ ラーは 栄光の ク ルアー ン においてこう 言われる、 

われは あなたがたを 削り、 形を 授け、 それから われは、 天使たち に 向かって、 
r アー ダムに サジ ダしなさい。」 とちげ た。 それで 外の ものは 皆サジ ダした が、 
恶魔 （イブ リース) はサジ ダした ちの 中に 加わらなかった。 かれは 仰せられた。 
「われが あなたに 命じた 時、 どう して サジ ダし なかった のか。」 恶 魔は 答えた。 「わ 
たしは かれより も 優れて おりまず。 をな たは わた しを 火から 御 削りに な り まし 
たが、 かれを 泥で 削られました。」 かれは 仰せられた。 「ここから 落ちて しまえ。 
あなたは ここで 嵩慢 であるべき ではない。 立ち去れ。 あなたは 本当に 卑しむ ベ 
きおで ある。」 恶 魔は 舊 えた。 「かれらが 避ら される 日まで、 わたしを 猶予して 
ド さい。」 かれは、 「あなたは 猶予され よう。」 と 仰せられた。 • • .偏 避 章 7; 
11-1 日) 


人間に おける、 アツ ラーの 偉大なる 御 わざを 熟考せ よ。 かれは 彼を 最高の 姿に 
造り、 知性 や 知識、 離 かさ、 話の 仕方、 美しい 容姿と 節度 ある 肉体、 類推に よっ 
て 解答を 演釋 し、 考える ことによって 知識 もしくは 徳 高き 性質を 得る 能力 や、 
正義と 従順 さ、 アツ ラーへの 服従な ど、 名誉の しるしを 持つ 衣を 着せた もう。 
母の 胎内に とどめ 置かれた 一滴の 精子に 始まり、 天使に よって 楽園に 迎え入れ 
られ るとは、 何とい う 隔たりが ある ことか。 あ 私 何と 素晴 しい アツ ラー、 
最も 嬉れた 削 造 者で あられる。 (信者たち 章 23 : 14) 

現世は ひとつの 村で あり、 人間は その 住民で ある。 全ては 彼のた めに 用意され、 
全ては 彼の 役に立ち、 彼に 益を もたらす よう 造られて いる。 その他 全ての 被 削 
造 物は 彼に 奉仕し、 また 彼の 必要を 満たす ために 造られて いる。 天使たち は 昼 
も 夜 も 彼を 守る よう 命じられ ている。 彼らのう ち、 雨を 降らせ 植物を 育てる よ 
う 命じられた 者たち は 彼の 糧を 生じせ しめる。 天の 軌道は 彼に 服従す るよう 命 
じられ、 また 彼のた めに 回 おする。 太陽、 月、 そして 星々 は、 全て 軌道の 上に 
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据えられ、 彼に 時間を 告げ、 食事の 時刻を 巧ら せる。 空の 領域には 風 や 雲、 鳥 
たちが あり、 それら もまた 全て 彼のた めに 用意され ている。 それよりも 低い と 
ころには 海 や 川、 木々 と 果実、 楠 物と 動物、 そこには 全てが 揃ってい る。 アツ 
ラーは 言われる、 

アツ ラー こそは、 天と地を 削 造され、 天から 舶を 降らせ、 これに よって 果実を 
案ら せられ、 あなたがた のために 御 おみに なられる 方で ある。 また 船を あなた 
がた に操纖 させ、 かれの 命令に よって 海上を 航行 させられる。 また 川を あなた 
がた の 用に 服 させられる。 また かれは、 乂:暢 と 月を あなたがたに 殺 立たせ、 掏 
若は 飽きる ことを く (軌道) を 廻り、 またがと 昼を あなたがたの 巧に 殺 立たせ 
られ る。 また かれは あなたがたが 求める、 凡 てのものを 授けられる。 仮令 ァッ 
ラーの 擅 J をを 数え あばても、 をな たがた は それを 数えられないで をろう。 人間 
は、 本当に 小義 であり、 忘恩の 徒で ある。 (イブ ラー ヒー ム章 14 : 32-34) 

かれの あ誉を 人間の 上に 完成させる ために、 かれは 人間が 現世での 生活に おい 
て 必要と する 全てを 造りた もう。 そして それらは、 全て 人間が 来世に おける 最 
も 高い 地位を 得る のに 必要な もので も ある。 このように、 かれは 人間に 巧して 
かれの 書物を 啓示し、 かれの 使徒たち を 遣わし、 アツ ラーの 法を 説き、 これに 
従うよう 呼びかける。 

それから、 アツ ラーは 彼のた め、 彼 自身からー アダム 自身から、 という 意 
巧で あるが 一 その 妻を 造りた もう。 彼が 彼女と 巧に 生きる 喜びを 享受し、 
彼の 自然の 欲求を、 精神的に も、 ミ 日 的に も、 また 肉体的に も 満たす ためで ある。 
それで 彼は、 彼女と 共に ふ 地よ さと 静けさ、 安ん 満足、 愛と 慈しみを 見出す 
だろう。 何故なら 彼らは 肉体的、 精神的、 また 感情的な 面に おいても、 巧 方が 
共に お 互いの 欲ボに 応じる よう 造られて おり、 また ヌ又 方が 共に 新たな 世代を 生 
み 出す よう 調和して 造られて いるた めで ある。 どちらの 魂 も、 共に こうした 感 
情に よって 満たされ、 また 彼らの 関係 性は その 魂と 感情を ム地 よさで 满 たし、 
肉体と 精神に 平安を もたらし 人生と、 生活に 安定を もたらす。 男女が 対等で 
ある ことにより、 魂と なムに 親しみと 静けさを もたらす ので ある。 

それから、 アツ ラーは 人類の 中から 信者を 選び、 彼らを 彼のち 人と したもう。 
彼らを して かれに 従わせ、 かれの 楽園に 住まう のに ふさわしく なれる ように、 
かれの 法に 沿って かれのた めに 働く よう 促した もう。 また 人間の 魂の 喜びと し 
て、 彼らの 中から 預言者たち、 使徒たち、 聖者たち と郝教 者たち を 選び、 現世 


30 



において 彼らに 最高の 援助を 与え、 祝福した もう ー アツ ラーへの 崇拝、 か 
れ への 服従と 嘆願が それで ある。 かれは また、 偉大なる 援助を なて 彼らを その 
他の 者と 区別した。 すなわち、 その他の 者には 得る ことが 出来ない 平穏、 静寂 
と 幸福、 そして 何より 偉大な 事 剪 も 彼らは 使徒たち によっても たらされた 真 
実を 知り、 それを 信じて いると いう 点で ある。 また アツ ラーは、 彼らの ために 
一 来世に 一 尽きる ことのない 祝福と、 偉大なる 成功と 利益を 取り 置き 
たもう。 優しき 主よ、 かれに 称賛 あれ。 かれは また、 彼らの かれへの 信仰、 か 
れ への 忠誠に 応じて、 更に 多くの 恩寵を 与えた もう ことだろう。 

女性の 地位： 

イス ラームに おいては、 女性は 高い 地位を 与えられ ている。 それな 前の 宗戳や 
いかなる 民族 も 与えなかった ものを イス ラームは 与えて いる。 何故なら イス 
ラームが 人類に 贈る 名誉は、 平等の 原則に 基づいて 男女の 双方に 分け与えられ 
る もの だからで ある。 終 ホの 日に おける かれの 報赞も 返報 も 平等で あるのと 同 
様、 現世に おいても 人類は アツ ラーの 原則の 前に 平等で ある。 アツ ラーは 言わ 
れ る、 

われは アー ダムの 子孫を 軍ん じて、- • •かれらを 嬉 越させた ので ある。 (俊の 
旅 章 17： 70) 

かれは またこう も 言われる、 

男は 両親 および' 近親の 遣 産の 一部を 得、 女 も また 耐親 なび 近親の 遺産の 一部を 
巧る。 (婦人 章 4:7) 

女は、 公平な が m の ドに、 かれらに がして が 等の 権利 （配偶者の 扶養を 得る 権 
利) を もっ。 だが 男は、 (服従と 敬意の 義務に おいて) 女ぶ り も 一段 ±位 でぁる。 
(雌牛 章 2 : 228) 

興の 信者 も 女の 信者 も、 ない に 伸 間で ある。 (悔情 章 9:71) 

あなたの 主は 命じられる。 かれの 外 何者を も 崇拝して はならない。 また 掏‘ 親に 
辜が しを さい。 もし 耐親 かまた その どちら かが、 をな たと 一緖 にいて 老豁に 遠 
しても、 かれらに 「ちえつ」 とか 荒い 言葉を 使わず、 親切な 言葉で 話しなさい。 
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して 敬愛の 償を 化め、 耐親 にがし 謙虚に 翼を 化く 幸れ (俊し くし） て、 「主ょ、 
幼少の 頃、 わた しを 愛育して くれたよ うに、 2 人の 上に 御 慈悲を 御 授け ド さい。」 
と (がりを) 言う がいい。 (おの 旅 章 17： 23-24) 

主は かれら (のがり) を閒き 人れ られ、 (仰せられた)。 「本当に われは 、 男で 
も 女で も、 をな たがた の 誰の 働いた 慟 きも むだにしないであろう。」 (イム ラー 
ン家章 3 : 195) 

誰でも 善い行い をし (真の) 信者なら ば、 男で も 女で も、 われは 必ず 幸せな 生 
淸を 送らせる であろう 。 なお われは かれらが 巧った 最も 俊れ たものに よって 報 
赞を 与え るので ある。 (蜜蜂 章 16:97) 

誰でも、 ぶ しい 行いに 励む 者は、 與 でも 女で も (アツ ラーの 唯一 性に がする) 
倍 仰に 堅固な 者。 これらは 楽鹽に 入り、 少しもず 当に 扱われない。 (婦人 章 4: 
124) 

イス ラームに おいて 女忡が 享受す る この 名誉は、 他の いかなる 宗戳は 信条、 あ 
るいは 法と も 異なる ものである。 ローマ 文明は、 女性は 奴隸 であり 男性に 従属 
すべき もので あり、 彼女には いかなる 権利 も 与えられな いと 制定した。 ローマ 
においては、 女性の 問題に ついて 議論す るた めの 大会 議 さえ 行われた ので ある。 
会議は、 女性は 生命な き 存在で あり、 汚れて いるが ゆえに 来世の 取り分を 得る 
ことは できない と 結論 づけた。 

アテネでは、 女性たち は ぼろきれ 同然に 撒 われた。 彼女たち は 他の 品物と 同じ 
よう に 売買され、 忌むべき 悪魔の 化 事に 従事 させられ ていた。 

古代 インドの 法令に よれば、 疫病 や 死、 地獄、 毒、 蛇 や 炎と いった 全ての 方が、 
女性よりも 良い ものと されて いる。 彼女の 生きる 権利は、 彼女の 所有者と みな 
される 人物、 すなわち 夫の 死と 巧に 終わる のが 常であった。 夫が 火葬され てい 
ると ころに 自ら も 身を投じねば ならない とされ、 そう しなければ 非難を 浴びせ 
られ た。 

ユダヤ 戳 においては、 女性たち について 旧約聖書 にが 下の 見解が 記されて いる： 
『私は 知を 得る ために ム と共に どこへ でも 赴き、 悪とは 無知で あり、 愚か さは 
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狂気で あるが ゆえに 知恵と 知識を 探し 求めた。 そして 私は、 女とは 死よりも 悪 
い 農で あり、 その ムは足 伽で あり、 また そのす は于 伽で ある ことを 知った。』 （注： 
Sifruljaamiah 7:25-2 目 参照。 旧約聖書とは キリスト 戳徒 および ユダヤ教 徒の 
両方に よって 神聖 視 され 信じられ ている） （英訳 者に よる 注： 訳者は、 弓 1 用 さ 
れ ている この 二 句に 謡 当す る 箇所を 英語版 旧約聖書に 見出す ことは 出来な かっ 
た。 そこで この 箇所は、 原著者に よって 本書の アラビア 語 版から 直接 翻訳され 
た。） 


これが 古代に おける 女性たち の 置かれた 状態であった。 中世 や 現代に ついては、 
な 下の 出来事が 物語って いる。 

デンマーク 人 作家の ウ イース* コールド ステンは、 女 件. に対する カトリック 戳 
会の 見識を な 下の ように 語って いる。 「中世の 時代、 ヨーロッパ における 女性 
にがす る 酉 日 慮は ごく 限られて いた。 これは 女性を 二等 市民と みなす カ トリック 
信仰の 見解と 一致して いた」。 

フランスでは 西暦 日 8 目 年に 会議が 開かれ、 女性を 人間と してみ なすべき か 否 
かとい う 問題に ついて 議論が なされた。 議論は 最終的に、 女性は 人間で あるが 
男性に 奉 化する ために 創ら れて いると 論者たち は 結論 づけた。 

フランス 法 第 217 号は な 下の ように 定めて いる： 「既婚 女性には、 売買 取引に 
おいて 夫の 同伴 または 同意 書な しに 承諾、 振 込、 保証、 （支払いの 有無に 関わ 
らの 所有す る 権利は なく、 それは 婚砸與 約の 中に 夫婦の 所有す る 品目の 権利 
が それぞれの 当該 者に 巧し 完全に 分離- 独立す る と 明記され ていたと しても 同 
様で ある。」 


イギリスでは ヘンリー 八 世に よって 女性が 聖書を 読む ことが 禁じられ、 そ 
れは 1850 年まで 続いた。 1882 年まで 女性たち はイ ギリ ス 市民とは みな 
されず、 彼女たち に 人権はなかった。 （注： Dr. Ahmad Shabby 著" Silsilatu 
muqaaranatil advaan'' 3/210-213 参照） 

現代 ヨーロッパ や アメリカ、 その他 工業国に おける 女性の 状況に 関しては、 彼 
女たち は 商業 広告の 一端を 担って おり、 営利 目的の 道具と して 用いられ ている。 
この 状況は、 商品を 売る ために 女性が 服を 脱いで 肌を さらす というと ころに ま 
で 至ってい る。 女性を 快楽の 道具と みなす 男性の 都合に より、 あらゆる 墙 面に 
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おしで 彼女たち の 体と 名誉が 冒祷 される。 


現代の 女性たち は 彼女の 財産 や ミ 日 性、 肉体を 摇 供し 続ける 間は、 まがりな りの 
世話 や 手当の 対象と なる。 しかし 年齢を 重ねて 差し出す ものが 何も 無くなった 
とき、 個人 も 社会 も、 その 全体が 彼女を 見捨てる。 彼女は 自分の 家 か 施設で 孤 
独な 生活を 送る。 

上記に一 もちろん、 同等たり える はず もない が一 比して、 高貴なる ク 
ルアー ン にはこう 記されて いる、 

男の 信者 も 女の 信者 も、 がいに 师間 である。 (悔悟 章 9:71) 

女は、 公平な 状態の ドに、 かれらに がして が 等の 権利 (配偶者の 扶養を 得る 権 
利) を もつ。 だが 男は、 (服從 と 敬意の 義務に おいて) 女よ り も 一段 ±位 でぁる。 
(雌牛 章 2 : 228) 

あなたの 主は 命じられる。 かれの 外 何者を も 崇拝して はならない。 また 耐 親に 
辜 巧しなさい。 もし 颇親 かまた その どちら かが、 あなたと 一緒にいて 老豁に 達 
しても、 かれらに 「ちぶっ」 とか 荒い 言葉を 使わず、 親切な 言葉で 話しなさい。 
して 敬愛の 情を 込め、 耐親 にがし 謙虚に 翼を 化く 幸れ (俊し くし） て、 「主よ、 
かみの 頃、 わた しを 愛育して くれたよ うに、 2 人の 上に 御 慈悲を 御 授け ド さい。」 
と (巧り を) 言う 力 化、 い。 (傲の 旅 章 17： 23-24) 

アツ ラー は 女性に 名誉を 授け、 全人 類に 対して かれが 彼女を 母、 妻、 娘、 姉妹 
として 創ら れ たこと を 明らかにし、 またこう した 彼女たち の 殺 割を、 特別な も 
のとして 定めた もう たので ある。 
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人間は なぜ 創造され たの か 


前章では アツ ラーが、 アー ダムと その 妻 ハ ツワを 削りた まい、 また 彼らを 楽園 
に 住まわせ たもうた ことを 論じた。 それから、 アー ダムは 彼の 主が 命ずる とこ 
ろに そむき、 そのの ち 悔悟して 叔 しを 請うた。 アツ ラーは 彼の 悔悟を 受け入れ、 
彼を 導きた もう。 アツ ラーは、 その上で 彼に 楽園を 去る よう 命じ、 地上へ 降り 
立つ よう 命じた もう。 アツ ラー、 栄 化と 称賛の 主、 かれの 知恵は 人間の 知性で 
は 計り しれず、 人間の 言葉で 説明し きれない。 ここでは そうした 知] 恵のう ちい 
くつ かにつ いて 触れ、 また それらの 理由を 述べる。 

1. アツ ラーが 被 創造物を 創造した のは、 かれに 化え させる ためで ある。 る、 れ 
は 言われる、 

ジンと 人閒を 削った のは われに 化え させる ため。 (撒き散らす お 章 51 : 56) 

また 他人に 命じられ たが ゆえに 化え ている の だとしたら、 それは 祝福と 永遠の 
住処 ではなく、 試練と 困難で しかない ことは よく 知られる 通りで ある。 永遠の 
住処 とは 幸福の それで あり、 試問 や 命令の それでは ない。 

2. アツ ラーは 人間たち の 中から 預言者たち、 使徒たち、 を、 邦! 教 者たち のよ 
うに、 かれが 愛し、 また かれを 愛する 者たち を 選び出し たもう。 それから かれ 
は、 彼らを その 敵と 共に 過ごさ も それを もって 試練と される。 その上で 彼らが、 
何よりも かれを 最優 をし かれの ご 満悦と 愛を 得る ために 自らの 生命と 財産を 
犠牲に したならば、 彼らは、 そもそも それ 無しには 何 ひとつ 成し遂げられ なか っ 
たであろう かれの 愛と ご 満悦を 得る。 預言者の 資質、 卿戳 者の 資質は、 アツ ラー 
の 御前に おいて 最もな き 位階で あり、 アー ダムと その子 孫たち に 地上へ 降り 立 
つよう 命じた もう アツ ラーの 定め 無しには 成し遂げる ことは 不可能で ある。 

3. アツ ラーは 唯一の 真実 かつ 明白な 王で ある。 命じた まい、 禁じた もう 唯一 
の 王で あり、 報い また 罰する の も、 不名誉 またはを 誉を 与える の も、 また 強め 
る も 弱める も かれで ある。 アツ ラーの 大権 あれば こそ アー ダムと その子 孫たち 
は、 かれの 大権に よって 統治され る 住処に 住まい、 それから、 行いの 全てに 対 
する 返報を 伴う 住処 へと 移された ので ある。 

4. アツ ラーは アー ダムを、 一擺 りの ± から 造りた もう。 そして ± 地には、 善 
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い 墙所も あれば 悪い 場所 も あり、 高い 墙所も あれば 低い 場所 も ある。 アー ダム 
の 子供たち の 中には、 かれと かれの 館に 住まう のに ふさわしくない 者 もい る こ 
とを アツ ラーは 知って おられる。 そこで かれは、 善悪の 区別が つけられるな 処 
ヘアー ダムを 下がらせ たもう。 それから、 アツ ラーは 彼らの ために 二つの 異な 
る 住み家を 造りた もう。 かれは 善き 者たち を かれの 住処の 住人と し （楽園へ 招 
き 入れ)、 悪き 者たち を 苦瞄' （地獄の 業火） のな 姐の 住人と したもう。 

日. 美しい 名前は アツ ラーに 属する。 次に 挙げる のは かれの 名前の ごく 一部で 
ある： 「ガフ ー ル （幾度で も赦す 者)」、 「ラ ヒー ム （最も 慈悲 深い 者)」、 「ア フツ 
ウ （幾度で もを じる 者)」、 「ハ リーム （最もを 抱 強い 者)」。 アツ ラーの 美しい 
名前が 顕現す る 地上へ、 アー ダムと その子 孫を 下がらせた もうのは、 これらの 
名を 知らし めようと の アツ ラーの お 知恵で ある。 それゆえ かれは お望みの 者を 
赦 し、 お望みの 者に 慈悲を かけ、 お望みの 者を 免じ、 また それ 政 列 4 こも、 かれ 
の 名前と 属性と を 巧ら しめる ために 様々 な 異なる 方法を 用いた もう。 

6. アツ ラーは、 アー ダムと その子 孫に、 善悪の いずれに も 引き寄せられる 性 
質、 また 欲望と 誘惑、 あるいは 理性と 知識の いずれに も 引き寄せられる 性質を 
兼ね備え たものと して 造りた もう。 彼を 理性と 欲望 ある ものと して 造り、 その 
いずれに も 必然性を 造りた もうのは、 かれの 意志を 成就させる ためで あり、 ま 
たかれの 知恵と 権能の 偉大 さを しもべに 知] らしめ るた めで ある。 また 同時に、 
かれの 慈悲、 慈愛、 寛大、 大権と 王権の ためで ある。 それから、 かれは その ミロ 
恵 もて アー ダムと その子 孫を 地上に 送りた もう。 これらの 契機が いかなる 影響 
を 及ぼす か、 また これらの 契機を 前に、 人間が いかに 備え、 対処す るの かを 明 
ら かにす るた めで ある。 それに 応じて、 アツ ラーは ふさわしい 者には 名誉を 授 
け、 また ある 者には 不名誉を 巧 わ わせた もう。 

7. 目には 見えない ものへの 信仰は 有益な 信仰で ある。 これが 目に 見える もの 
への 信仰で あれば、 誰し もが 復活の 日を 信ずる ようになる だろう。 もしも 人間 
が 祝福の 住み家 （楽園） に 造られたなら、 見えない ものへの 信仰と いう 歓喜と 
名誉を もたらず 位階を 得る こと もなかった だろう。 アツ ラーが 彼らを、 見えな 
いものへの 信仰を 得る 機会に 恵まれた 環境へ 住まわせ たもうた のは、 これが 理 
由で ある。 


み アツ ラーが しもべた ちに 好意を 示す のは、 この 最大限に 完成され た 好意と 
その 偉大 さに より、 しもべた ちが かれに 感謝し、 何よりも かれを 愛し、 かれが 
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授けた もう 至福を 最大の 歓喜と する のを 望みた もうから である。 それゆえ アツ 
ラーは、 かれの 敵に 巧す るかれ のみ わざ や、 彼らに 巧して 用意され た 罰を 開示 
したもう。 同時に かれは、 彼らの 歓喜を いや 増す ために も、 しもべた ちを、 か 
れが 授けた もう 最高の 至福の 目撃者と したもう。 これが、 かれからの しもべた 
ちに 対する 恩恵の 成就の 状態で ある。 従って、 これら 全てを 達成す るた めに、 
かれは 彼らを 地上へ 送り、 彼らに 試練を 与え、 誰で あれ、 かれが 望む 者には 聽 
悲と 寛容を 勝ち得させ、 また 誰で あれ、 かれが 望む 者には かれの ミロ 恵と 正義 か 
ら 逸らさせて 不名誉を 被らせる。 ろかは 最も 賢く、 全てを 巧り たもう。 

9. アツ ラーは、 アー ダムと その子 孫が 最良の 状態で 楽園に 帰る ことを 望みた 
もう。 そのため、 帰りつ く 前に この 世の 困難 や 悲しみ、 苦しみを 味わわせ たもう。 
それらは 美とは 正反対で あるた め、 来世に おいて 楽園に 入る ことの 価値は、 彼 
らに とり 非常に 高 レ 、ものと なる だろう。 （注： Miftaah daaria-Saaadah 1/6-11 
参照） 

人間の 起源に ついて 明らかにした 後は、 彼らに 真の 宗教が 必要と される ことに 
ついて 解き明かす のが 順当であろう。 
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人間に おける 宗教の 必要性 


人間に とり 宗教の 必要性は、 その他い かなる 生活の 必需品に 刘 ■する 必要性より 
もは るかに 大きい。 人間は、 アツ ラーが 何を 喜ばれ、 また 何を 嫌われる かを 知] 
ら ねばならな いからで ある。 また、 自らに 害を 及ぼす ことのな いよう、 自分に 
も 他人に も 益の ある 巧い をム がけねば ならない。 そこで、 恩恵を もたらす 巧 為 
と 害を もたらす 行為と 区別す るの が 神の 法で ある。 それは アツ ラーの 被 削 造 物 
にもたら された 正義で あり、 かれの しもべた ちへの 光で ある。 人々 は 神の 法に 
よって 何を すべき か、 また 何を すべきで ないかの 判断が つけられ るので あり、 
これ 無しに 生きて ゆく ことは できない。 

もしも 人間が 本当に 意志を 持つ のなら、 まず 自分が 何を 欲して いるの かを 巧ら 
なくて はならない。 自らを 益す る ものを 欲する のか、 それとも 害する ものを 望 
むの か？ 自らを よりな くす る ものを 欲する のか、 それとも おめ る ものを 望む の 
か？ 一部の 人々 は、 これを 自然と 身に つけて いる。 また 一部の 人々 は、 彼ら 
の 推量を 慟 かせる ことにより これを 知る。 そして また 一部の 人々 は 預言者た 
ちと、 その 導きが 伝える こ とな 外は ミロらず にいる。 （注： Sheikhu レ Islaam 化 n 
Taymiyyah 著 "At-Tadmuriyyah" p. 213-2 1 4 なら びに Miftaahu daaris-Sa'aadah 
2/383 参照） 

しかしながら 無神論と 物質主義 的な 思想が 蔓延し、 もてはやされ、 イデ オロ 
半 一と 理論が 增殖 する 中で、 個人 も 社会 も 真の 宗教 無 しには もは や 立ち 行かな 
く なって いる。 なぜなら イデオロギーには、 人間の 精神的 •物質的な 必要を 満 
たす ことは 決して 出来ない からで ある。 深く 関われば 関わる ほど、 それらが 何 
の安ム ももたら さず、 渴 きをい やして くれる こ ともなく、 真の 宗教を 避けて 通 
る こと は 出来ない ことを 確信す るよう になる。 

エルネスト .ルナンは こう 述べて いる。 「我々 が 愛する ものは 全て 俊く 消え去 
る。 肋 性を 行使す る 自由 も、 知識 も、 技術 も 無価値に なり 得る。 だが 宗教を 消 
滅 させる ことは 不可能で ある。 むしろ それは、 実際の イデオロギー がいかに 人々 
を 卑小で 狭隘な 現世 的 生活に 縛り付け るかの 生ける 証拠と なる だろう」。 （注： 
Muhammad Abdullah Daraaz 著 "Ad-Deen" p. 87 参照） 

ムハンマド- フ アリー ドニ ワ ジュディーは 言う。 「それが 人間を 高めて いると 
いう 事実は 言うまでもなく、 人間の 意識に おける 最も 尊く 気高い 性向で ある 限 
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り、 宗教 的な 思考を 消し 去る ことは 不可能で ある。 そうした 傾向は、 減少す る 
というよりも むしろ 增 加して いる。 美 離の 判断が つく 帳り、 人の 宗戳的 資質は 
常に 彼に 付き添う。 そして この 資質は、 彼の 精神的な 能力を その 極致にまで 高 
め 続け、 彼の 知識を 増やし 続ける」。 （注： 同 著 P . 88 参照） 

そのため、 もしも 人間が その 主に 近づかずに いるよう なら、 それは 彼の 精神的 
な 能力と 知識の 範囲に おける、 自らの 主と 自らの 使命に ついての 大 いなる 無知 
による ものである。 やがて 彼は 自分が 無知で あり、 何が 彼に とって 善な のか、 
また 何が 彼に とって 害な のか、 何が 彼に 幸福を もたらし、 何が 彼に 不幸を もた 
ら すかに ついても 無 ミロで あると 認める だろう。 彼は また、 天文学 や 宇宙学、 計 
量 学、 核 科学と いった 科学的 知識に も 欠けて いる ことを 認める だろう。 世界が、 
妄想と 撒慢の 舞台 か ら 降り て 謙遜と 服従の それに 変わり、 こ れら諸 科学の 背後 
に 存在す る 知識 豊かで 賢き 者を 信じ、 自然の 背後に 存在ず る 全能の 削 造 者を 信 
じる のは その後で ある。 この 現実は、 公正な 学者に 目に 見えめ ものを 信じさを 
直立不動の 宗 載に 従い、 自然の 直観の 呼び声に 応じる よう 促す。 だが この 道 か 
ら 逸れる ようで あれば、 その 者の 性質 も 元に 戻り、 もの 言わめ 動物の 水準に ま 
で 下がる ことだろう。 

な 上を 結論 づける と、 人生に おいて、 真の 宗教 ー アツ ラーの 唯一 性を 信仰 
し かれの 命じる ところに 従った 崇拝 行為の 実践に 依拠す る 一 は 必須の 要 
素で ある。 これを 通じて 人間は 巧 有の 主たる アツ ラーへの 服従を 実現し、 また 
これを 通じて 幸福を 得、 破滅 や 困難、 不幸からの 守護を 得る ので ある。 それは 
また 人間の 論理的 資質を 完成させる のに 必要 不可欠で ある。 人間の 知的 欲求を 
満たし、 最高 地点まで 高める こと も 可能であろう。 

同撤 こ、 宗 載は 魂を 浄化し、 感情の 力を 洗練す るた めに も 必須の 要素で ある。 
高貴な 情緒は、 探し ボ める 豊かな 空間と 洞れ る ことのない 泉を 宗教の 中に 見出 
すであろう。 そして それ こそ、 高貴な 情緒が 探し 求める ものな ので ある。 それ 
はまた、 意志の 力を 完成させる のに 必須の 要素で ある。 絶望に 抵抗す るた めの 
活力を 与え、 大 いなる 刺激を なて 支える もの だからで ある。 

こうした 視点から すれば、 もしも 「人間は 本来、 礼 磯 正しい」 という 者が ある 
なら、 またこう も 付け加えるべき であろう 一 「人間は 本来、 信ム 深い」。 人 
は 二種 類の 力を 持って いる。 科学的 推論の 力と、 意志の 力で ある。 彼の 幸福の 
成就は、 科学と 意志の 両方の 力の 完成に かかって いる。 そして 科学的な 能力の 
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完成の ためには、 人は な 下につ いて 知らねば ならない： 


し 創造者で あり 庇護 者で ある 真の 主を 知る こと。 かれは 人間を 無から 造り、 
恩恵を 授けた もう。 

2 . かれの 名前と 属性を 知] り、 それらが 全て かれの 有で あると 巧り、 また、 そ 
れらの 名前が かれの しもべに 与える 影響に ついて 知る こと。 

3. かれへ と 至る 道を 知る こと 一 かれに 称 賞 あれ。 

4. この 道と、 この 道を 経て 得られる 偉大なる 至福を 知る ことを 妨げる ものの 
支障と 害悪に ついて ミロる こと。 

日. 自らの 魂の 真の 姿を 知る こと。 魂が 何を 必要と し、 また 何が 善で 何が 害で 
あるかを 巧り、 その 資質 や 欠点を 巧る こと。 

これら 五つを 知る ことで、 人は その 科学的な 能力を 完成させる ことができる。 
そして アツ ラーが しもべた ちに 巧して 有する 権利に 敬意を 払い、 この 権利を、 
預言者の スン ナに 従い 誠実 かつ 真 撃に、 また かれの 恩寵を 得る ための 試練と 捉 
えて 遂行す るので ない 帳り、 科学的な 能力 や 意志 力の 完成は 実現し 得ない。 か 
れの 援助な しには、 これら 二つの 力の 完成は 無い。 アツ ラーが、 そのたを 導き 
たもう 真正なる 道に、 彼 もまた 導かれねば ならない。 （注： A し FAwaaid 18，19 
参照） 

真の 宗教が、 様々 な 魂の 能力に 対する 神の 援助で ある ことを 確認して きたが、 
それと 同時に、 宗 載は 社会に おける 保護 壁で も あると いう ことを 知] って おかね 
ばなら ない。 人間の 生活は お 互いに 協力し 合わない 限り 万全の ものとは ならず、 
この 協力を 維持す るには、 義務を 定め、 権利を 保護し、 人間 關 係を 調整す るシ 
ス テムが 不可欠で ある。 この システムには、 制限 や 権限に よる 抑制 も 必要と さ 
れ る。 魂に よる システムへの 翼 背を 防いで システムを 順守す るよう 奨励し、 関 
係 者たち には 保証を 与え、 人に よる 冒捷を 防ぐ。 では この 権 帳とは 何であろう 
か？ 


地上の どこを 探しても、 宗教の 持つ 力に 優る か、 あるいは 少なくともな 角の 力 
という ものは 存在せ ず、 命令の 遵守、 社会的 結束、 システムを 安定 させ、 安ム 
とや すら ぎを もたら す 調和を 保証す る もの は 何 ひと つ 無い。 

これにつ いての 根本的な 理由は な 下の 通りで ある。 すなわち、 人間は その他の 
生物とは 区別され る。 彼の 自発的な 動作 や 行為は、 目には 見えず、 耳に も 間 こ 
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えない、 超越 不可能な 要素に よって 制御され ている。 この 要素 こそ、 魂を 純化 
し予 足を 浄化す る 信仰で ある。 それ 故、 人間は 常に 真の あるいは 偽の 信仰に よっ 
て コントロール される。 もしも 彼の 信仰が 正しければ、 彼の 全ても 正しいだ ろ 
う。 だが、 もしも 彼の 信仰が 不正で あれば、 彼の 全ても 不正と なる だろう。 

信仰とは、 人間を 監視す る 内発 的な 監視者で ある。 そして これには 一 全て 
の 人間に 共通して 一 な 下の 二種 類が ある： 

- 洗練され た 道徳 や 人間の 尊厳、 また その他に も、 たとえ 対外 的な 結果 や 実 
質的な 応報には 無関係であった としても、 高潔な 人物で あれば 違背す るの が禪 
られる 普遍的な 概念の 価値を 信 じる こと。 

- アツ ラー ー 栄光と 称 賞は かれに 属する 一 を 信じ、 また かれが、 秘 
匿に ついての 不断の 監視者で あり、 隠された ものごとを 全て ご存じで あると 信 
じる こと。 イス ラーム 法の 権能は、 るかの 命令と 禁止に 由来して いる。 力 かを 
前に、 かれへの 愛、 かれへの 恐れ、 あるいは その 両方に よる 抑制を 十二分に 感 
知す る こと。 

この種の 信仰が、 いずれも 人間の 意識に 対する 強い 権威と なる のは 疑いよう も 
ない。 それは また、 気 ま ぐれの 嵐 や 一貫性の ない 感情に 対する 抵抗を 強め、 人々 
の 意識 や 彼ら の 指導者たち の 衝突を より 早く 解消す る ことだろう。 

これが いかなる 社会に おいても、 人間関係の 基礎と して 必須と なる 正義と 公平 
さに ついて、 宗教 こそが 最も 優れた 保証 者と なる 理由で ある。 人間の 身体に お 
いて ふに ホ 日当す る 位置を、 人間社会 において 宗教が 占有して いる ことに、 何ら 
不思議は ない ので ある。 （注： Ad-deen が 8，102 参照） 

これが 一般に 宗 載の 地位と すれば一 そして 現代の 世界に おいて、 化たち は 
数多くの 宗教と 信条を、 それぞれの 集団が 喜んで 信仰し、 かつ 頑な にしが みつ 
いている のを 目の当たりに している 一 一体、 人間の 意識が 求めて やまない 
真の 宗教と は 何 か ？ また、 真の 宗戳の 一般的な 基準と は 何であろう か。 
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真の 宗教に おける 普遍的な 特徴 


あらゆる 信条の 支持者は、 自らの 信条を 真実で あると 信じて いる。 また あら ゆ 
る 宗教の 信徒たち も、 自らの 信仰を 真実で あると 信じ、 また 彼らの 宗戳 こそ 最 
も 優れた 道で あると 信じて いる。 不純物の 混じった 宗教の 信徒 や、 人間に よっ 
て 造られた 信条の 支持者た ちに 彼らの 信仰を 証明す るよう 求めれば、 彼らは そ 
れが 彼らの 嫂たち の 信仰で あり、 それゆえに 彼らと 同じ 道を 支持す るの だと 主 
張す るだろう。 その上で、 彼らは 伝承 者の 経路 も 不確実な 言い伝え や、 過誤と 
欠陥が 無い とは 言えない 書物からの 物語を 持ち出す だろう。 彼らは 著者 も 記録 
者 も、 また その 原語 さえ も 定かでは ない 根拠 不詳の 書物を 継承し、 これに 依を 
する ばかりで ある。 それらは ねつ 造され、 拡大され、 伝承 者の 経路に ついて 学 
問 的 精査 も 受けず、 テキス トの 正確さに ついても 確認され ずに ただ 受け継がれ 
てきた 混乱の 物語に 過ぎない。 

こうした 詳細が 不明な 書物、 伝承、 盲信 的模 做を、 宗教 および 信仰の 確証と し 
ており 撒う ことは 出来ない。 あるいは、 こう した 混淆 宗教 や 人工的な 戳条の 全 
てが 真実、 または 全てが 虚偽と いった ことがあり 得る だろう か。 全ての 宗教が 
真実で あると いうのは 不可能で ある。 何故なら 真実と いう ものは たった ひとつ 
であり、 複数 あると いうのは あり 得ない。 また、 これらの 混淆 宗戳や 人工的な 
戳条 が、 全て アツ ラーから 下された 真実で ある、 というの も 不可能で ある。 複 
数の 宗教が あり、 真実が たった ひとつであるなら ば、 では これらの うち どれが 
真実の 宗戳 だろ うか？ そこで、 真実の 宗戳と 虚偽を 見分ける 基準が 必要 となる。 
基準に 照らして、 合致した 宗戳 であれば、 それ こそが 真実の 宗戳 であると 知] る 
ことができる。 また 基準の 全てに 含 致しない か、 あるいは 一点で も 欠ける よう 
であれば、 それが 虚偽の 宗教で あると いう ことが 知れる だろう。 真の 宗戳 と虚 
偽を 区別す る 基準とは な 下の 通りで ある： 

1 :宗戳 は アツ ラーより 下され、 人類に 伝達す るよう、 天使を 介して かれの 使 
徒に 啓示され たもので なくて はならない。 真実の 宗戳は アツ ラーの 有で ある。 
かれは その しもべた ちに 報い、 また 復活の 日には、 彼らに 巧して かれが 啓示し 
た宗戳 について 問いた だす。 かれは 言われる、 

本当に われは、 ヌーフ やかれな 後の 預言者た ちに 啓示した ように 、 あなたに 齋 
示した。 われは また イブ ラー ヒー ム、 イス マー イー ル 、 イス ハーク、 ヤア コー 
ブ および 諸 支族に f 啓 おし 人 まを イーサ ー、 アイ ユ ーブ、 ユー ヌス、 ハ— ル— 
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ン ならびに スライ マーンに も (舊 示した)。 また われは ダー ウー ド' に 詩篇を 授 
けた。 (婦人 章 4 こ 163) 


かれに 称賛 あれ、 かれは またこう も 言われる、 

をな たが 前に も、 われが 遣わした 使徒には、 等しく、 「われの 外に 神は ない、 
だから われに 化え よ。 J と 脅 示しを。 (頑 言 者 章 21 : 2 か 上記の 御言 棠と 基準 
に從ぇ ば、 誰かし ら人閱 によって 持ち込まれ、 アツ ラーで はなくその 人物に 起 
因 するならば 何で あれ、 それは 確ち に 虚偽の 宗教で ある。 

2 : 宗戳 は、 アツ ラーの みを 崇拝す るよう 呼びかける ものでなくて はならない。 
シルク （あらゆる 形態の 多 神戳） と、 シルクに 通じる 全てを 禁じる もので なく 
ては ならない。 何故なら 全ての 預言者たち、 使徒たち の 主要な 使命とは 、アツ 
ラーの 唯一 性へ と 差し招く こと だからで ある。 全ての 預言者は 彼の 民に こう 告 
げた： 


アツ ラーに 化え なさい。 あなたがたには、 かれの 外に 神は ない ので ある。 （後 
の 旅 章 7 こ 73) 

3: 全ての 使徒たち が、 アツ ラーの みを 崇拝す るよう 彼らの 民に 呼びかけ、 多 
神教や 両親への 不孝、 正義な き 殺人、 その 隠された もので あれ 現された もので 
あれ、 その他 全ての 不道徳を 排除す るよう 呼び掛ける という 原則に おいて 一致 
する もので なければ ならない。 アツ ラーは 言われる、 

あなたが 前に も、 われが 遣わした 使徒には、 等しく、 「われの 外に 神は ない、 
だから われに 化えん」 と陳 おした。 (預言 お 章 21 : 25) 

かれは またこう も 言われる、 

言って やる がいい。 「さ こ わたしは 主が あなたがた にがし 禁じられた ことを、 
読誦 しよう。 かれに 何も ので も 同位 おを 配し ては ならない。 掏‘ 親に 孝行で あれ。 
困窮す るのを 恐れて、 あなたがたの 子女を 殺して はならない。 われは、 あなた 
がた も かれらを も 養う ものである。 また 公け でも 隱れ ていても、 醜い 事に 近が 
いては ならない。 また、 アツ ラーが 神聖 化された 生命を、 権利の ためな 外に 
は 殺害して はならない。 このように かれは 命じられた。 慾ら < あなたがたは 理 
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解 チる であろう。 (家畜 章 6： 151) 


かれは またこう も 言われる、 

あなた (ムハンマド) が 前に われ び ッ う一) が 遣わした、 使徒たち に閒 いな 
ざれ われは、 慈悲 深き 御 方が 外に 化え るべき 神々 を 置いた のか。 (金の 装飾 
章 43:45) 

4: ある 問題を 命じつつ、 一方で それとは 別の 問題を 命じる といった 自己矛盾 
が あっては ならない。 また、 何 ごと かを 禁じて おきながら、 それに 近し いもの 
を 理由な く 勧めたり、 ある 集団には 禁じつつ 別の 集団には 許可す ると いった こ 
とが あっては ならない。 アツ ラーは 言われる、 

かれらは ク ルアー ン を、 よく 考 ぶてみ をい のであろう 力 >。 もし それが アツ ラー 
な 外の も のから 出た と すれば、 かれら な その 中に きっと 多く のず 盾を お出す で 
あろう。 (婦人 章 4 : の) 

5: 宗戳 は、 人々 のために 彼らの 宗戳、 名誉、 財産、 生命と 子女に ついて、 そ 
の 命令 や 禁止、 抑止 力 や 道徳を 通じて 保障し、 また これら 日つ の 原則的な 事 
柄を 保護す る もので なく ては ならない。 

6 : それは 人類への 麓悲 として 用いられる ものでなくて はならない。 他人の 権 
利 や 公共財を 奪ったり、 強者が 弱者を 過誤に 踏み込ませたり といった、 彼ら 自 
身の 不正、 あるいは 他人から 被る 不正から 彼らを 庇護す る ものでなくて はなら 
ない。 預言者 ムーサーに 授けられた トーラーの 聽悲を 説く 際に、 アツ ラーは 言 
われた、 

ムーサーは 怒りが 静まる と、 板 碑を 取り上げた。 その上には、 まを 畏れる 者へ 
の 導きと 慈悲が 記されて いた。 偏 避 章 7 : 154) 

かれは また、 預言者 イーサ ーの メ ツ セージに ついて 説く 際にこう 言われる、 

それで かれ マルヤ ムの屆 巧 を 入び とへの 巧と なし、 また われからの 慈悲と 
する ためで ある。 Cr ノレ トム 章 19 : 21) 
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かれは 預言者 サーリ フ について こう 言われる、 


かれは 言った。 「わたしの 人び とよ、 考えて みたの 力、、 わたしが ちからの 証の 
にたち、 かれは わたしに、 親しく 慈悲を 与えられ るのに、 もし わたしが かれ 
に從 わないならば、 誰が アツ ラー (の 怒り) から わたしを 救助す る ことが 出来 
ようか。」 （フード 章 11 : 63) 

かれは ク ルアー ン について こう 言われる、 

われが (段 糖を 追って) ク ルアー ンで ドした ものは、 信者に とっては (精神の 
な） 癒しで あ り 慈悲で ある。 (俊の 旅 章 17 : 82) 

7: アツ ラーの 法に ついての 導きを 伴った、 アツ ラーの 法の 意図を 人間に 教え 
る ものでなくて はならない。 それは また、 人間に 対して 彼の 起源と、 その 最終 
的な 目的地に ついても 教える ものでなくて はならない。 トーラー について 、アツ 
ラーは 言われる、 

誠に われは、 導きと して 光明の ある 律法を、 (ム ーサ ーに) ドした。 (食卓 章 
5 : 44) 

イン ジール （イーサ ーに 与えられた 書物） について、 かれは 言われる、 

凛き と 尤巧似 ある、 福音を かれに 授けた 。 f 食卓 章 5:46) 

かれは ク ルアー ン について こう 言われる、 

かれ こそは、 導きと 真理の 教えを もって 使徒 (ムハンマド) を 遣し、 •••(侮 
悟 章 9 : 33) 

アツ ラーの 法への 導きが 含まれた もの こそが 真実の 宗教で ある。 ムに 平安と 静 
けさを 与え、 隠微な 灰め かしを 排除し、 全ての 疑問への 解答、 あらゆる 問題へ 
の 解決と なる。 

8: それは 高潔な 人格を 呼び覚ます ものでなくて はならず、 誠実、 正直 さ、 
純潔、 寛大と いった 行為に 合致す る ものでなくて はならない。 また 両親に 反抗 
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したり、 罪な き 魂を 殺害したり といった 悪しき 行為 や、 噓や 不正、 不当な 攻撃、 
咨酱、 罪業と いった あらゆる 不道徳を 禁じる ものでなくて はならない。 

9 : それは 信仰す る 者に 幸福を 与える ものでなくて はなら な レ、。 アツ ラーは 言 
われる、 

ター •ハー。 われが をな た (ムハンマド) にク ルアー ンを ドした のは、 あなた 
を憐 ますた めでは ない。 (ター. ハー 章 20 : 1-2) 

また、 それは 高潔な 性質と 調和す る ものでなくて はならない。 「アツ ラーが 人 
間に 定められた 天 巧に 基づいて。」 （ビザ ン チン 章 30 : 30) 健全な 理性と も 
調和す る ものでなくて はならない。 何故なら 真実の 宗教を 制定した もうは アツ 
ラーで あり、 同様に 健全な 理性を 削 造した もう は アツ ラーで あるが 上、 アツ ラー 
の 法と 被 削 造 物が 互いを 否定し 合うよう な ことは あり 得ない からで ある。 

10 : それは 真実へ と 導き、 虚偽に ついて 警告し、 人々 を 過ちから 遠ざけ、 彼 
ら をして 歪曲な き 真正の 道へ と 連れて ゆく ものでなくて はならない。 ク ルアー 
ンが 朗読され るのを 間いた ジンが その 仲間たち に 何と 言った かにつ いて、 アツ 
ラーは こう 言われる わたしの 入々 よ、 わたしたちは ムーサーの 後に ドされ 
た 啓 輿を 確かに 閒 きました。 (それは) それが 前に ドされ たものを 確証し、 真 
埋と 止しい 道に 導く ものです。」 (砂を 章 46 : 30) 

それが 人々 に 不幸を もたらす ものであって はならない ことは、 ク ルアー ン にお 
いて アツ ラーが 言われた 通りで ある： 

ター •ハー。 われが をな た (ムハンマド) にク ルアー ンを ドした のは、 るを た 
を 燃ます ためでは ない。 r ター. ハー 章 20 : 1-2) 

真実の 宗教は、 人々 に 巧し 彼らの 破滅を 招き かねない ような ことを 命じる もの 
であって はならない。 アツ ラーは 言われる、 

また あなたがた 自身を、 殺し (たり 害し) ては ならない。 誠に アツ ラーは あな 
たがた に 慈悲 深 < あられる。 (婦人 章 4 こ 2 が 


それは 人種 や 肌の 色、 血統に よって 信じる 者を 区別す る ものであって はなら な 
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い。 アツ ラーは 言われる、 


人び とよ、 われは 一人の 男と 一入の 女から あなたがたを 削り、 種族と 部族に 分 
けた。 これは あなたがたを 、ない に 知り合うよう にさせる ためで ある。 アツ ラー 
の 御 許で 最も 貴い 者は、 あなたがたの 中 最も まを 畏れる 者で をる。 本当に アツ 
ラーは、 全知に して 凡ゆる ことに 遁晓 なされる。 (部屋 章 49 : 13) 

従って 真実の 宗教が、 人々 の 優劣を 決める 基準と して 認めて いるのは 信仰の 深 
さなので ある。 

なム 真実の 宗戳と 虚偽との 区別に ついて クル アーン から 確証を 引用し アツ 
ラーに よって 使わされた 全ての 誠実な 預言者た ちに 闡 する 普遍的な 基準を 検証 
した。 それを 踏まえ 次章に おいては、 宗教の 分類に ついて 述べる のが 適切で あ 
ろう。 


47 



宗教の 分類 


信仰が 二通りに 分類され るな 上、 人間 もまた が 下の よう に 分類され る： 

最初の 分類は ユダヤ 戳 徒、 キリスト 戳 徒、 そして ムス リムの ように 啓示され た 
書物を 有する 者たち である。 ユダヤ 戳 徒、 キリスト教徒に ついては、 書物に 記 
された 事柄に ついて 彼らが 無知であった ため、 結果と して 彼らの 預言者た ちに 
啓示され た 書物は 失われて しまった。 彼らが 人間を 神と して アツ ラーと 同列に 
配した ために、 長い 歳月が 過ぎ去った のちには、 書物に 関する 彼らの 財] 識も失 
われて いたので ある。 そのため、 彼らの 聖職者た ちは 書物を 執筆した。 そして 
それが アツ ラーから 下された ものでは なく、 虚偽 者の 仮説と 狂信者の 歪曲に 過 
ぎない にも 関わらず、 アツ ラーに 起因す る ものであると 主張す る。 

ムス リムの 書物で ある 聖ク ルアー ン に関しては、 これ こそは 神に よる 最後の 書 
物で あり、 最も 力強く かつ 堅固で ある。 その 維持に ついては アツ ラーが 御 自ら 
保証した まい、 人間に 委任され る ことは 無かった。 かれは 言われる、 

本当に われ こそは、 その 訓戒 け ル アーバ を ドし、 必ず それを 守護す るので 
ある。 (アル •ヒジ ュル章 15:9) 

従って ク ルアー ン は、 人類の 導きと して アツ ラーが 保証した もう 最後の 書物で 
あるが 故に、 人々 のムと 書物の 中に 護持され る。 かれは これを 政て 終 未の 時に 
至る までの 確証と し、 その 永続を 命じた もう。 かれは これを、 あらゆる 時代に 
おいて その 命令と 御言 葉を 学び、 その 法を 巧い、 信じる 者たち に 与えた もう。 
この 書物に 闡 する 詳細な 解説は、 のちの 章に おいて 述べる ことと する。 

もう 一方に、 ヒン ドウ ー、 マち 仏戳や 儒戳、 あるいは ムハンマド 出現 前の ア 
ラブの ように、 宗 載の 開祖に 帰す る ものと して 継承され てきた 書物を 持ちな が 
らも、 アツ ラーに よって 啓示され た 書物を 持たない 宗教の 支持者たち がいる。 

現世の 利益に 関する 知識を いくばく も 持たず、 また これに 基づいて 行動し ない 
共同体は ない。 これは 全人 類に 授けられた アツ ラーの 知識で あり、 それは 動物 
たちで さえ 授かって いる。 動物たち は、 例えば 食物 や 飲物と いった 益を もたら 
す ものに ついて、 また 何が 害で あり 避けるべき かと いった 導きを 得て いる。 アツ 
ラーは、 前者に 対する 愛情と 後者に 対する 嫌悪を それらの 中に 生じさせ たもう 
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たので ある。 かれは 言われる、 


至 嵩の 御み、 あなたの 主の 御を を 讚え なさい。 かれは 削 造し、 整え 調和 させ 
る 級ぶ、 また かれは、 法を をみ て 導き、 牧野を 現わされる 御ぶ 。 r 至 嵩 著 章 
87 : 1-4) 

かれは また、 預言者 ムーサーが フィル アウンに 何と 告げた かにつ いて 我々 に 知 
らせ たもう、 

「わたしたちの 主 こそは、 万有を 削 造し、 一 A — A に (姿 や 資質 その外を） 賦 
与され、 更に 霉 きをち 身る ぶで ある。」 が一 •ハー 章 20 : 50) 

かれは また、 預言者 イブ ラー ヒー ムが 彼の 主につ いて 「かれは わたしを 創ら 
れた 方で、 わたしを 導かれ、」 （詩人たち 章 2 目： 7 が と 告げた ことにつ いて 
も 知らせる。 （注： Al-Jawaab As-Saheeh も Page 97 参照） 

正常な 者 一 最低 帳の 自省 ムと 思考 感覚を 持つ 者 一 ならば 誰で あれ、 宗 
教を 持たない 者よりも、 宗戳を 奉ずる 者の 方が より 優れた 方法で 科学を 役立た 
せ、 正しく 行動す る ことを 知っている。 そのため、 諸 宗教の 支持者た ちは、 そ 
れ从 外の 者たち が 持たない ものを 有する とは 言え、 他の 宗教に 属する 非 ムス リ 
ム たちの 間には、 ムス リムたち が 有する よりも 優れてい るか、 あるいはより 完 
成されて いるものを 見出す ことは 出来ない。 科学と 行動には な 下の 二種 類が 挙 
げられ る： 

第一に 天文学、 医学、 あるいは 使命 感を もって 従事す る 類いの 職業な ど、 知性 
と 理性を 通じて 達成され る 分野が 挙げられる。 宗戳の 支持者 も 無神論者 も、 等 
しく これらを 有する が、 しかし 彼らの 中では 宗教の 支持者の 方が より 俊れ てい 
る。 神学 や 宗教 諸 学は 単に 理‘ 性の みを 通じて 理解す る ことは 出来ず、 それらに 
関しては 宗教の 支持者の 特権で ある。 この種の 知識は 論理的な 根拠に よって 証 
明され る もので あり、 そのため 使徒たち は、 論理的な 根拠へ と 人々 を 導き、 そ 
れらが どれほど 堅固で あるかを 示した。 そして それは、 論理的で ありかつ 合法 
的 ある。 


第二に、 使徒たち によっても たらされた 知識 無しには 知り 得ない ことが 挙げら 
れ る。 アツ ラーに 関する 知識、 かれの 御 あと 属性、 アツ ラーに 従った 者たち 
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への 来世に おける 幸福 や、 かれに 逆らった 者たち への 懲罰、 かれの 訓戒、 過 
去の 預言者たち とその 人々 についての ミロら せな ど、 こうした 類いの 知識と 行 
為は、 人間の 理性に よって 達成し 得る ものでは ない ので ある。 （注： Majmo ゴ 
Fataawaa Shaikhul Islaam 4 p. 210-211 参照） 
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既ち 宗教の 概況 


偉大なる 宗教と その 古典、 古き 法の 数々 は 軽薄 かつ 詐欺 的な 人々 にと り 格好の 
飼 食と なった。 曲解 者 や 偽善者の 中傷の 的と なり、 大 いなる 流血と 災難を 呼び 
寄せ、 その 精神 も 形式 も すっかり 失われて しまった。 

現代に おける ユダヤ教は、 精神 も 生命 も 持たない 一連の 磯 式と 伝統に なった。 
また それとは 別に、 これは 特定の 民族に よる 人種 宗戳 であり、 世界へ 向けて メツ 
セージを 伝える こと もなければ 人々 に対する 使命 も 持たず、 人類に 対する 慈悲 
も 持たない。 （注： 更 なる 詳細に ついては、 ユダヤ 戳 から イス ラームに 改宗し 
た Samuel bin Yahya Al-Maghrabi 著 "Ifhaam al-Yahood" 参照の こと。） 

他 宗教 や 他国に 巧す る 際の ム得 について、 この 宗戳は その 基本的な 信条の ため 
にち 悩す る。 また これは、 預言者で ある イブ ラー ヒー ムや ヤア クー ブ がその 息 
子たち に 従うよう 命じた 一 神戳の 宗教で ある 間は 徳 高い 宗教であった。 ユダヤ 
戳 徒たち は 近隣諸国 や 彼らを 支配 下に おいた 諸国の 堕 藩した 民族の 信条から 多 
くの 概念を 取り入れた。 彼らは また、 そうした 人々 の 王 着の 習慣 や 様式を 数多 
く 取り入れ もした。 これらは 公平な ユダヤ人 歴史学 者に よって 確認され ている。 
ユダヤ教 に関する 百科事典に、 その 概峭が 記載され ている： 

「偶像崇拝 に対する 預言者の 怒りは、 彼ら イスラエル びとの ふに 偶像と 偽神崇 
拝が そっと 忍び込み、 それに よって 彼らが 多神教と 迷信を 受け入れた ことを 示 
している。 ユダヤの 人々 にと り 異教が 格別の 魅力を 有して いる 事実に ついては、 
タル ムー ドに も 記述 されて いる ほどで ある。」 （注： Jewish Encyclopedia Vol. 
XLLP 568-569 参照） 

タル ムードなる 口伝に よる 文書の 一 班ー ユダヤ教 徒たち はこれ を 極度に 神 
聖視 し、 トーラーよりも こちらを 好む。 （注： 「タル ムード」 とは 「宗教と 道徳 
に関する ユダヤ教 書」 を 指す 語で あり、 「ミ シュ ハー」 すなわち 代々 に 渡る ユ 
ダヤ 学者たち による 「法」 の 解説なら びに 脚注を 編 曇した ものである。） 六 世 
紀 ごろに ユダヤ教 徒たち の 間に 広く 流布した。 それは 彼らの 単純な 思考 や アツ 
ラーに 対する 無礼な 行為、 現実に 対する 軽屬、 宗教と 人間の ミ 日 性に 対する 賭博 
じみた 不合理な 格言で 満ち あふれて いる 一は、 当時 ユダヤ 戳 徒たち の 共 
同体が 知的に も宗戳 的に もどう 変質した かを 示して いる。 （注： 詳細に ついて 
は Dr. Rohlange 著 "Al-Yahood alaa Hasab al-Talmud" ならびに Yoosuf Hanna 
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Nasrullaah 訳 "A レ kanzul marsood fee qawa が dit-talmood" 参ち 另の こと。） 


キリスト教 に関しては その 最初 期から、 過激派に よる 歪曲 や 無知に よる 変更、 
また キリスト教徒を 自称す る ローマ 人たち の 異戳的 習慣に 悩まされて いる。 
(注： 著名な ヨーロッパ 人 作家 ドレイ パーに よる 著作 "The Struggle between 
Religion and Science p.40-41 参照の こと。） （英訳 者 注： 訳者は こ の 書の 原 
題 また 著者 名を 巧らず、 いずれも アラビア 語から 音訳した ものである。） （邦 
訳者 注 ： 正しくは "History が the (Conflict between Religion and Scien が" 邦 
題 「宗教と 科学の 翩争 史」） これらの 歪曲 や 変更、 異戳的 要素は 膨大な 堆積と 
なって キリストの 偉大なる 戳 えを 埋めつ く した。 一 神戳の 巧と アッ ラーへの 
誠実な 崇拝は、 こうした 混 とんの 背後に 隠されて しまった。 （注： キリスト 
戳の 詳細に ついては Shaykhul Islaam Ibn Tavmiyyah 著 "Al-jawaab ぉ -Saheeh 
liman baddala deenal-maseeh " ならびに Rahmatullaah Al-Hindee 著 "Izhaar 
al-Haqcf、 また キリス ト戳 からの 改宗者で ある Abdullah At-Turjumaan 著 
"Tuh た tul-Are ホ fee radd ‘alaa ubbaad As-Saleeb" を 参照の こと。） 

ある キリスト 戳 徒の 文筆家は、 四 世紀の 終わ りごろ に キリスト 教 社会に 流入し 
た S 位 一体につ いて 从下 のように 語って いる： 

「ひとつの 神が みっつの 異なる 神格から 成る とする 信仰は、 四 世紀の 後 四半期 
頃から キリス ト戳 世界と その 思想の 中核に 深く 侵入し 政 来 キリス ト戳 世界の 
至る と ころに おいて 公式に 認められた 信仰で あり 続けた。 S 位 一体の 形成と そ 
の秘蹟 について は、 十九 世紀 後半に 至る まで 明らかにされる ことはなかった。」 
(注： New Catholic Encyclopaedia The Holv trinitv Vol. 14 P. 295 参照） 

現代 キ リスト 戳 徒の 歴史家が 「History が Christianity in the Light が Modem 
Science」 という 書籍に おいて、 キリスト 戳 社会に おいて 見受けられる 様々 な 
多神教 的 様 ホ 日 や 形態、 宗教 儀式の 多様性、 習俗 や ± 着の 民族的- 宗教 的 英雄た 
ちの 根底に ある 古代の 偶像崇拝に がする 模做や 憧憬、 無知に ついて 論じて いる。 
いわく 「異教は 終わりを 迎えた が、 しかし 完全に 取り除かれ たという わけでは 
なかった。 むしろ それは ムを 手始めに あらゆる ものの 中へ と 侵入して は あたた 
かく 迎え入れられ、 キリスト 戳の 名に おいて 隠蔽され 続けた ので ある。 人々 は 
神々 と 英雄たち を 放棄した 替わりに、 炯戳 者たち を 取り上げて 政 前の 神々 の 地 
位を 与え、 その 名に おいて 偶像を 築いた。 このように して 多 神戳と 偶像崇拝は、 
各 ± 地 における 狎戳 者へ と 移行した ので ある。 当時の 終わり頃には、 神 戳者崇 



拝なら びに 聖人 崇拝は キリスト 戳 世界の あらゆる 地域に 広まり、 聖人が 神格を 
備えて いると 新たな 信仰の 戳 えを 形成す るよう になった。 これらの 聖者 や 聖人 
は 神と 人の 仲介者と みなされ、 西暦 四 世紀、 古代の 異教に よる 太牆 祭が 新たに 
クリスマスと 命を されて よみがえった ので ある。」 （注 ： James Houston Baxter 
著" History が Christianity in the Light of Mociern Knowledge", (Glasgow 1929 p. 
407 より 引用） 


マギ 教徒に ついては、 太古の 昔より 自然の 元素、 とりわけ 火を 崇拝す る ことで 
知られて いる。 彼らは その 崇拝を 固守し、 最 おでは 寺院を 建て替え、 拝 火の 館 
を 自国と 世界の あらゆる ところに 広め、 火と 太陽への 崇拝な 外の 宗教 や 信仰 
をす ベて 抹消し ようとし ている。 こうした 人々 に とって 宗教は 特定の 場所で 
実践され る 儀式と 習慣に 過ぎない。 （注： 東洋 諸 言語 及び イラン 史の 専門家で 
ある デン マー ク* コペンハーゲン 大学教授 による 著 "Iran during the reign of 
S ぉ anids" なら びに マギ 教徒 Shaeen Makareus による 著 "History of Iran" 参照 
のこと。） 

「Iran during the reign of Sasa が ds」 の デンマーク 人 著者が、 彼らの 宗戳的 指 
尊者と その 役割に ついて みのよう に 語って いる： 「彼ら 聖職者た ちは 一日に 四 
回、 炎を 崇拝し なくて はならない。 これに 加えて 彼らは 月、 火、 水を 崇拝す る。 
彼らは 火を 絶やさめ よう、 また 火と 水を 互いに 近づけみ よう、 また 金属を 饋び 
させめ よう 命じられ ている。 何故なら 彼らは 金属を も 神聖 視す るからで ある。」 
(注： "Iran during the reign of Sasanids" p. 155 参照） 

マギ 教徒は 常に 二元論を 実践し、 それは 彼らの 座右の銘と 化して いる。 彼らは 
二 神を 信じて おり、 化の 神 あるいは 善の 神を 「アフラ •マズ ダ」 または 「ヤズ ダー 
ン」 と 呼び、 もう 一方の 闇 あるいは 邪悪の 神を 「アフ リマン」 と 呼ぶ。 彼ら 
二 神の 間には 巧 立と 抗争が 絶え間なく 繰り広げられ ている。 （注： "Iran during 
the reign が Sasanids" p. 1 83-233 参照） 


仏戳は インドと 中央アジア ー帯の 広範囲に わたる 宗教で ある。 この 異戳の 信者 
たちは どこへ 行く にも 偶像を 持ち運ぶ。 彼らは 行った 先々 でこう した 偶像の た 
めの 寺院を 建立し、 「ブッ ダ」 の 像を 巧ち 立てて その 付近に 定住す る。 （注： ハ 
イ デラ パー ド 大学 ヒンド ウー 文明 学戳授 Aishura Toba 著 "The Ancient India" 
ならびに イン ドの 元首相 Jawahar lal Nehru 著 "The Discovery が India" p. 201- 
202 参照の こと。） 
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バラモン 数は インドの 宗教で ある。 数多くの 神々 を 有する ことで 知られる。 
この 異教は 紀元前 六 世紀、 神々 が S 億 S 千万に 達した ときに その 絶頂 期を 迎 
えた。 （注： R. Dit 著 "Andent India" 3/287 ならびに L.S.S.O. Malley 著 "The 
Prevailing Hinduism"p. 6-7 参照の こ と。） バラモン 戳の 手に かかれば あらゆる 
ものが 素晴らしく かつ 有益と みなされ、 全てが 崇拝すべき 神と なる ので ある。 
その 時代、 偶像の 制作 技術は 非常に 大きな 利益を もたらす ようになり、 多くの 
偶像 制作 者たち が 様々 なお 巧の 偶像を 作成した。 


ヒンド ウー 戳 徒の 文筆家 C. V. Vidya は 著書 「The History が Medieval Hindu J 
において、 アラビア半島の イスラー ム 出現に 続く ハル シャ王 (60 も 648 ん がの 
時代に ついて な 下 通り 論じて いる： 

r ヒン ドウ ー戳も 仏戳も 等しく ± 着宗戳 であるが その 異教 的 巧 格に おいて 仏 
戳 はヒン ドウ ー戳の それを はるかに 凌ぐ。 仏教の 根源は あらゆる 神格のを 在を 
否定す る ことに あるが、 それは 徐 々に 創始者 ブツ ダを 偉大なる 神格と して 神聖 
視す るよう になり、 のちに ボー ディ •サツ トヴァ 错禮） といった 更 なる 神格 
が 加えられた。 いくつかの 東洋 言語に おいて ブツ ダの あは、 偶像 または 彫像と 
同義に 捉えられる ようになり、 インドに おける 異教は その 頂点を 極めた ので あ 
る。」 （注： C.V. Vidya 著 "History が Medieval Hindu. Vol. I" Poone, 1921 参照） 

こうした 異教が 現代の 世界に 広く 流布して いる ことは 疑うべく もない。 大西洋 
から 太平洋に 至る まで、 全世界は すっかり 異教に 染まって いるので ある。 この 
問題は セム 系 宗教で ある キリスト 戳と 仏戳が 互いに 偶像を 神聖 視し 賛美す る 
ことに かけて はまる で 競走馬の ように 競い合う までに 至ってい るので ある。 

別の ヒン ドウ ー 戳徒も その 著書 「The Prevailing Hinduism」 において、 偶像 制 
作の 技術は 未だ 終わる に 至って いないと 述べ、 現存す る 「神々 の 一群」 に 日々 
新たな 小さき 偶像が 加えられ 続けて おり、 歴史の ある 一時 代に おいて 既に 膨大 
であった 神々 の 数は、 今や 数え きれない ほどに なって いると している。 （注： 
AM Hasan An-Nadwi 著 "As-S が ratun-nabawiyyah" p. 19-28 参照） 

これが 世界に おける 宗 載の 概況で ある。 文化的と される 国家に ついては 巨大な 
政府が 巧ち 立てられ、 文明 や 工業、 芸術を その 基盤に 多くの 科学が 全盛と なり、 
宗戳を 持たない 国家と 化して いる。 国々 は 自らの 起源と 力を 失い、 正しき 改革 
者 も 教師 も 持たず、 無神論が 公に 宣言され、 あらゆる 種類の 腐敗が はびこり、 



人は 自ら その 価値を 手放す。 そのため 自殺者の ケースが 増加し、 家族のを 半は 断 
たれ、 社会 上の 閱 係は 混乱に 陥って いる。 ム理 クリニックは 多くの 患者で あ ふ 
れ、 魔術を 用いる 詐欺師た ちの 市墙が 定着して いる。 こうした いわゆる 文化 国 
家に おいては、 人は あらゆる 快楽 や 新しく 編み出された 理論 や 信条を 試し、 魂 
の 充足 や 幸福、 ふの 平安を 得ようと する。 しかし あらゆる 快楽 や、 信条 や 理論 
は 必ずしも 彼の 目的を 達成して くれる わけでは ない。 彼が 自らの 削 造 主との 関 
係を 築き、 かれが 使徒たち に 伝えた 通りの、 かれが 満足す る 方法で 崇拝す るの 
でもない 帳り、 それらは 全て 彼の 精神的 悲惨と 苦瞄 'の 種になる ばかりで ある。 
主から 遠ざかり、 かれな 外の ものに 導きを 求める 者の 状態に ついて アッ ラーは 
言われる、 

「だが 離で も、 わが 訓戒に 背を 巧け る-省 (ク ルアー ンを 信じず、 その 教えに' 化 
わない 者） は、 生活が 窮組 になり、 また 審 削の 曰には 富 目で 踐ら される であろ 
う 。」 が一 •ハー 章 20: 124) 

かれ 一 かれに 称賛 あれ 一 はまた、 真の 信仰者た ちの 人生 や 現世に おけ 
る 幸福に ついても 言われる、 

倍 仰して、 自分の 信 ふに 小義 (アッ ラーが 外への 崇拝) を黏 じえない 者 (: アッ 
ラーの 唯一 性を 信じ、 かれのみ を 崇拝す る 者)、 これらの 者は 巧 全で あり、 （企 
しく:） 霉 かれる 者で ある。 (家畜 章 6 : 82) 

並ぶ 者な き 称 賞の 主は またこう も 言われる、 

(その 日) 幸福な おたちは 楽園に 入り、 あを たのまの 銜 がみに よるが 外 、 天と 
地の 続く 娘り、 その 中に 永遠に 化む でを ろう。 跟 りない 賜物で ある。 (フー ド 
章 11 : 108) 

な 上の 解説を 前提に、 真の 宗戳 における 基準を これら 諸 宗戳ー イス ラーム 
を 除いて一 に 当てはめれば、 基準を 満たす には どれ も 不足して いる ことが 
明らかになる であろう。 これら 諸宗戳 における 最も 大きな 欠落は 一 神戳の 要素 
である。 その 信者たち は 他の 神々 を アッ ラーに 並べて 崇拝す る。 加えて これら 
の 諸 宗戳は 人々 に、 彼らの 生命、 信仰、 あ誉、 子孫と 財産を 保護す るた めの、 
いつい かなる 時代と 地域に おいても 通用す る 法を 与えて いない。 また これらの 
諸 宗教は 人々 を、 アツ ラーが 従うよう 命じた もう 法に 導かず、 また それらに 特 
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有の 矛盾の 結果と して 信者たち にムの 平安と 幸福を もたらさない。 

イス ラームに ついては、 次章に おいて それが アツ ラーに よる 真の 宗教で あり、 
かれが 満足し、 人類の ために かれが 選びた もう 宗戳 である ことにつ いて 述べる。 

本章の 終わり に 預言者 性の 本質に ついて、 それは 人類に 必要 不可欠な もので あ 
ると 定義 づける ことで 妥当な 結論と したい。 次章に おいては 使徒の 役割なら び 
に イス ラームと いう 最後の、 そして 永遠の メッセージ について その 基本を 解説 
する。 
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預言者 性の 本質 


人が その 人生に おいて 最も 巧らねば ならない こととは、 祝福 もて 彼を 無から 創 
りたもう 彼の 主に 関する 知識で ある。 そして アッ ラーが 被 削 造 物を 創造 した も 
う 最大の 目的は、 かれのみ を 崇拝させる ことに ある。 

しか し 人間は、 どう すれば 彼の 正当な 主を 知] る こと がで きる だろ うか？ 人間 
には、 どのような 義務と 使命が 課されて いるの だろう か？ 主を 崇拝す るには、 
どう すれば よいの だろ うか？ 人は 例えば 病気の 際には 治療 や 薬を 与えて く れる 
者、 あるいは 家を 建てる 際には それを 助ける 者な ど、 人生の 節目に おいて 操 助 
となる 誰かを 見出す ことができる。 しかし 彼に その 主につ いて 知] ら せ、 また ど 
のよう に 主を 崇拝すべき かにつ いて 教えて く れる 者を、 一般の 人々 の 間に 見出 
す ことは できない。 何故なら 人間の 巧 性は、 それの みでは アッ ラーの 意図を 巧 
る ことは 出来ない からで ある。 人間は その 仲間たち に 巧して さえ、 彼らが 語る 
ことの 無い 帳り そのの 意図を 予知す る ことは 出来ない の だ。 それでいて、 どう 
して アッ ラーの 意図を ミロり 得る だろう か？ 更に 加えるならば この 問題は、 アッ 
ラーが メッセージを 伝える ように 選び出し たもう 使徒たち ならびに 預言者た 
ち、 また 彼らの 後に 続く 正しく 導かれた 指導者た ちと、 預言者の 後継者たち、 
また 彼らに 従って 道を 歩み、 彼らの メッセージを 伝える ことを 助ける 者たち に 
のみ 限定され る 事柄な ので ある。 

人間に 巧して アッ ラーの 啓示が 直に 下されな いのは、 彼らには それを 背負う こ 
とが 出来ない からで ある。 アッ ラーは 言われる、 

了ッ ラーが、 人閒に 脚 妾) 語り かけられる ことは ない。 帮示 による か、 帳の 
陰から、 または 使徒 (天使) を 遣わし、 かれが 命令を ドして、 その 御望み を 明 
かず。 本当に かれは、 至 嵩に して 英明で あられる。 (相談 章 42 : 51) 

そのため アッ ラーの 法を 受け取り、 かれの しもべた ちに 伝える ことので きる 仲 
な 省かつ 使者が 必要と される。 この 仲介者、 この 使者が 使徒たち であり 預言者 
たちで ある。 天使が 預言者に メッセージを 運び、 預言者は 人々 に それを 伝える。 
天使たち が 直に 人々 に 啓示を 運ぶ ことは ない。 何故なら 天使たち の 世界は、 人 
間の それとは 異なる 性質を 持って いるから である。 アッ ラーは 言われる、 

アッ ラーは、 天使と 人閒の 中から、 使徒を 選ばれる。 本当に アッ ラーは 全 聴に 
して 全視 であられる。 化 著 章 22 : 75) 



使徒たち は、 彼が 遣わされる 人々 の 中から 生じる。 これは 彼が その 人々 と 同じ 
言葉を 使用 すれば、 人々 も 彼の 話が 理解で きる だろうと の アツ ラーの ミ 日 恵に よ 
る ものである。 もしも 天使たち が 使徒と して 人々 に 遣わされたなら、 彼らは そ 
の 顧を 見る こと も、 彼から 何 かを 学ぶ こと も 出来なかった だろう。 至高なる アツ 
ラーは 言われる、 

かれらは また 言う。 「何故で 使が、 かれに 遺されない のか。」 もし われが 天使を 
遣したならば、 事は 直ちに 決定され て、 かれらは 猶予され なかった であろう。 
仮令 われが かれ (使徒) をず 彼と しても、 必ず 人間の 姿を させ、 （今) かれら 
が 惑うよう に、 きっと 惑わせた であろう。 (家畜 章 6 : 8 ぶ) 

かれは またこう も 言われる、 

あなたが 前に われが 遺 わ した 使徒たち は、 一人と し て 食べ物を なべな いちはな 
く、 お を 歩き回らない 者はなかった。 われは あなたがたを おを いの 試練と なる 
よう に 取り計らった。」 それで あなたがたは 麻え 忍ぶ であろう か。 あなたの 主は、 
(化ての ことを) 照覧な される。 われとの (審剌 のた めの ) 会 姑を 普まない 者 
な 言う。 「何故 天使が わたしたちに ドされ ない のか。 また (何故) わたしたち 
のちが. 目の前に おえない ので あろ うか。」 かれらは 本当に 自惚れて 窩慢 であり、 
また 非常に 横柄な 態度を とった ので ある。 (識別 章 25 : 20-21) 

かれは またこう も 言われる、 

われが あなたよ りが 前に 遺 わし、 啓示を 擲 げこのは (天使では なく） 人間に 外 
ならない。 (蜜蜂 章 16 : 43) 

かれは またこう も 言われる、 

われは その 民の 言葉を 使わない よう な 使徒を 遣わ した ことは ない。 (それは そ 
の 使命を） かれらに 明瞭に 説く ためで ある。 (イブ ラー ヒー 么章 14 : 4) 

彼ら 使徒たち、 預言者た ちは 完成され た 完璧な 理性と 堅固な 性質を 兼ね備え、 
言動に おいて 誠実で、 預けられた 信託を 運ぶ ことに かけて は 忠実 そのもので 
あった。 その 姿 かたちに おいても、 正常な 人間の 感覚に とって 不快な 要素は 何 
ひとつ 含まれず、 見た目に おいても 行動に おいても 何 ひとつ 曇る とこは 無かっ 
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た。 （注： "Lawaami’ul anwaar al bahiyyah Vol . 2" pp . 265 ならびに Ahmad 
Shalabee 著 " Al-Islaam" by p. 1 14 参照の こ と。） アツ ラー は 彼らの 体と 行いを 
が 化した もう。 彼らは 巧い において 最も 完璧で あり、 魂に おいて 最も 純粋 かつ 
寛大で ある。 アッ ラーは 彼らの 中に ない 行いと 優れた 意志を 結びつけ たもう。 
また 思慮 深さ、 知識、 雅量、 寛ん 勇気と 正義を も 結びつけ たもう。 これらの 
特質に より、 彼らは その 人々 の 間に おいて 際立つ 者と なった。 預言者 サ ーリフ 
の 人々 が 彼に 何と 言った かにつ いて、 アツ ラーは その 書物に おいてこう 言われ 
る、 

かれらは 言った。 「サ ーリフ よ、 あなたは わたしたち のかで 、 が 崩 普み を かけ 
た 人物であった。 (今) をな たは、 わたしたちの 祖 をが 化え たものに 仕える こ 
とを 戴 じる の 力、。 だが あなたが 獄 あるな えに 就いて、 わたしたちは 真に 疑いを 
もっている。」 （フード 章 11 ：62) 

かれは また 預言者 シュア イブの 人々 が、 彼に 何と 言った かにつ いてこう 言われ 
る、 かれらは 言った。 「シュア イブよ、 あなたの 祈る ところの ものは、 わたし 
たちの 祖先が 崇拝した ものを 捨てる ように あなたに 命じた のか。 また 自分の 財 
産に 闡 し、 望み通りに 赃理 しては ならない のか。 本当に あなたは、 親切に 正し 
い 道に 導く 者な のか。」 りー ド 章 11 : 8 の 

また アッ ラーの 使徒 ムハンマド も、 啓示を 受け取る 政 前で さえ 「アミー ン （誠 
実な 者)」 と 呼ばれる ほど、 彼の 人々 の 間では その 評判 も 高く い 者であった。 
かれの 主は 彼に ついて こう 言われる、 

本当にを なた (ムハンマド’） は、 祟 嵩な 徳性を 備えて いる。 f 筆 章 68:4) 

それゆえ 使徒たち、 預言者た ちは、 アッ ラーの 被 創造物の うち 最も 俊れ た 者た 
ちで ある。 かれは 彼らを 選び出し かれの メッセー ジを 人類に 伝えさせ たもう。 

アッ ラーは 何処で (また 如何に) かれの 使命を 果たすべき かを、 最もよ く知っ 
て おられる。 (家畜 章 6 : 124) 

アツ ラーは 言われる、 

本当に アツ ラーは、 アー ダ’ ムとヌ ーフ 、 そして イブ ラー ヒー ム ー族の 者と イム 
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ラーン ー族の 若を、 諸 巧の 上に 御 選びに なられた。 (イム ラーン 家 章 3 : 33) 


彼ら 使徒たち と 預言者たち ー アツ ラーが 示した もう 高貴な 特質 や、 その 巧 
いに おいて 最も 優れた 者と して 知] られ るに も 関わらず 一 は、 それでいて そ 
の 他の 人間と 同じように 苦しむ 人間で も あった。 彼らは 飢え、 また 病気に も罹っ 
た。 眠り、 食べ、 結婚し そして 死んで いったの である。 預言者 ムハンマドに 
ついて アツ ラーは 言われる、 

本当にを なた は (何時かは) がぬ。 かれら もまた 化 ものである。 (集团 章 
39 : 30) 

アツ ラーは またこう も 言われる、 

われは あなたが 前に も 使徒たち を 遺 わし、 妻と 子據を かれらに 授けた。 (雷電 
章 13 : 38) 

彼らは 迫害を 受けさえ もした。 彼らの 多くは 殺される か、 故郷を 追われる 者と 
なった。 預言者 ムハンマド について アツ ラーは 言われる、 

また ホ 信ん ちたち が、 あなた (ムハンマド) にがし か! 何に 策謀した かを 思い起 
しなさい。 あなたを 拘雜 し、 あるいは 殺害し、 あるいは また 放逐し ようとした。 
かれらは 策謀した が、 アツ ラー もまた 計略を めぐらせられた。 本当に アツ ラー 
は 最も 嬉れた 計略 者で あられる。 (戦利品 章 8:30) 

しかし 勝利と 権威を 最後に 得る のは、 現世に おいても 来世に おいても 彼らで あ 
る。 アツ ラーは 言われる、 

アツ ラーは、 かれに 協力ず る 者を 助けられる。 (巡礼者 章 22 : 40) 

かれは またこう も 言われる、 

アツ ラーは、 「われと わが 使徒たち は 必ず 勝つ。」 と 規定な された。 本当に アツ 
ラーは、 強大に して 偉力 ならびなき 御 方で あられる。 (お V 托する 女 章 58: 
21 ) 
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預言者 性の 徴候 


預言者 性とは あらゆる 知識のう ち 最も 高貴な ものを、 また 行為のう ち 最も 名誉 
ある ものを 保持 するとい うこと を 意味す る。 彼らが 他とは 区別され るよう、 彼 
ら 預言者たち にこう した 御 しるしを 授けた のは アッ ラーの, 體悲 である。 使命を 
与えられ ている ことを 宣言す る 者は 誰で あれ 真理を 語る に 足る 誠実な 者 か、 あ 
るいは 嘘を ついてい るかを 知] らしめ る 何 かしらの 徴候と 条件を 備えて いる。 
これらの 徴候は 数多く あるが、 中で も 重要な ものは な 下の 通りで ある： 

1. 使徒とは アッ ラーの みを 崇拝す るよう、 かれな 外に 対する 崇拝を 放棄す る 
ようにと 呼びかける 者で なければ ならない。 何故なら それ こそが アッ ラーの、 
被 削 造 物を 創造した もう 目的 だからで ある。 

2. The 使徒とは 彼を 信じる よう、 また 自らの メッセージを 実践す るよう にと 
呼びかける 者で なければ ならない。 アッ ラーは、 その 使徒 ムハンマド にこう 言 
うように 命じた もう、 

言って やる 力 化、 い。 「人び とよ、 わたしは アッ ラーの 使徒と して、 あなたげ た 
凡てに 遣わされた 者で ある。」 （窩壁 章 7 : 158) 

3. アッ ラーは、 預言者 性を 示す 様々 な 徴候を もって 彼を 強めた もう。 こうし 
た 徴候の 中には、 預言者 ムハンマドが アッ ラーから 授かり、 また 彼の 人々 が 決 
して 拒む こと も、 作り出す こと も 出来なかった 章句 も 含まれる。 預言者 ムーサー 
の 杖が、 蛇に 変化した の もこう した 徴候の 一例で ある。 預言者 イーサ ーの 徴候 
は、 アッ ラーの 許しを 得て 盲人 や ハンセン病 患者を 治癒した ことで ある。 そし 
てこう した 数多くの 預言者た ちの 徴候の 中で もム ハン マ ドの 徴候とは、 彼が 読 
むこと も 書く こと も 出来ない 文盲であった という 事実に も 関わらず、 偉大なる 
ク ルアー ン なので ある。 

預言者た ちと 使徒たち が もたらし、 彼ら の 敵対 者たち が 反論 も 否定 もで きな 
かった 明白 かつ 鮮明な 真実 もまた、 こうした 徴候の ひとつに 数えられる。 むし 
ろ 彼ら の 敵 巧者たち は、 預言者た ちが もたらす も のが 抵抗し えない 真実で ある 
ことを 知ってい たので ある。 

また それ 从外 にも、 アツ ラーが 預言者た ちを それと 分かる よう 与えた もう 完全 
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な 相貌 や 美しい 特徴、 寛大な 振る舞いな ども 徴候と して 挙げられる。 

4. 使徒たち、 預言者た ちが 呼びかける ことの 全ての 基本は、 アツ ラーの メツ 
セージの 基本と 一致ず る もので なく ては ならない。 （注： Majmoo’Fa は awa Ibn 
Taymiyyah，Vol. 4 p. 2 12-2 13 参照） 

日. 人々 に対して 自分を 崇拝す るよう 呼びかけたり、 何 かしらの 崇拝 行為を 自 
分に 捧げる よう 呼びかけて はな ら ない。 ま た 彼の 民族 や 一族を 賞美す るよう 呼 
びかけ ては ならない。 アツ ラーは かれの 預言者 ムハンマドに、 人々 にこう 伝え 
るよう 命じた もう、 

言って やる 力 化、 い。 「アツ ラーの 宝物が わたしの 予 にある とは、 あなたがたに 
言わない。 また わたしは、 幽么界 に 就いても 知らない。 また わたしは 天使で あ 
ると も 言わない。 わた しは、 巧 わたしに 啓示され たこ とに 従う だけで ある 。 J (家 
畜章 6 : 50) 

6. 彼の 使命に 対する 報酬と して、 人々 に 現世に おける いかなる もの も 求めて 
はならない。 かれの 預言者たち である ヌ ーフ、 フード、 サー リフ、 ルート そし 
て シュア イブが 彼らの 人々 言った ことにつ いて、 アツ ラーは 言われる、 

ねたし は、 それにが しあな たがた に 報酬を 求めません。 わたしへの 
報酬は、 おぶ 有の よから (いただく） だけです。 (詩人たち 章 26: 
109，12 7，14 日， 16 も 180) 

預言者 ムハンマド もまた、 彼の 人々 にこう 告げた、 

言ぇ、 「わたしは この (ク / レアー ン) にがし 何の 報酬 も あなたがたに 求めない。 
また わたしは 偽善者では ない。」 (サード 章 38 : 86) 

ここでは 彼ら 預言者た ちと 使徒たち の 徴候の 中から そのいく つかを 論じた が、 
預言者 性の 徴候は 他に も 数多く 存在す る。 アツ ラーは 言われる、 

本当に われは、 各々 の 民に 一人の 使徒を 遣わして 「アツ ラーに f ± え、 邪神を 避 
けなさい。」 と (命じた)。 (蜜蜂 章 1 目： 36) 
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彼ら 使徒たち は 人類に 幸福を もたらした。 彼の 物語は 歴史に 記録され、 また 
彼らの 宗教の 訓令は、 それが 真実で あり 正義で あるが ゆえに 繰り返し 受け継が 
れ た。 同様に アツ ラーが、 彼らを 勝利に よって 誉れ 高き 者と され、 また 彼らの 
敵に 破滅を もたらした もうこと についても 繰り返し 語られ 続けた。 例えば 洪水 
によって 破滅した ヌーフ の 人々 や、 水に 溺れた フィル アウン、 ルートの 人々 の 
懲罰な どが それで ある。 ムハンマド もまた、 敵に 勝利して 彼の 宗戳を 広めた。 
誰で あれこれを 学んだ 者は、 彼らが 人類に 善と 導きを もたらした ことを 確信す 
るだろう。 彼らは あらゆる 人々 を 益す る 方向へ 導き、 また 害する ものを 避ける 
よう 警告した ので ある。 彼らのう ち 最初の 者は アー ダムで あり、 最後の 者は ム 
ハン マドで ある。 
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人類に おける 使徒たち の 必要せ 


預言者た ちとは アッ ラーから、 かれの しもべた ちに 遣わされた 使徒で ある。 彼 
ら はかれの 命令を 人々 に 伝え、 アッ ラーの 副喊に 従う 者たち に 用意され た 幸福 
についての 吉報と、 かれに 背く 者たち に 用意され た 永遠の 懲罰に ついての 警告、 
また 彼らの 主の 訓戒に 背い たがために、 現世に おける 懲罰と 苦悩に 陥った 過去 
の 人々 についての 物語を 伝えた。 

これら 神に よる 訓戒と 禁令を、 人知] のみを もって 知る ことは 不可能で ある。 そ 
れ ゆえ アッ ラーは 訓戒と 禁令を、 人類に とっての 名誉と して 定め、 また そこ か 
ら 得られる 利益を 保護した もう。 何故なら 人々 には 彼らの 欲望に 従う 傾向が あ 
り、 そのために 禁を 犯したり、 他人を 攻撃して その 権利を 奪う。 したがって そ 
の 時々 によって 人類に 使徒たち を 遣わす の も、 アッ ラーの 大 いなる 巧 恵の 一部 
である。 そのよう にして アッ ラーの 訝賊を 彼らに 思い起こさせ、 不服従に つい 
て 警告し、 説諭を 与えて 過去の 人々 の 物語を 間 かせる。 何故なら 素晴らしい 物 
語が 語られれば、 驚くべき その 含意が ムを 呼び覚まし、 理性の 感覚は 喜んで そ 
れに 応じ、 知識は 深まり 正しい 認識を 得る ようになる。 より 多く 間く 者は、 よ 
り 多く 考える ようになる。 より 多く 考える 者は、 より 多く 自省す るよう になる。 
より 多く 自省す る 者は より 多く 理解し、 より 多く 理解す る 者は より 多く 巧うよ 
うになる ので ある。 そのため にも 使徒たち が 遣わされ るのは 必然で ある。 真実 
を 確立す るた めには、 彼らの 替わりと なる ものは 何 ひとつ 無かった ので ある。 
(注： ‘Alee bin Muhammad Al-Mawardee 著 "Alaam An-Nubuwwa"p. 33 参照） 

シャイ フ •アル •イスラー ム •イブ ンニ タイ ミー ヤは みのよう に 述べて いる。 （お 
アフ マド. ビン. アブドゥル ニ ハ リームは、 イブ ンニ タイ ミー ヤの 名で 非常に 
なく 知られる 人物で ある。 ヒ ジュラ 暦 目 61 年に 生まれ、 728 年に 没して いる。 
偉大な イス ラーム 学者の 一人で あり、 多くの 価値 ある 書物を 著した。） 

「人間の 現世に おける 生 および その 最終的な 住 化を 改革ず るた めには、 神の メッ 
セージは 必要 不可欠で ある。 メ ッ セージに 従わない 者は 来世の 幸福を 成就し 得 
ず、 また メッセージに 従わない 者は、 現世の 幸福 も 成就し 得ないだろう。 それ 
ゆえ 彼は 間違いな く アッ ラーの 法に 従う 者と なり、 二つの 目的の 間を 生きる よ 
うになる。 ひとつめの 目的とは 彼の 益と なる ものを 探す ことで あり、 もう ひと 
つは 彼を 害から 防ぐ ものを 探す ことで ある。 そのと き アッ ラーの 法は、 何が 益 
であり また 何が 害で あるの かを 示す 化と なる ので ある。 それ こそは 地上に おけ 
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る アッ ラーの 光で ある。 かれの しもべたち に対する かれの 正義で あり、 誰で あ 
れ そこへ 入る 者に 安全を 与える かれの 要磬 である。 アッ ラーの 法が 意味す ると 
ころは、 物質的な 益と 害の 見分け 方では ない。 それは 動物に さえで きる ことで 
ある。 ロ パ や ラク ダで も、 大麦と 砂の 区別は つけられる。 それが 意な すると こ 
ろとは、 彼の 現世と 来世を 害する 行為とは 何 か、 また 彼の 現世と 来世を 益す る 
行為とは 何 かを 見分ける という ことなの である。 例えば 信仰、 アッ ラーの 唯一 
性を 信じる こと、 正義、 公正、 親切、 正直、 貞節、 勇気、 知識、 忍耐、 全ての 
なきものを 楽しみ、 全ての 悪を 禁じ、 親類縁者への f 臺 しさ、 両親への 礼儀、 隣 
人への 親切、 義務を 遂行す る こと、 アッ ラーの ために 行いを 浄 め、 かれを 信頼 
し、 かれのみ に 援助を ボ め、 かれの 定 命に 満足し、 かれの 規律に 従い、 かれと 
かれの 使徒たち が 彼に 知] らしめ たことの 全てを 信じ、 また これな 外に も、 現世 
と 来世の 生に おいて 人の ためになる あらゆる 巧い などが それで ある。 上記とは 
反対のと ころに、 現世と 来世の 生に おける 悲惨と 害悪が 存在す る。 

神の メ ッ セージが 存在し なければ、 現世に おける 生に とり 何が 益で 何が 害 かの 
詳細に ついて、 人知が 導きを 得る こと も 無かった だろう。 Among the gre が est 
favours が アッ ラーの ご 好意のう ち 最も 偉大なる ものは、 かれが しもべた ちに 
対し 使徒たち を 遣わして かれの 書物を 啓示し、 正しき 道を 示した もう ことで あ 
る。 これが 無ければ 人間は 家畜 か、 あるいは それよりも なお 悪い ものであった 
だろう。 それゆえ アッ ラーの メッセージを 受け入れて その上に 堅固に 立つ 者は、 
誰で あれ あらゆる 被 削 造 物のう ち 最も 高き にある 者で ある。 だが これを 拒否し 
て 逸れる 者は、 誰で あれ あらゆる 創造物の うち 最も 低き にある 者で あり、 犬 や 
豚、 もしくは それよりも 更に 低俗な 生き ものに も 劣る 状態に ある 者で ある。 地 
上に 住まう 者なら ば、 この メッセージが もたらす 影響を 受ける こと 無しに 生き 
る ことは 不可能で あり、 それは 彼らの 上に 掲げられ ている。 メッセージの もた 
らす 影響が 地上から 消滅し その 導きの しるし も 失われる とき、 それは アッ ラー 
が 天地を 取り壊 し 復活を もたらす ときで ある。 

また 地上の 住人たち が メッセージを 必要と している のは、 太牆や 月、 空気 や 雨 
を 必要と している のとは 異なり、 また 自らの 魂 や 光を 見る ための 目を 必要と し 
ている のと も 異なって いる。 また それは 体が、 食べ物 や 飲み物を 必要と してい 
るのと も 異なる。 むしろ 使徒に 対する 必要性は、 それら 全て やそれ な 外に 考え 
られ たり 思いついた りする もの 全てよりも 更に 大きい ので ある。 こと アッ ラー 
の 訓戒と 禁令に 関しては、 使徒たち は アッ ラーと かれの 被 削 造 物の 間の 仲介者 
である。 彼らは かれと その しもべた ちの 間を 行き来す る。 彼らのう ち 最後の 者、 
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彼らの 先導者で あり アッ ラーに とり 最も 愛すべき 者が ムハンマド である。 アッ 
ラーは 彼を 人類と、 また あらゆるを 在に 対する 聽悲 として 遣わした もう。 々、れ 
は 彼を して 正しき 道を 歩む 信者たち への 確証と し、 また あらゆる 被 削 造 物への 
赌証 としたもう。 かれは その しもべた ちに 彼に 従い、 彼を 愛し、 尊び、 敬うよ 
う 命じ、 また 彼には あらゆる 義務を 果たす よう 命じた もう。 アッ ラーは その他 
全ての 預言者た ちと 使徒たち に、 （もしも 彼に 出会う か、 彼の 言葉を 間いたなら） 
彼を 信じて 従うよう 誓約と 契約を 課した もう。 かれは また 彼らに 対し 彼らを 
信じて 従う 者たち にも 同じ 誓約を 課すよう 命じた もう。 アッ ラーは 彼を、 時の 
敷居に 遣わした もう。 かれは 彼を 伴って 多くの 者を 過ちから 導き、 多くの 者を 
無 ミロから 救い、 メッセージを 通じて 多くの 者の 見えめ 目 や 間 こえめ 耳、 また 閑 
ざされ た ふを 開きた もう。 メ ッ セージに より 暗 間に 閉ざされた 大地を 明るく 照 
らし 離れば なれに なって いた ムに詳 を もたらし たもう。 かれは 使徒を 伴って 
歪んだ 信仰を 正し、 彼を 通じて 輝ける 道を 示した もう。 アッ ラーは 彼の 4：、 を 開 
き、 彼の 重荷を 取り除き、 かれを 誉れ 高き 者と し、 彼に 逆らう 者に とっての 屈 
辱と 汚 あの 因と したもう。 が 前に 遣わされた 使徒たち の 成功が 失われた 後に 彼 
を 遣わし、 な 前に 啓示され た 書物の 影響を 消し 去りた もう。 御言 葉が ねじ 曲げ 
られ 法が 変更され ると き、 あらゆる 人々 が 勝手き ままな 不正に 耽る とき、 アッ 
ラーと しもべた ちの 間につ いて、 彼ら 自身の 不正な 言葉と 欲望に 基づいて 取り 
決める とき、 そのと きこ そ アッ ラーは 彼を 通じて 人類を 導き、 彼を 通じて 正し 
き 道を 示し、 彼を 通じて 人々 を 暗闇から 巧の 中へ 連れ出し、 彼を 通じて 成功に 
値する 者と 罪人の 区別を 示した もう。 彼の 導きに 従う 者は 誰で あれ 正しく 導か 
れ、 また かれの 道から 逸れる 者は 誰で あれ 過誤に 陥り、 ただ 自らを 損ねる であ 
ろう。 彼の 上に アッ ラーの 平安と 祝福 あれ、 また 彼な 外の 全ての 使徒たち と 
預言者た ちの 上に も。」 （注： 比 n Taymiyyah 著 Qaa‘idah fee wujoobil Ftisaam 
bir-risaalah, Al-Fataawaa 1 9 p.99-1 日 2 参照） 

ここで 人間に おける メッセージの 必要性に ついて、 な 下の 通り 要約す る： 

し 人間は 依存す る 生き もので あり、 彼が その 主 かつ 創造者に ついて ミロる こと 
は 避け 得め 必然で ある。 彼に 対して かれが 何を 欲し、 また 何のた めに 彼を 創っ 
たの かを 知らねば ならない。 しかしながら それらに ついて 人間は、 預言者たち 
と 使徒たち を 知り、 彼らの 導きと 化を 知る こと 無しに 独自に 知る ことは 不可能 
である。 


2. 人間は 魂と 体の 組み合わせから 成り立つ。 食べ物 や 飲み物な らば 何で あれ 
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体の 滋養と なる。 だが 魂の 滋養は、 それを 創り たもう 唯一の 主に よって 定めら 
れ たもの のみで ある。 その 滋養とは、 真の 宗教と 正しき 巧いで ある。 そこで 真 
の 宗教を 伝え、 正しき 行いへ と 導く のが 預言者た ちと 使徒たち である。 

3. 人間の 本性は 宗教 的で あり、 それゆえに 宗戳を 必要と する。 宗 載とは 実践 
する もので あり、 それゆえ 真実の 宗戳 でなければ ならない。 そして 真実の 宗戳 
を 知る には、 そして 真の 宗戳を 巧る には、 預言者た ちと 使徒たち を 信じ、 また 
彼らが もたらした 全てを 信じる 他に 方法は ない。 

ん 人間には 現世に おける アツ ラーの お喜びと、 また 来世に おける かれの 楽園 
と 幸福に 至る 道を 知る 必要が ある。 そして 預言者た ちと 使徒たち を 除いては、 
この 道へ と 導ける 者は 皆無で ある。 

日. 人間は 弱さの 中に あり、 また 多くの 敵が 彼を 待ち受け ている。 悪魔は 過ち 
を 犯させよ うとし、 悪の 仲間たち は 悪しき ことを 正しく 見せかけ、 そして 彼自 
身の 本性 も 悪へ と 傾きが ちで ある。 敵に よる 悪しき 策略からの 守護を 必要と す 
ると き、 預言者た ちと 使徒たち が 人の 導きと なって 明白な 理解を もたらす。 

も 人間の 本性は 社会的で あり、 彼は 人々 に 出会って 闡 係を 築き上げる。 それ 
ゆえに 人は 正義と 平等を 人々 の 間に 成立 させ 得る 法を 必要と する。 それ 無しに 
は 人間の 生活は、 ジャングル 同様に なって しまう。 また その 法は あらゆる 者の 
権利を 過不足な く 保護す る ものでなくて はならない。 このような 完璧な 法は、 
使徒たち と 預言者た ちの 他に 誰 一人と しても たらす ことは 出来ない。 

7. 人間には 何が やすらぎ とふの 平安を もたらし、 真の 幸福へ と 導く のかを 知 
る 必要が ある。 これ こそ 預言者た ちと 使徒たち が 導こうと している ものである。 
本章では、 被 削 造 物が 何 ゆえに 預言者た ちと 使徒たち を 必要と している のかを 
論じた。 次章に おいては 終末に おける 復活と、 それを 証明す る 証拠に ついて 論 
じる。 



最後の 復活 


あらゆる 人は、 死が 回避 不可能で ある ことを なく 知っている。 だが 死後の 運命 
について はどうだろう か？ 幸福だろう る、、 それとも 不幸だろう か？ 世 巧 じゅう 
の 多くの 人々 や 民族が 死後に 復活し、 あらゆる 行為に ついて 祝 明を ボ めら れ、 
良い 行いには 良い 報奨が また 悪い行いには 罰が 加えられ ると 信じて いる。 （注： 
Al-Jawaabus-Saheeh Vol. 4 p. 9 目 参照） この 問題すな わち 復活と 精算に つい 
ては、 確固たる 理由と 神の 法に よって 証明され ている。 それは 政 下 S 点の 基本 
に基づいて いる： 

し 主の 完全なる 知識に よる 確証。 主に 称賛 あれ。 

え 主の 完全なる 全能に よる 確証。 

3. 主の 完全なる 知恵に よる 確証。 （注： Al-Fawaaid by Ibn al-Qayyim p. 6-7 
参照） 

最後の 復活に 閱 する 文脈 的* 論理的 証拠は 数多く 存在す るが、 そのうちの いく 
つかは な 下の 通りで ある： 

し 死者の 復活に ついての 確証は、 天地の 削 造から も 導き出される。 アツ ラー 
は 言われる、 

かれらは、 天と地を 削 造な され、 その 削 造に 疲れる こと もない アツ ラーが 化 
者を 避ら せる ことくら い、 できる とは 思わない のか。 いみ かれは 凡ての こと 
に 全能で あられる。 (砂を 章 46 : 33) 

かれは またこう も 言われる、 

天と地を 削 造な された かれが、 これに 類す る ものを 削り 得ないで をろう か。 い 
や、 かれは 最 嵩の 削 造 おであり、 全知で あられる。 f ヤー •スイー ン章 3 色: 
81) 


2 . 確証は アツ ラーの 全能から も 導き出される。 かれはい かなる 前例 もな しに、 
最初から 再び 創造を 成し 得た もうであろう。 かれは ものごとを をな せしめ、 ま 
た それよりも 偉大なる 理由を もって それらを 再び 創造す る こと もで きる。 し、 と 
高き アツ ラーは 言われる、 
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かれ こそは 免: ず 削 造を 赖 め、 それから それを 繰り返される 御ぶ。 それは、 かれ 
においては とてもた 易い ことで をる。 かれは 偉力なら びな く 英明で あられる。 
化" ザ‘ ン チン 章 30 : 27) 

かれは またこう も 言われる、 

また 彼 (人間） は、 われに 準える ものを 引合いに おして、 自分の 削 造を 忘れ、 
言 ■う。 「誰が 朽ち果てた 骨を 生き返らせましょう か。」 言って やる がいい。 「最 
初に 御 削りに なった 方が、 かれらを 生き返らせる。 かれは 凡ての 被 造 物を 知り 
がくして おられる。 （: ヤー •スイー ン章 36 : 78-79) 

3. かれは 人間を 最もない 姿に 創り、 完全 かつ 完璧に 整えた もう。 かれはす 足 
と 力、 性質を 授け、 そこに 肉と 骨、 血管と 神経を 与えた もう。 さらに 方法と 手 
段、 道具、 科学、 願望と 労働を 与えた もう。 それら 全ての 中に、 かれが 死者を 
復活 させう る大 いなる 証拠が 見出せる。 

ん かれが 死者を 復活 させうる ことの 確証は、 来世から も 導き出せる。 かれに 
より、 現世に おいても 死者は 復活す る。 アツ ラーが かれの 使徒たち に 啓示した 
もう 神の 書物に おいて、 これに 関する 物語が 語られて いる。 アツ ラーの お許し 
を 得て イブ ラー ヒー ムや イーサ ーと いった 預言者たち 一 彼らの 上に 平安 あ 
れ 一が、 その 手を もって 死者を 復活 させた 例が 存在す る。 

日. かれが 死者を 復活 させうる ことの 確証は、 集合と 復活の 日と も 似通った 
様々 な 磯 会を 通じて 導き出せる。 な 下は その 例で ある： 


a アツ ラーは 人間を、 体中に まき 散らされた 精液 一 人間の 全身が 性行為 
を 楽しむ の もこの 理由に よる 一 の 一滴から 創り たもう。 アツ ラーは この 一 
滴を 全身の あらゆる 部分から 集めて 子宮へ 送り、 そこで 人間を 創り たもう。 散 
らばって いた ものを ひとつに 集め、 それにより 人間を 削りた もう 主にと り、 死 
によって 再び 散らばった ものを ひとつに 集め、 再び 削る ことの 妨げと なる もの 
が あるだろう か。 アツ ラーは 言われる、 

あなたがたは、 あなたがたの 射 おする もの (精液) に 就いて 考えた か。 それを 
辞! っ たのは あなたがた なのか、 それとも われが その 剝造 者で あるの か。 (出来 
费章 56 : 58-59) 
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b どのような 種類の 楠 物で あれ、 種が 大地に 落ちれば、 水と ± と がそれ をの 
みこむ。 論理的に 考えれば、 それらは 腐って 朽ちる だろうと 結論で きよう。 何 
故なら 水 も ± も、 それぞれ だけで も 種を 腐らせる には 十分で あり、 その 組み合 
わせなら ば 尚更 だからで ある。 しかし 実際には、 種は 腐る ことなく 保たれる。 
猫 度が 十分に 達した とき、 種は その 殻を 破って 芽を 出す ので ある。 これは 完璧 
な 力と 完全な 知恵を 指し示す ものではないだろう か？ このような 全知全能の 
主に、 人間の 体の 部分を 集め、 その 手足を 再び 削る ことが 出来ない 理由な ど あ 
るだろう か？ アツ ラーは 言われる、 

あなたがたは、 あなたがたが 耕す e 知! の) ことを 考えた か。 あなたがた がそれ 
(橋 物) を 嘗てる のか、 それとも われが 育てる のか。 (出来事 章 5 色： 色 3 ぶ 4) 

また これと 似た 句を アツ ラーは 告げた もう、 

また あなたは 大地が 枯れて 荒れ果て るのを 巧よう。 だが われが 一度 それに 無を 
牌ら せる と、 (生気が） 躍動し 膨らんで、 凡ての 橋 物が 雌雄で 美しく 賄え 出る。 
(巡 化 省 章 22 : 5) 

6. 全能、 全知、 あらゆる 知恵を 有する 削 造 者の 意図は、 たわむれに 削 造して 
それらを 放置す る ことからは 程遠い。 かれは 言われる、 

われは 天と地、 そして その 間にある ものを、 戲らに 削らなかった。 それは 信仰 
のない 者の 憶測で ある。 だが (いずれ 地獄の) 火を 咪 わう 信仰の ない 者 こそ 哀 
れ である。 (サー ド 章 38 : 27) 

アツ ラーは 被 削 造 物を 大 いなる 知恵と いと 高き 目的の ために 削 造した もう。 か 
れは 言われる、 

ジンと 人間を 削った のは われに 化え させる ため。 (撒き散らす 者 章 51 : 
56) 

したがって このような 全知の 主に 従う 者と 従わない 者が、 同じで あるとは 言え 
ない。 かれは 言われる、 

われが 信仰して 善行に 勤し む 者と、 地上で 悪を 巧う 者と 同じに 扱う こ と 力 端ろ 
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うか。 われが (恶 魔に がし) 其を ずる 者と、 邪 憑の おとを 同じに 扱う であろう 
か。 (サード 章 38 : 28) 

それ故に かれは 完全なる 知恵と 偉大なる 力を もって 復活の 日に 被 削 造 物を 製ら 
せ、 全ての 人間を その 巧 為に 基づいて 報い、 善を 為した 者には 報 興を、 また 悪 
を 為した 者には 罰を 与える ので ある。 アツ ラーは 言われる、 

あなたがたは 皆 一緖に アツ ラーの 御 許に 帰る。 アツ ラーの 約束は 真実で ある。 
本当に かれは 削 造を 始め、 そして それを 繰り返される。 これは 信仰して 善行を 
した 執 こ、 た 止に 報 われる ためで ある。 だが かれを 信仰し ない 者には、 煮えた っ 
た 飲物と、 痛ましい 懲罰が をる。 これは かれらがず 信ム であった ためで ある。 
(: ユー ヌス章 10:4) 

(注： な 上に ついては Ibn al-Qayyim 著 Al-Fawaaid p . も 9 なら びに Ar-Raazee 
著 At-Tafse が Al-Kabe が Vol. 2, p. 1 13-1 1 も 参照の こ と。） 

終末の 日 （復活の 日） への 信仰が もたらす 個人と 社を への 大 いなる 影響と、 そ 
の 柳に ついて： 

1. その 日の 報 興を ボ めて、 人間は アツ ラーに 服従す るた めの 努力を する よう 
になる。 また その 日の 懲罰を 恐れて、 人間は かれへの 不服従を 避ける ようにな 
る。 

え 終末の 日を 信じる ことは、 信仰者た ちに 慰めを もたらす。 現世に おける 喜 
びを 失っても、 来世の 報奨 という 希望が 持て るからで ある。 

3. 終末の 日を 信じる ことで 人間は 死後の 運命を 知り、 また 彼の 行いが 善で あ 
れば 報奨が 与えられ、 悪で あれば 罰せられる ことを 知る。 彼は 自分が 精算 させ 
られる ことを 知る。 現世に おいて 彼が 不正を 働いた 人々 による 復警 がな される。 
彼に よって 権利を 不当に 撒 われた 人々、 彼に 圧迫され た 人々 が 彼から 奪い返す。 

4. 終末の 日を 信じる ことで、 平和と 人類の 安全が 実現され る。 人類の 安全が 
脅かされ、 終わりな き 戦争が 荒れ狂う 不安定な この 現代に おいては 尚更で ある。 
何故な らアツ ラーと 終末の 日を 信じる ことにより、 人間は 化 的に も 公的に も 他 
人に 悪を 為す ことを 慎む ようにな るからで ある。 その 信仰は、 自らの ム からさ 
え も 悪しき 意図を 退けさせ るので ある。 

日. 終末の 日を 信じる ことは 他人に 不正を 働いたり、 他人の 権利を 侵害したり 
する ことを 思いとどまらせる。 もしも 人類が 終末の 日を 信じるなら、 あらゆる 



者が 互いに 不正を 為す こ とから 保護され、 また あらゆる 者の 権利が 保護され る 
ようになる。 

6. 終末の 日を 信じる ことで 人間は 現世の 住処 について、 それが 生に おける ひ 
とつの 段階に 過ぎず、 また ほんとうの 生で も 無い ことを 知] る。 

本章の 終わりに 「賭けに 勝利す る （Win B が)」 なる 言葉を 引用し よう。 かつて 
戳 会に 従事す る 者であった アメリカ人の キリスト教徒が やがて イス ラームに 改 
宗 し。 終末の 日の 果実を 于 にした 際にこう 言った という。 

「今 こそ 化は、 『私は 誰か？』 『私が 欲する のは 何 か？』 『なぜ 化は この 世に 生ま 
れた のか？』 『私の 運命とは 何 か』 といった、 化の 人生を 占めて いた 多くの 疑 
問に 対する 解答を 得た ので ある。」 （注： Ad-Daawah Magazine No. 1722, 19- 
9-1420 P.37 参照） 



使徒たち の 使命に おける 原則 


全ての 預言者た ちと 使徒たち の 呼びかけは アツ ラーと かれの 天使たち、 かれの 
書物、 かれの 使徒たち、 終末の 曰、 またな きに つけ 悪しき につけ かれの 定 命を 
信じる といった 普遍的な 原則に おいて 共通して いる。 またい かなる 同位 者 も 配 
する ことなく アツ ラーの みを 崇拝し、 かれの 道に 従って 逸れる ことのな いよう 
にと いった 訓令 や、 公私に わたる あらゆる 悪行、 不正な 抑圧、 アツ ラーに 同位 
者を 配して 崇拝す る こと、 あるいは 偶像崇拝 といった 四つの 禁令に おいても 同 
様で ある。 また 彼らは アツ ラーには 配偶者 も 子 もな く、 何で あれ かれに ついて 
真実で ない ことを 語る ことは 禁じられて いると みなす 点に おいても 一致して い 
る。 嬰児の 殺害 および 不当な 殺害、 浪費、 孤児の 財を 取り上げる ことな どを 禁 
じている 点 も 同様で ある。 約束を 実行す る こと、 目方を 正しく 量る こと、 両親 
に 孝行す る ことを 勧める 点に おいても 彼らは 一致して いる。 人々 の 間に おいて 
正義を なし、 言動に おいて 正直に ふるまい、 浪費と 撒慢を 禁じた のと 同様に、 
人々 の 財を 不当に 濫用したり 消費した りする ことを 禁じる。 （注： これらの 普 
遍 的な 原則に ついては パ カラ 章 2 : 285-286 および 家畜 章 目： 1 日し 1 日 3、 高 壁 
章 7 : 33、 そして 夜の 旅 章 17 : 23,27 において 示されて いる。） 

イブ ン- アル ニ カイ イムは 次のように 語って いる。 

(注： ムハンマド •ビン •アビー •パク ル. ビン •アイ ユーブ •アツ ニ ザ リーイ ー。 
ヒ ジュラ 暦 目 91 年に 生まれ、 7日1 年に 没して いる。 偉大な イス ラーム 学者の 
一人で あり、 多くの 価値 ある 書物を 著した。） 

「たとえ 互いに 異なって いたと しても、 あらゆる 神の 法は その 原則に おいて 一 
致して いる。 これらの 法の 長所とは、 それが 人間の 知 件. に 深く 根差して いる 点 
にある。 もしも そうした 法で なければ 知恵とは 呼べず、 不利益と 無 麓悲を もた 
らした ことだろう。 従って こ れな 外の 方法で もたらされる ことは あり 得な かっ 
たので ある。 アツ ラーは 言われる、 

もし 真理が、 かれらの 欲張りに 相応しい ものなら、 天明! とその 聞の 化 てのもの 
な、 (法 i 乱し） 沿 廃して しまったであろう。 そろでは ない。 われは かれらへの 
訓戒を 授けた が、 かれらは 訓戒から 背き 去った ので ある。 (信者たち 章 23- 
71) 

賢き 者で あれば 最も 優れた 裁き 手た る アツ ラーの 法が、 現在の かたちとは 異 
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なる かたちで 下される ことが 許される などとは 考え 得ない ので ある。」 （注： 
Miftaahu daaris-sa'aadah Vol. 2, p. 383 ならびに Al-Jawaabus-saheeh Vol. 4 p. 
322、 また As-Safaareenee 著 Lawaami ‘址 anwaar by Vol. 2, p. 2 の 参照の こと。） 

あらゆる 預言者た ちが ひとつの 宗戳を 実践して いたの もこう した 理由から であ 
り、 それは アツ ラーに よって 確証され ている。 かれは 言われる、 

あを たが‘ た/ぶ 徒たち よ、 善い 清い ものを なべ、 善い行いを しなさい。 われは を 
なた がた のす る ことを 熟知して いる。 本当に あなたが たのこの ウン マは、 唯一 
の 共厨你 である。 われは あなたがたの 主で ある。 われを 畏れよ。 (信者たち 章 
23 : 51-52) 

かれは またこう も 言われる、 

かれが あなたに 定められる 教えは、 ヌーフ に 命じられ たものと 同じ ものである。 
われは それを あなたに 啓示し、 また それを、 イブ ラー ヒー ム、 ムーサー 、 イー 
サ ーに 対 しても (同様に） 命 じた。 「 その 教え を 巧ち 立て、 その 間に 分派を がっ 
ては ならない。」 (集合 章 42 : W 

宗戳の 役割とは 人類に 巧し 彼らが 創造され た 目的を 達成させる ことで ある。 
すなわち 彼らの 主に 同位 者を 配さず、 ただ かれのみ を 崇拝ず る ことで ある。 （注： 
Majmoo ‘ Fa は awaa Vol. 2, p ぶ 参照） かれは 彼らが 果たさねば ならない 義務を 
定め、 また それを 保証した もう。 かれは またな きものを 得る ための 手段を 与え 
たもう。 それにより 人間は 主の お喜びと 幸福を 現世に おいても 来世に おいても 
成就す る。 神の 道に 従う ことは 人間を 破滅に 導いたり、 魂と それを 取り巻く 自 
然の 間に 対立を もたらす ような 死に 至る 病を 引き起す ものでは ない。 

全ての 使徒たち が 神の 宗戳 へと 招いて いる。 人間に 対し 信仰と いう 原理と、 何 
を 信じるべき かを 示し、 また 人生に おいて 従うべき 法を 示して いる。 それゆえ 
に トーラーは 信仰で あると 同時に、 信じる 者たち が 従うべき 法で も あり 、 かつ 
彼らの 間を 裁く もので も あった ので ある。 アツ ラーは 言われる、 

誠に われは、 導きと してが 明の ある 律法 も 仏ー サー に) ドした。 ぞれで （アツ 
ラー に） 服從、 帰化した 預言者た ちは、 これに よって ユダヤ 入を 讓い た。 聖職 
若たち や 律法 学者たち も (裁いた)。 (食卓 章 5 : 44) 



それから マス ィー フが 福音を 携えて 出現した。 そこには 導きと 化、 先 巧す る トー 
ラーの 確証が 含まれて いた。 アツ ラーは 言われる、 

われは かれらの 足跡を 踏ませて、 マルヤ ムの子 イーサ ーを 遣わし、 かれな 前 （に 
ドした) 律法の 中に をる ものを 確 誦する ために、 淳 きと 光が/の ある > 福音を か 
れに 授けた。 (食卓 章 5: が) 

その上で ム ハン マ ドが 最後の 神の 法を 携えて 出現した。 政 前に 下された 法に つ 
いて 証言し、 また それらを 廃す る ことによって 宗戳を 完成させる ためで ある。 
アツ ラーは 言われる、 

われは 真理に よって、 あなたがたに 齊 典を ドした。 それは が 前に ある 啓 典を 確 
証し、 ずるを めでる る。 それで アツ ラーが ドされ る ものに よって、 かれらの 間 
を 裁け。 あなたに ちえ られた 真理に 基づき、 かれらの 私懲 に從っ ては ならない。 
(を 卓 章 5 : 48) 

アツ ラーは また ムハンマドと 彼と 共に ある 信仰者た ちが、 々ホが 彼な 前に 遣わ 
した 全ての 預言者た ちを 信じる ことにつ いても 説きた もう。 かれは 言われる、 

使徒は、 主から ドされ たものを 信じる、 信者たち もまた 同じで ある。 (かれらは) 
皆、 アツ ラーと 天使たち、 諸 啓 典と 使徒たち を 信じる。 わたしたちは、 使徒た 
ちの 誰に も 差別を つけな 心、 化 言 うん また、 かれらは (祈って) 言 ラ。 「わた 
したち は、 (教えを) 翻き、 な投 従し ます。 主よ、 あなたの 鄕赦 しを 願います。 (わ 
たしたち の） 帰 り 所は あなたの 御 許で あり ます。」 (雌牛 章 2 : 285) 



永遠の メッセージ 


既に 述べた 通り、 ユダヤ 戳、 キリスト 戳、 マ ズダ戳 や ザ ラス シュ トラ 戳団の 有 
り 様は、 宗教が 腐敗し 始めた ときに、 政治的 •社会的に も、 また 経済 条件 も 併 
せて 腐敗して いた 西暦 目 世紀に おける 人間の 状況を 明らかにする ものである。 
(注： 本書 「既存 宗戳の 概況」 の 項を 参照） 血 なまぐさい 戦争が 広範囲に 渡っ 
たと き、 独裁が 誕生し、 人類は 全くの 暗闇の 中で 生きる ようになった。 こうし 
た 状態が もたらす 不信と 無 巧が、 ムの 暗闇へ とつな がった。 道徳は 後退し、 名 
誉と 権利が 侵害され、 白昼の 害悪が 陸と 海に おける 風潮と なった。 状況は ひど 
いもので あり、 誰で あれ 賢明な 者なら ば、 考えれば すぐに 理解で きたであろう。 
当時の 人類は、 後戻りす る こと も 出来ない 深い 穴に 陥って 死に 觸し ていた。 彼 
ら は、 道を 照らす 導きの 光と なる 預言者の 松明を 掲げ、 彼らを 正しき 道へ と 案 
内す る 偉大なる 改革者たち によって アッ ラーに 救済され る こと 無き 人々 だった 
ので ある。 

そのと き アッ ラーは、 預言者の 永遠の 光が 誕生す るのは 偉大なる 館を 擁する 
マッカを おいて 他なら め ことを 裁可した ので ある。 マッカは、 多神教、 無知、 
不正と 独裁に ついては その他の 民の 環境と 同様であった が、 政 下の 通り、 その 
他の 地域とは 区別され る 多くの 美点を 備えて いた： 

し その 地は、 ギリシア、 ローマ、 あるいは インド 哲学と いった 瑕遵 による 影 
響を 受ける ことなく 純粋に 保たれて いた。 ± 地の 人々 は、 深く 根を 下ろした 雄 
弁 さみ 強い ふと 際立った 気質を 楽しんだ。 

2. その 地は、 世界の 中 ふに あった。 ヨーロッパ、 アジア、 アフリカ 大陸の 中 
央 にあり、 それは 永遠の メッセージを 瞬時に 広め、 短期間で それらの 大陸に 届 
ける ために も 重要な 要因であった。 

3. その 地は、 安全が 保証され ていた。 アブ ラ ハー （アビシニアぶ） が 侵略し 
ようとした 際に も、 アッ ラーは この 地を 保護した もう。 お 隣の ローマ や ペル シ 
ア 帝国 も、 この 地を 征服す る ことは できなかった。 南に おいても 化に おいても、 
商業まで もが 保護され ていた。 これらは、 高貴なる 預言者の 出現の 前触れ だっ 
たので ある。 な 下の 卿 言葉は、 この 都の 住民に 対する アッ ラーの 偉大なる ご 好 
意を 思し 、起こさせる ものである。 

われは、 かれらの ために 安-全な 聖域を 設け、 われからの 糧 として 凡ての 果実を 
そこに 集めた ではない か。 (物語 章 28 : 57) 
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砂漠と いう 環境は、 異なる 価値観の 間に おいても 寛大 かつ 友好的で、 名誉を 真 
剣に 重んじ、 雄弁で その あを 知られ、 巧みな 話術と 尊敬すべき 美点に よって そ 
のを 誉と 地位を 占有して いた クライ シュ 族の、 大いに 称賛に 値する 数々 の 特徴 
を 保ち 続ける には 最適の 場所であった。 アッ ラーは、 全ての 預言者たち、 使徒 
たちに 連なる 最後の 預言者と して ムハンマドを 選びた もう。 西暦 六 世紀、 おそ 
らく 日 70 年に 彼は マッカで 誕生し 孤児と して 育った。 未だ 胎児であった 時 
分に 父が t ： く なった ためで ある。 彼が 六 歳の ころ、 母が、 続いて 父方の 祖父が 
t く なった。 そのため 彼は 伯 嫂の 養育を 受け、 孤 巧と して 成長した ので ある。 
彼の 上には 並 がれた 徴候が 輝いて いた。 彼の 習慣 や 振る舞い、 その 特徴は、 親 
族の それとは 異なって いた。 話す ときは 決して 嘘を つかず、 また 決して 誰かを 
傷つける こと もなかった。 その 正直 さ、 純正 さや 誠実 さに よって、 彼の 評判は 
たちまち 高まった 。身内の 者たち の 多くが 価値 ある 財産を 彼に 託すよう にな っ 
た。 彼は それを、 まるで 自らの 命 か 財で あるかの ように 大切に 守り 通した。 そ 
のた め、 人々 は 彼を 「アミー ン （誠実な 者)」 の 名で 呼ぶ ようになった。 

成年に 達した 頃の 彼は、 慎み深く 控えめ で、 人前では 決して 肌を 見せる ことは 
なかった。 純粋 無垢 かつ 敬虔だった 彼は、 人々 が 偶像を 崇拝し、 酒を 飲み、 罪 
無き も のの 血を 流す のを 見て を 険を感 じ取っ ていた。 彼は 自分に とっ て 好まし 
く、 また 满足 できる 巧い において のみ 彼らと 関わり、 彼らが 恥 知] ら ずな 行為 や 
罪に ふけっている ときは、 彼らから 離れる ようにし ていた。 孤児 や 未亡人たち 
を 肋け、 飢えて いる 者には 食事を 与えた。 

四十 歳に なった 頃、 彼は 深刻に 身動きの とれない 状態に 陥って いた。 彼の 周團 
を 取り巻く 腐敗に 困惑し、 主を 崇拝す るた めに も 隠遁を 選び 取る ようになり、 
正しき 道への 導きを ボめ るよう になった ので ある。 こうした が e 態に あった とき 
に、 天使のう ち 一人が、 主の 啓示と 共に 彼の 許へ 遣わされ、 この 宗教を 人類に 
伝える よう 命じた ので ある。 それは アッ ラーの みを 崇拝し、 かれな 外への 崇拝 
を 避ける ようにとの 呼びかけであった。 それが 来、 定めと 規律の 啓示が、 幾日、 
幾年に も 渡って 下され、 それは アッ ラーが 人類の ために この 宗戳を 完成し、 彼 
らの 上に そのご 好意を 成就す るまで 続いた ので ある。 アッ ラーの 使徒が その 任 
務を 終えた とき、 アッ ラーは 彼を 召した もう。 彼は 六十 王 年で その 生涯を 終え 
た。 預言者と なる 政 前は 四十 年の、 預言者 かつ 使徒と しては 二十 兰 年の 一生で 
あった。 


預言者た ちの 置かれた 条件に ついて 熟考し 彼らの 歴史を 研究す る 者なら ば 誰 
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であれ、 ム ハン マ ドが 成立せ しめた 預言者‘ 性な 上の それを 成立し 得た 預言者は 
誰 ひとりと していな いこ とを 知] るだろう。 ムーサー や イーサ ーが どのよう に預 
言 者 性を 発 禅した かにつ いて 考えれば、 それは 成功を おさめた と 言えよう。 だ 
が ムハンマドの 預言者 性に おける 成 巧は それよりも はるかに 偉大で あり、 力強 
く 新鮮で ある。 起こされた 奇跡に ついても これと 同様、 ムハンマドの 上に 起こ 
された 奇跡は はるかに 偉大な ものである。 彼の 奇跡には 数多く あるが、 中で 
も 最も 偉大な のは 音と 字に よって 不断に 届けられた 栄 巧の ク ルアー ン である。 
(注： 本書に おける ク ルアー ン に関する 項を 参照） 

預言者 ムーサーと イーサ ーが もたらした ものと、 預言者 ムハンマドが もたらし 
たものに ついて 比較す る 者なら ば 誰で あれ、 彼らの 堅固なる 信仰と 賢明なる 訓 
戒、 そして 有益なる 知恵は 同じ ひとつの ランプから 発せられた ものである こと 
を、 確信を もって 知る だろう。 その ランプ こそは 預言者 性で ある。 預言者たち 
に 従う 者と ムハンマドに 従う 者の 置かれた 条件を 比較す る 者なら ば 誰で あれ、 
その他 全ての 預言者た ちに 従う 者たち よりも、 彼らより も 後に 来た 者の 持つ 影 
響 力と いう 意 巧に おいて、 ムハンマドに 従う 者は 最も 嬉れ ている ことを 確信を 
もって 巧る だろう。 彼らは イス ラームと いう 唯一 神 信仰を 広め、 正義を 掲げ、 
弱者 や 困窮者た ちには 慈悲を 示した。 （注： Majmoo ‘al-Fatwa Vol.4 p.2012 の 
なら びに Sama’wal Al-Magribi 著 "I 化 aamul yahood" p. 日ん 日 9 参照の こと） 政 上 
に加え、 更 なる ムハンマドの 預言者 性に 闡 する 証拠が ボ めら れ るなら ば、 ‘Alee 
bin Rabban at-Tabaree という 人物が かつて キリス ト戳 徒であった ときに 見出 
した 確証と 徴候を 政 下に 記す。 これらの 確証に より、 彼は のちに イス ラームに 
改宗した： 

し 使徒たち はの みを 崇拝し、 また かれな 外への 崇拝を 避ける よう 呼びかける。 
この 点に おいて 彼は その他の 預言者たち とも 一致して いる。 

え 彼には アツ ラーの 預言者たち のみに 示せる 明白な 徴候を 示して いる。 

3. 彼は 将来を 予見し、 また 出来事は 彼が 予見した 通りに 起こった。 

4. 彼は 世界中の 様々 な 出来事を 予見し、 また 世界には 彼が 予見した 通りの 出 
来 事が 起こった。 

日. ムハンマドに よっても たらされた 書物 ク ルアー ンは 預言者 性の 徴候で あ 
る。 それは 最も 雄弁なる 書物で ある。 読む こと も 書く こと も 出来なかった 文盲 
の 男に 啓示され、 なおかつ 離 弁 家たち に 巧して それと 似た スーラの ひとつを 
作って みよと 挑戦を つきつける。 （注： スーラとは 語義 的には 「段」 を 意 巧す 
る。 イス ラームに おいては、 含まれる 意味に おいて 関連す る 句 もそう でない も 
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の も 併せて 辭 として まとめた、 栄 巧の ク ルアー ンの 一部分を 指す。 翻訳者たち 
の 幾人 かは その 語を 関連す る 問題と 議論に よる 連なりと みなして 「章」 と 訳す。） 
それは この 書物なら びに 正しい 信仰の 護持と、 最も 優れた 共同体に 対する 神の 
完全なる 定めを、 アッ ラーが 保証して いると いう 事実を 示す ものである。 

も 彼 こそは 預言者た ちの 封印で あり、 もしも 彼が 遣わされなかったならば、 
その 到来に よって 吉報を もたらした 過去の 預言者た ちは 虚偽と 化して いただろ 
ろ。 

7. 彼ら 全ての 預言者た ちが、 はるか 昔から 彼の 到来を 予見して いた。 彼らは 
彼の 使命に ついて、 また 彼の 生地と、 その他の 民 やぶたち が 彼と 彼の 民に 服従 
する であろう ことを 説いた。 彼らは また、 彼が その 宗教を 広める であろう こ 
とに ついても 言及した。 

え 彼に 戦いを 挑んだ 者たち に対する 彼の 勝利は、 彼の 預言者 性の 徴候で ある。 
アッ ラーの 使徒で あるとの 虚偽を 主張しながら、 なお アッ ラーに よって 勝利の 
力と 権威、 敵に 対する 優位を 得て 彼の メッセージを 広め、 多くの 信者を 獲得す 
る ことな ど 不可能 だからで ある。 これらは 全て 真実の 預言者の 手に よっての み 
成し 得る ことで ある。 

9. 彼に よる 宗教 儀礼と 崇拝 行為には 品位と 誠実 さ、 称賛に 値する 特徴と 作法、 
また 規律が ある。 これらは 全て 預言者で なければ 見出せない ことで ある。 

これらの 証拠に 言及した 上で、 導かれし この 人物は 巧の ように 述べて いる。 「こ 
れらは 輝ける 徴候で あり 十分な 証明で ある。 これらを 備えた 者は 預言者たち 
であるに 違いなく、 こうした 人物は 必ずや 目的を 達成し 成功す るに 違いない。 
彼に 対する 信頼は 義務で ある。 これらの 証拠を 小判で 否定す る 者は 誰で あれ、 
その 努力は 無駄に 潰え、 現世に おいても 来世に も 損失を 蒙る だろう。」 （注： 
‘Alee bin Rabban Al>Tabaranee 著 "A ん deen wad-dawla ree ithbaati nubuwwati 
Muhammad" p. 47. ならびに Al-Qurtubee 著 "Al-Islaam" p. 3 の 参照の こ と。） 

At the end が this section 本章を 締めく く るに あたり、 な 下に 二つの 証言を 記 
す。 ひとつは 預言者 ムハンマドと 同時代の ローマ 王の もの、 もう ひとつは 現代 
の キリスト教 伝道者 ジョン- セントに よる ものである。 

ひとつめの 証言； ヘラ クレイ オス による 


アブー. スフ ヤーンが ローマ 王に 召喚され た 時の ことにつ いて、 アル ニブ ハー 
リーが 次のように 伝えて いる。 アブー •スフ ヤーンが 言う には、 交易の ため 数 
人の クライ シュ 族の 者たち と共に シリアに 出かけて いた 時の ことで ある。 ヘラ 
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イク レイ オスが 彼に 使者を 差し向けた。 当時は アツ ラーの 使徒と アブー. ス 
フ ヤーン および クライ シュ 族の 間に 停戦の 協定が 結ばれて いた。 彼らは エリヤ 
(注： シリアの 都市 名） でへ ラク レイ オスと 面会した。 ヘラ クレイ オスは 彼ら 
を 自らの 公邸に 招き、 ローマの 貴人たち も 同席して いた。 彼らと 通訳を 招いた 
の も 彼であった。 

それから 彼は アブー* スフ ヤーンと その 仲間たち に 尋ねた。 「あなた 方のう ち、 
預言者と 自称す る 男に 最も 近し し嗜は 誰か。」 

アブー •スフ ヤーンは 言った、 「血筋に おいては、 最も 近し いのは 私で ある。」 

そこでへ ラク レイ オスは 彼の 従者に 告げた、 「彼を 化の そばへ 連れて来い。 彼 
の 仲間たち は、 彼の 後ろに 下がらせる ように。」 それから 彼は 通訳に 皆げ た、 「彼 
らに 告げよ。 『化は この 者 （アブー •スフ ヤーン） に、 預言者を 自颗 する 男に 
ついて 尋ねる。 もし 彼が 嘘を ついたなら、 あなた 方は 反論せ よ』 と。」 

アブー- スフ ヤーンは 言った。 「アツ ラーに かけて！ 私の 名に おいて 嘘が 記録 
される ことを 恥と も 思わない ものなら ば、 私は 彼に ついて 嘘を 言った こと だろ 
う。 彼の 化に 対する 最初の 質問は、 彼の 血筋に ついて であった。」 アブー •ス 
フ ヤーンは 「彼は 私たちの 中で も、 高貴な 血筋の 者で ある」 と 答えた。 

それから 彼は 尋ねた、 「彼が 前に も、 これと同じ ことを 口にした 者は あるか？」 

私は 答えた、 「否。」 

彼は 言った、 「彼の 祖先には 王であった 者は いるか？」 

化は 答えた、 「否。」 

彼は 言った、 「彼の 信者は 高貴な 人々 か、 あるいは 弱き 人々 か？」 

私は 答えた、 「弱き 人々 である。」 

彼は 言った、 「彼らは 增 えてい るか、 あるいは 減って いるか？」 
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私は 答えた、 「増えて いる。」 


彼は 言った、 「彼の 宗戳を 受け入れた 後で 不快を 示し、 信仰を 捨てた 者は いる 
か？」 

化は 答えた、 「否。」 

彼は 言った、 「彼は 裏切る か？」 

化は 答えた、 「否。 だが 今のところ 我らと 彼とは 停戦の 協定に あり、 彼が 何を 
する かは、 我らには 分からない ことで ある。」 

加えて アブー* スフ ヤーンは、 「私が 彼に ついて 言える のは これ だけで ある」 
と 言った。 

ヘラ クレイ オスは 更に 尋ねた、 「彼と 戦った ことは あるか？」 

化は 答えた、 「もちろん！」 

彼は 言った、 「彼の 戦いは どうであった か？」 

化は 答えた、 「引き分け である。 時に 彼が 勝ち、 時に 我らが 勝つ。」 

彼は 言った、 「彼の 戦いは どうであった か？」 

化は 答えた、 「彼は あなたに、 何を せよ と 命じて いるか？」 

化は 言った、 「彼は 言う、 『同位 者を 配す る ことなく 神の みを 崇拝せ よ、 それ 政 
外の、 あなたの 父が あなたに 命じた 崇拝を 棄 てよ』 と。 彼は 我らに 礼拝を 命じ、 
正直と 潔白、 親類縁者への 寛大を 命ずる。」 

それから ヘラ クレイ オスは 通訳に 命じた。 「彼に 伝えよ。 

化は 彼の 血筋に ついて 尋ね、 あなたは 彼の 血筋が あなた 方の 中で も 高貴な もの 
であると 答えた。 それは 使徒たち の 徴候で ある。 彼らは、 彼らの 中で も 高貴な 
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血筋から 遣わされる。 


化は 彼な 前に も、 これと同じ ことを 口にした 者は あるかと 尋ね、 あなたは 否と 
答えた。 もし 彼な 前に も これと同じ ことを 口にした 者が あったなら、 私は 言っ 
ていただろう、 彼は 他の 者が 言って いる ことを 繰り返し ている だけ だと。 

化は 彼の 祖先には ぶであった 者は いるかと 尋ね、 あなたは 否と 答えた。 もし 彼 
の 祖先に 王であった 者が いたなら、 私は 言って いただろう、 彼は 父の 王国を 欲 
している だけ だと。 

私は 彼が 嘘を つく 疑いが あるかを 尋ね、 あなたは 否と 答えた。 それで 私は ミロ っ 
た、 彼には、 神に ついて 人々 に 嘘を つく ことは できない だろうと。 

化は 彼の 信者は 高貴な 人々 か、 あるいは 弱き 人々 かと 尋ね、 あなたは 彼の 信者 
は 弱き 人々 であると 答えた。 然 り、 彼ら こそは 使徒たち に 従う 者で ある。 

私は 彼らは 増えて いるか、 あるいは 減って いるかと 尋ね、 あなたは 增 えてい る 
と 答えた。 信仰とは そのよう にして 完成す る ものである。 

私は 彼の 宗戳を 受け入れた 後で 不快を 示し、 信仰を 捨てた 者は いるかと 尋ね、 
あなたは 否と 答えた。 然 り、 信仰とは そのよう にして ムに 定まる ものである。 

化は 彼は 裏切る かと 尋ね、 あなたは 否と 答えた。 然 り、 それが 使徒たち である。 
彼らは 裏切らない。 

私は 彼は あなたに、 何を せよ と 命じて いるかと 尋ね、 あなたは 彼が 同位 者を 配 
する ことなく 神の みを 崇拝せ よと 命じ、 礼拝を 命じ、 正直と 潔白、 親類縁者へ 
の 寛大を 命ずる と 答えた。 彼は あなたに 偶像への 崇拝を 禁じて いる。 あなたが 
化に 言った ことが 真実なら ば、 彼は 私の 立つ 地位に 立つ 者であろう。 そのよう 
な 預言者の 出現を 私は 知ってい たが、 それが あなた 方の 中から 生じる とは 思わ 
なかった。 もし 彼に 会える と 知] っ ていたなら、 私は 何として でも 会って いただ 
ろう。 もし 彼と 共に あれるなら、 私は 彼の 足を 洗って いただろう。」 

それから 彼は アツ ラーの 使徒が デイ フヤに 託して ボス ラの 統治者に 送った とい 
う 書簡に ついて 間き 及んだ。 彼は ヘラ クレイ オスに 書簡を 送り、 彼は それを 読 
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ん だ。 け 下は その 内容で ある： 


聽悲 あまねく 聽愛 深き アツ ラーの 御を において。 アツ ラーの 使徒 ムハンマド 
から ローマ 統治者へ ラク レイ オス へ。 導きに 従う 者の 上に 平安 あれ。 私は あな 
たを、 イス ラームが 招く ところに 招く ものである。 イス ラームを 受け入れよ、 
あなたは 守護され よう。 アツ ラーは あなたの 報奨を 倍加され よう。 しかし あな 
たが 背き 去るならば、 あなたは ヤー リス イー ンの 罪を 負う であろう。 

「 おお、 書記たち よ！ 我らと あなたがたの 間での み 交わされる 言葉に ついて 思 
い 起こせ。 すな わり 我らは アツ ラーの みに 仕え、 かれに 同位 者を 配さず、 また 
我らのう ち 誰 ひとりと して アツ ラーの 他を 主と する 者は ない。 彼らが 背を 向け 
たなら ば、 言え、 『我らは ムス リムで あると 証言す る』 と。」 （注： 「啓示の 始ま 
りの 書」 より、 アル ニブ ハーリーの 言葉） 


ふたつめの 証言 


現代の キリス ト教 伝道者で ある ジョン •セントは な 下の よう に 述べて いる。 「化 
は イス ラームに ついて 読み 続け、 それが 個人と 社会に 資する もので あり、 また 
平等と 一神教に 基づいた 社会に 正義を 成立させる ものであると 巧り、 気付けば 
化は 自らの 全 感覚と 精神に おいて イス ラームを 受け入れ ていた。 かれに 称賛 あ 
れ一 化は アツ ラーに、 イス ラームの 宣教 者に なり、 世界の 至る ところに お 
ける 伝道者になる ことを 誓った ので ある。」 

この 人物は キリスト教を 学び、 それにつ いて 熟知した のちに このような 確信を 
得る に 至った ので ある。 彼は それが 人生に おける 様々 な 疑問に 解答を 差し出す 
ことが 出来ない という ことを 知った。 それで 彼は 疑いを 持つ ようになった。 の 
ちに 彼は 共産主義と 仏戳を 学習した が、 彼の 欲して いた ものを 得る ことは 出来 
なかった。 そして 最後に イス ラームを 深く 学び、 これを 信じる に 至り、 また こ 
れに 招く 者と なった ので ある。 （注： Al-Mub ぉ hshir At-Taraazee Al-Husaynee 
著 "Ad-Deen Al-Fitree Al-Abade ピ 2 p. 319 参照） 

(注： 本章に ついての 詳細は Mubaarakpuri 著 "Ar-Raheequl-Makhtoom" 参照 
のこと） 
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預言者の 封印 


真実の 預言者 性に ついて、 また ム ハン マ ドの 預言者 性なら びに その 証拠と 徴候、 
確証に ついては 既に 論じて きた 通り 明白で ある。 ここで 預言者の 封印に ついて 
論じる 前に、 アッ ラーは 政 下に 述べる ような 理由に 基づいて 使徒を 遣わした の 
では 無い という ことを 確認して おく 必要が ある： 

1. 預言者の メッセージは 特定の 人々 に 固有の もので あり、 ここで 言及され る 
使徒とは 自らの 近隣に あたる 人々 のために 彼の メッセージを 伝えた。 また アッ 
ラーは、 その他の 人々 にも、 彼らに 適した 異なる メッセージを 授けて 遣わした。 
え アッ ラーが 人々 のために 彼らの 宗戳を 改革す る 別の 預言者を 遣わした 場 
合、 な 前の 預言者の メッセージは 消滅す る。 

3. 政 前の 預言者の 法が 特定の 時代に 限定され る もので あり、 それ 政 後の 時代 
に ふさわしい ものでは ない。 そのため アッ ラーは 別の 時代と 墙 所に ふさわしい、 
別の 預言者と 別の 法を 遣わす。 しかしながら アッ ラーの 知恵は、 ムハンマドは 
全ての 時代と 場所に ふさわしく、 また 変更 や 追加の 予 から 守護され たメ ッ セー 
ジ と共に 全人 類に 遣わす ことを 必要と した。 それにより かれの 生きた メ ッ セー 
ジ だけが 残り、 それにより 人々 は 生き、 それは 変更 や 追加と いったいかなる 汚 
れか らも 純粋の ままに 保たれる。 アッ ラーが これを もって 全ての メッセージの 
封印と したの もこの 理由に よる。 （注： Al-Aqeedah At-Tahaawiyya P. 1 日 目なら 
びに Lawaami‘ul anwaar， 2 p. 26 み 277、 また Mabaa が ul-Islaam p. 64 参照 
のこと。） 

从 上を 踏まえて、 アッ ラーが ムハンマドを 全ての 預言者た ちの 封印と して 識 
別した もうのは、 彼の 後には 預言者は 出現 しないと いう 意味に おいてで ある。 
これは アッ ラーが 彼を もって 全ての 啓示を 完成し、 彼を もって 全ての 法を 完了 
し 彼を もって その 構築を 終え、 また 彼の 預言者 性の 中に マス イー フ •イーサ ー 
の 預言を 成就した という ことを 指す。 曰く、 

イエスは 言われた。 「聖書に こう 書いて あるのを、 まだ 説んだ こと 力みい のか。 
『家を 建てる 者の 捨てた 石、 これが 觸の 親ち となった。 これは、 主が なさった 
ことた わたしたちの 目には ず 思議に おえる。』」 （マ タイに よる 福音書 別： 
42 ) 


イブ ラー ヒー ム •ハリール 師 一 彼は 改宗 ムス リムで ある 一 は、 この 文 
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言は アッ ラーの 使徒の 言葉に ホ 日当す る もの あると 看做して いる。 「化 や 私な 前 
に 遣わされた アッ ラーの 使徒の 模範と なるべき 人物とは、 館を 完成させる 者の 
ことで ある。 手つ かずの ままに 残されて いた 四隅に 煉瓦を 置く 者の ことで ある。 
人々 は 館に ついて、 何故 この 煉瓦を そのまま にしておく のかと 問う。 すると 彼 
は 答える、 『私は 煉瓦で あり、 預言者た ちの 封印で ある』、 と。」 旌：比 mheem 
Khaleel Ahmad 著 "Munammad m the I'orah, Gospel and the Qur aa が p. /3 .麥 
照の こと。 この ハ ディースは アル ニブ ハーリー ならびに ムス リムに よる） 

これ こそは アッ ラーが ムハンマドに 書物を 授け、 それな 前の 全ての 書物の 証言 
者と して、 かつ それらを 廃止す る 者と して 遣わされた 理由で ある。 それは かれ 
が ムハンマドの 法を もって、 な 前の 法を 廃止した もう 通りで ある。 アッ ラーは 
かれの メッセージの 護持を 保証し、 事実 それは 成功のう ちに 受け継がれ ている。 
ク ルアー ン もまた 成功のう ちに 受け継がれ 続けて きた。 この 宗教に おける 戳え 
の 実践 も、 崇拝の 行為 も、 スン ナも 規律 も、 全ては 途絶える ことなく 継承され 
続けて いる。 

預言者の 伝記と 彼の スン ナ について 読んだ 者なら ば 誰で あれ、 その 同胞たち が 
いつい かなる 時で あっても ムハンマドの 人間性、 言葉 および 巧 為に 做った とい 
うこと を 知る だろう。 彼らは 彼の 主に 対する 崇拝の 行為を、 かれの 目的に 沿う 
努力を、 彼が どのように かれを 思い、 どのように かれの 赦 しを ボ めた かを 継承 
した。 彼の 優し さや 勇気、 同胞たち や 彼を 訪れる 者たち との 関わり 方に ついて 
継承し、 彼の 喜び や 悲しみ、 旅と 逗留、 食べ方 や 飲み 方、 どのような 衣服を 着 
たか、 また どのように 目覚め どのように 眠った かな どに ついても 継承した ので 
ある。 これを 知れば この 宗教が、 確かに アッ ラーの 護持を 保証され たもので あ 
る ことを 知る だろう。 また 彼が、 全ての 預言者た ちと 使徒たち の 封印で あると 
いう ことを も 知る だろう。 for アツ ラー h ぉ told US that this Messeng が お the 
la がが all 全ての 預言者た ちの 中で も、 この 使徒 こそは 最後の 者で あると アッ 
ラーが 告げた もう 通りで ある。 かれは 言われる、 

ムハンマドは、 あなたがた 男たち の 誰の 乂$ 見で もない。 しかし、 アッ ラーの 使 
徒で ぁり、 また 巧言 者たち の 封 誠で ある。 (部族 連合 章 33 : 40) 

ムハンマド もまた 彼 自身に ついて な 下の ように 告げて いる。 「化は、 全ての 預 
言 者たち の 封印と して 全人 類に 遣わされた 者で ある。」 （アフ マドなら びに ムス 
リムに よる） 
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次章に おいては イス ラームとは 何 かを 定義し、 その 精髓、 根源、 その 柱と 段 
階に ついて 解説す る。 
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イスラー ム： その 語の 意な 


辞書を 引けば、 イス ラームと いう 単語が 服従、 席 服、 降伏、 命令、 指 禅 官の指 
禅と 禁止に 従い、 また 指 挥官に 逆らわな いという 意味で ある ことを 巧る だろう。 
アツ ラーは、 この 真の 宗教に 「イス ラーム」 と 名付けた もう。 何故なら この 宗 
教 はかれに 巧す る 服従で あり、 いかなる 抵抗 もせずに かれの 命令に 従い、 かれ 
への 崇拝の 行為を 浄化し、 かれの 御言 葉を 信じて かれを 信仰す る こと だからで 
ある。 


イス ラームの 定義 

この 宗教は、 なぜ イス ラームと 名付けられた のだろう か？ 例えば イエス •キリ 
スト の 名を とっ て名づ けられた キ リスト 教 や、 開祖 ブツ ダの 名を とっ て 名 づけ 
られた 仏戳、 また ザ ラス シュ トラの 名を とってを づ けられた ゾロアスター 戳の 
ように、 世界中の 様々 な 宗教の 信者たち は 彼らの 宗 載を 特定の 人物 や 人種に 基 
づ いて 命名す る。 また ユダヤ 戳 も、 ユダヤと いう 民族の 中から 生じた もので あ 
る。 特定の 人物 や 民族に 基づいて いないのは イス ラームの みで ある。 その 名は、 
イス ラームと いう 語 曇が 意 巧す る 格別の 特徴を 示す ものである。 名から して、 
この 宗 載が 存在す るに あたって 人間には 何の 役割 も 持たない こと、 また 特定の 
お 腺に 属する もので もない ことは 明らかで ある。 それは 地上の あらゆる 人々 に、 
イス ラームの 特徴を もたらす ことを 唯一の 目的と している。 誰で あれ その 性質 
に イス ラームの 特徴が 現れて いる 人は、 古代人で あれ 現代人で あれ、 あるいは 
み 巧に 生まれる 人で あれ ムス リムで あると 言えよう。 

イス ラームの 真実 

この 世の 全てが 一定の 規則に 従って 成立して いる ことは 周知] の 通りで ある。 太 
隔 、月、 星々 と 地球は 一定の 原理 原則に 従って おり、 これに 対して 揃って 扳抗 
する こと も、 ほんの 少し 逸れる こと も 出来ない。 人間で さえ アツ ラーの 法に 完 
全に 服従して いる ことは、 彼らに ついて 熟考 すれば 明らかだろう。 彼の 生命を 
管理す る 神の 命令な くして は、 呼 啜 もで きず、 水 や 食べ物、 滋養への 必要 も、 
光 や 熱 も 感じ取れない。 そして 彼の 全身が、 この 命令に 従ってい るので ある。 
どの 部分 も、 アツ ラーが こうと 定めた もうこと な 外の 働きを 為し 得ない。 

人間 も、 そして 世界に 存在す る あらゆる もの も 一 宇宙に 淳 かぶ 天体から、 
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地上の 最も 小さい 砂の 一粒に 至る まで 一 この 包括的な 神 命に 服従して い 
る。 大権と 全能の 主によ る、 この 大 いなる 神 命から 逃れ 得る ものは 何もない。 
諸 天と 大地の 間に 存在す る あらゆる ものが、 いずれも この 神 命に 服従して いる 
とすれば、 それは 全世界が、 それを 創造した もう 全能の 君主に 服従して いると 
いう ことで ある。 この 見地に おいては イス ラームが、 全世界の 宗戳 である こと 
は 明白で ある。 何故なら 既に 述べた 通り イス ラームとは、 異議を 申し立てる こ 
と 無しに 指 挥官の 指 禅と、 ろ、 れの 禁止に 対して 従順に 服従す る ことを 意な する 
からで ある。 太陽、 月、 そして 地球は 全て かれに 降伏して いる。 空気、 水、 光、 闇、 
そして 熱は 全て かれに 降伏して いる。 木 も 石 も、 動物 も、 全て かれに 降伏して 
いる。 人間で さえ、 自らの 主を 知] ら ずに かれの 存在と 御 しるしを 否定し、 かれ 
な 外を 崇拝したり、 何もの かを かれに 並べて 崇拝して いようと も、 その 自然に 
おいて かれに 降伏して いるので ある。 

これらを 踏まえた 上で 人間を 見る とき、 な 下 二つの 要因が 彼の 注意を 引こうと 
争って いるの が 分かる だろう： 

1 : 人間に おける 自然な 傾向： アツ ラーへの 服従を 好み、 かれへの 崇拝を 愛し、 
かれに 近づく ことを ボ め、 アツ ラーの 愛した もう 真実 や 善、 正直 さを 愛し、 か 
れの 憎みた もう 虚偽 や 悪、 不正を 憎む。 また 金銭 や、 家族と 子供たち に対する 
愛、 食べ物 や 飲み物、 性的 充足に 対する 欲求、 また それらを 満たす ための 肉体 
的 磯 能を 必要と するな ど、 これら も 全て 自然な 傾向で ある。 

2 : 自由意志と 選択： 人間が 真実と 虚偽を、 導きと 過ちを、 また 善と悪を 区別 
する ようにと、 アツ ラーは 人間に 使徒たち を 遣わして 書物を 啓示した もう。 罐 
実な 知識を もって 選択で きる ようにと、 かれは 人間に 精神力と 理解を 与えた も 
う。 もし かれが 望みた もうなら、 人間は 真実と 導きに 至る 善の 道を 選ぶ。 だが 
もし 人間が そう と 望めば、 彼は 悪と 破滅に 至る 不吉の 道を 選ぶ だろう。 

第一の 要因から 人間を 見た 場合、 人間は アツ ラーに 服従す るた めに 創造され、 
その他の 被 創造物と 同じように、 その 服従からは いかなる 逸脱 も 為し 得ない よ 
う に 条件 づけ られ ている という こと が 分かる。 

しかし 第二の 要因から 見た 墙 合、 人間は 自由で あり、 自らの 欲する ところを 選 
ぶ 生き ものである ことが 分かる。 彼は 選んで ムス リムに も、 不信者に もなる の 
である-- •「感謝す る 者 (信じる 者) になる か、 信じない 者になる か 。 J CK 
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間 章 76 : 3) 


このように、 人間には 二種 類 ある ことが 理解で きよう： 

自らの 創造者を 知り、 かれを 主として 信じ、 また かれのみ を 神と して 崇拝し、 
人生に おいて 自発的に かれの 法に 従う 人間。 また 彼は その 主に 服従す るよう 条 
件づ けられて おり、 自らが 従う 者の 定めた もうこと から 逸脱す る ことは 出来な 
い 一 このような 人間 こそ ムス リムで ある。 彼の イス ラームは 完璧で あり、 
また 彼の 知識は 堅固で ある。 何故なら 彼は アツ ラーを 知って おり、 使徒たち を 
遣わして その 知識と 学びを 力 づけた もう 自らの 創造者と 完成 者を ミロって いるか 
ら である。 彼は 堅固な 理性と 正しい 主張を 有して いる。 彼は 自分で 考えた 結果 
として、 理解と、 物事に 対する 正しい 判断と いう 祝福を もたらし たもう アツ ラー 
のみを 崇拝す る ことを 決めた ので ある。 彼の 舌は ただ 真実の みを 語る。 今の 彼 
は、 レ、 と 高き 唯一の 主 アツ ラーの みを 信じて おり、 その かれが、 彼に 語る 力を 
与えて いるので ある。 今後の 彼の 人生は、 真実な 外に 残る ものは 何 ひとつない 
かの ようになる だろう。 何故なら 彼は 自由意志に 基づいて アツ ラーの 法に 従い、 
降伏して いるから である。 宇宙に 存在す る あらゆる 被 創造物と 彼との 間に、 親 
しみと 友情のを 半が 結ばれる。 何故なら 彼は、 あらゆる 被 創造物が 崇拝す る アツ 
ラーの みを 崇拝す るからで ある。 かれ こそは 全知全能の 主で あり、 また あら ゆ 
る ものが かれの 命令と 定めに 降伏し 服従して いる。 その上で アツ ラーは、 それ 
らの あらゆる 被 創造物を あなたに、 人間に 差し出して いるので ある！ 
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不信仰の 現実 


反が 側に、 もう 一人の 人間が いる。 彼は 生まれな がらに アツ ラーに)！ 従し、 人 
生の 全てを アツ ラーに 服従しつつ 過ごし、 それでい てこの 服従に 気付かず、 ま 
たっ それにつ いて 何の 考え も 持たない。 彼は 自らの 主を 知らず、 かれの 法 やか 
れの 使徒たち についても 信じて いない。 アツ ラーが 彼に 与えた もう ミ 日識や 好] 性 
を、 彼のた めに 耳 や 目を 形作りた もう 創造主を ミロる ために 使った こと もない。 
むしろ 彼は 主の 存在を 否定す る。 かれへの 崇拝を 軽廣 し、 彼の 人生に おいて 与 
えられた 取捨選択の 権利を もって、 る、 れの 法に 従う ことを 拒否ず る。 あるいは 
また、 何もの かを かれと 同列に 配して 崇拝し かれの 唯一 性を 示す かれの 御し 
るし を 信じる ことを 拒否す る。 このような 人物を カーフィ ルと いう。 「Kufr」 
とは 「覆い隠す」 という 意味を 持つ 言葉で ある。 この 人物が 「Kaafir」 と 呼ば 
れ るのは、 彼が 無知と 撒慢 によって 自らの 自然を 覆い隠ず 者 だからで ある。 世 
界の 自然 も、 彼 自身の それ も 彼から 隠される。 自らの 知性と 論理 力を、 自らの 
自然を 否定す る ことにの み 用いて いるの が 分かる だろう。 自らの 自然を 破壊す 
る ものの 他に、 彼は 何 ひとつ 見ようと しない。 この 深刻な 過誤と 明白な 逸脱が 
どれほどの 壁 藩を 不信仰 者に もたらす かにつ いては、 一人ひとりが 自ら 考える 
べきであろう。 

イス ラームとは、 この 宇宙に おける 全てが 従う 宗教で ある。 それ故に、 ここで 
学ばれるべき イス ラームは 何 ひとつ 難しい 問題では なく、 アツ ラーが 簡単に し 
たもうならば、 誰に とっても 非常に 容易と なる。 イス ラームとは、 この 世界の 
あらゆる ものが 従う 宗戳 である。 

天と地に ある ものは、 好む とがまざる とを 間わず、 只 かれに 服從、 帰化し… 
(イム ラーン 家 章 3 : 83) 

アツ ラーは 言われる、 

本当に アツ ラーの 御 許の 教えは、 イスラー 厶 (主の 意志に 服が、 帰化す る こと) 
である。 (イム ラーン 家 章 3 : 19) 

それは 自らの 全身全霊を もって アツ ラーに 服従す る ことで ある。 かれに 称賛 あ 

れ、 
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だから もし かれらが、 あなたと 論争 するならば 言いなさい。 「わたし も わたし 
にがう 者 も、 真ム こめて アツ ラーに 服從、 腺 彼し 化ぶ ます。」 f イム ラーン 裴章 
3 : 20 ) 

アツ ラーの 使徒 もまた イス ラームの 意味に ついて 問われた とき、 こう 答えて い 
る： げツ ラー に ふで 服従し （崇拝に おいて） アツ ラー に 顧を 向け、 義務の ザ 
カーを 支 私う ことで ある。」 （アフ マドなら びに イブ ン* ヒツ バーンに よる） 

一人の 男が アツ ラーの 使徒に 尋ねた： 「イス ラームとは 何 か？」 

アツ ラーの 使徒は 答えた： 「あなたの ふを もって アツ ラーに 服従す る ことで あ 
る。 それで ムス リムは、 自らの 舌と でが もたらす 害から 守られる。」 

その 男は 言った： 「イス ラームに おいて 最も 優れて いるものは 何 か？」 

彼は 答えた： 「信仰 （イー マーン） である。」 

彼は 尋ねた： 「信仰とは 何 か？」 

彼は 答えた： 「アツ ラー、 かれの 天使たち、 かれの 書物、 るかの 使徒たち を 信じ、 
また 死後の 復活を 信じる ことで ある。」 （アフ マドに よる 。 Imaam Muhammad 
bin Abdul - Wahha ホ 著 "Fadlul Islaam " p . 8 参照） 

また アツ ラーの 使徒は 「イス ラームとは アツ ラーの 他に 崇拝に 値する 神は なく、 
ムハンマドは アツ ラーの 使徒で あると 証言す る ことで ある。 礼拝を 行い、 ザカー 
を 支 化い、 ラマ ダーン 月には 断食し、 可能であれば 館への 巡礼を 巧う ことで あ 
る。」 とも 語って いる。 （ムス リムに よる） 

また 彼は、 「ムス リムとは、 その 舌と 于が 全ての ムス リムに とり 安全な 者の こ 
とで ある。」 とも 語って いる。 （アル ニブ ハーリー ならびに ムス リムに よる） 

アツ ラーは、 後に も 先に もこの 宗戳ー イス ラームと いう 宗戳一 な 外の 
宗教を 認めた まわない。 全ての 預言者たち も ムス リムであった。 預言者 ヌーフ 
について アツ ラーは 言われる、 
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かれらに ヌーフ の 物語を 読誦しなさい。 かれが その 民に こう 言った 賊を 思え。 
「わたしの 人び とよ、 わたしが （あなたがたと 一緒に) 恐り 、 また アツ ラーの 
巧を 思、 い 出させる こ とがを なた がた にと っ て遂 惑であって も、 ねたし は アツ 
ラーを 信頼す る。 

そして 彼は こう 続ける、 

•- •わたしは、 ムス リムで あるよう 命じられて いる。」 (ユー ヌス章 10:71- 
72) 

また 全能の 主は イブ ラー ヒー ム について こう 言われる、 

をが かれに 祠 かって、 「服従、 帰依しなさい。 (注： ムス リムと なりなさい)」 
と 抑せられ た 時を 思い起せ。 かれは、 「わたしは、 巧ち の 主に 服從 、帰依し ます。」 
と ホし 上げた。 (雌牛 章 2: 131) 

ムーサー について かれは 言われる、 

ムーサーは 言った。 「わたしの 人び とよ、 あなたがたは アツ ラーを 信仰す るの 
なら、 かれを 倍 頼しなさい。 も しあな たがた が腮 従、 帰化す る 者であるなら ば。」 
(: ユー ヌス章 J0: 公が 

イーサ ーにつ いて、 ろ、 れ はな 下の ように 言われる、 

その 時 われ (アツ ラー） は (イーサ ーの) 弟子たち に 啓示して、 「われを 信じ、 
わが 使徒を 信じなさい。」 と 言った。 かれらは (答えて) 言った 「わたしたち 
な 信じます。 をな たは、 わたしたちが ムス リムで ある ことを 立証して ド さい。」 
(な韓 5: 111) 

この 宗教 ー イス ラーム ー の 法、 信仰なら びに 規律は、 全て 神の 啓示す 
なわち ク ルアー ンと スン ナを その 根源と している。 み 章に おいては それらに つ 
いて 要約す る。 
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イス ラームの 根源 


失われた 宗教 や 人工的な 宗戳の 信者たち の 習慣と して、 彼らは 自分たち が 継承 
してきた 実際の 著者 も 訳者 も 不詳の、 またい つ 頃の ものな のか も 定かでは ない 
古代 文書を 神聖 視 する。 だが それらは 他の 人間と 同様に 弱さ や 移り気、 気 まぐ 
れや 忘却に 悩まされた 人間が 書いた ものに 過ぎない。 

ク ルアー ンに閱 しては その他の いかなる 書物と も 違い、 それは 神の 啓示と いう 
真理の 根源に 依って 立つ ものである。 これ ぞク ルアー ン ならびに スン ナ である。 
な 下に その 双方に ついて 要約す る： 

ん 栄光の クル アー ン： 

イス ラームが アツ ラーの 宗戳 であり、 それゆえ アツ ラーは 彼の 使徒 ムハンマド 
にク ルアー ンを 啓示し、 また ムハンマドを 信者たち の 導きと し、 ムス リムたち 
の 法と したもう ことは 既に 述べた 通りで ある。 アツ ラーが 望めば それは 望まれ 
た 者の ふに おける 病への 癒しと なり、 アツ ラーが 望めば それは 光と なって 望ま 
れた 者に 成功を もたらす。 それは アツ ラーが 使徒たち を 遣わした もう 原理を 
包摂して いる。 （注： Musta た As-Sibaa'ee 著 "As-Sunnah wamakaanatuhaa fit- 
tashree'il Islaami" p. 376 参照） クル アーン は 最初に 啓示され た 書物では なく、 
また ムハンマド も 最初に 遣わされた 使徒では ない。 アツ ラーは イブ ラー ヒー ム 
に 彼の 書を 啓示した もう。 また トーラーを ムーサーに、 福音を イーサ ーに 啓示 
したもう。 これらの 書物は 全て アツ ラーから、 かれの 預言者た ちと 使徒たち に 
啓示され たもので ある。 しかし それらの 書物の 大部分は 失われて 消滅し、 変更 
と 改ざんが 加えられて しまった。 

ク ルアー ン について は アツ ラー ご 自身が その 護持を 保証し、 また これを もって 
な 前の 書物の 廃止を 証言す る ものと された もう。 預言者に 語る 際に、 かれは 言 
われる、 

われは 真理に よって、 あなたがたに 啓 典を ドした。 それは が 前に ある 啓 典を 確 
証し、 ずるた めで ある。 （: 食卓 章 5 : 48) 

かれは ク ルアー ン について、 それは 万物を 解き明かす ものであると 説かれる、 
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それで われは、 化ての 事物を 解きが かす 啓 典を あなたに ドし、- • •(蜜蜂 章 

16 : 89) 

かれは これを、 導き または 聽悲と 呼ばれる、 

今 あなたがたの 主からの 明 証と、 導きと 慈悲と が 拟こ戀 されて いる。 (家畜 
章 6 : 157) 

これは 高潔 さへの 導きで ある と 説かれ、 かれは 言われる、 

本当に この ク ルアー ン は、 ぶしい 猫への； 擧き であり、 ••- (俊の 旅 章 

17 : 9) 

ク ルアー ンは 人類を、 人生に おける あらゆる 塌面 における 最も 正しい 道へ と 導 
くので ある。 

ク ルアー ンが どのよう に 啓示され たの か、 また それが どのよう に 護持され たの 
かを 熟考す る 者なら ば 誰で あれ この 書物を 高く 評価し、 また その 意図を アツ 
ラーの みに 向けて 浄 める ことだろう。 いと 高き アツ ラーは 言われる、 

本当に この (ク ルアー ン） は、 力 有の ちからの 啓示で ある。 謎 策を 聖霊 (ジブ 
リール) がそれ をたず さえ、 あなた のん、 に (ドした)。 それで あなたは 警背者 
の 1 人と なる ために、 • • • (詩人たち 章 26 : 192-194) 

ク ルアー ンを 啓示した もうは アツ ラー、 万有の 主で ある。 それを 運んだ のは 誠 
実な 精霊 ジブリール であり、 ふに おいて これを 授かった のが ムハンマドで ある。 

ク ルアー ン は、 ムハンマドに 授けられた 永遠の 奇跡で ある。 そこには 復活の 日 
まで 残り 続ける 御 しるしが 含まれて いる。 な 前の 預言者た ちの 御 しるしと 奇跡 
は 預言者た ちの 生が 終わる と 同時に 終わりを 迎えた が、 アツ ラーは ク ルアー ン 
を 永遠 不滅の 確証と したもう。 

これは 広範囲に 渡る 確証と ま ば ゆく 輝く 御 しるしで ある。 アツ ラーは 人類に 対 
し、 これと 似た 1 日 スーラ、 もしくは たった 1 スーラで も 作って みるよう にと 
挑微 したもう。 だが それが 文字と 言葉の 連なりで あり、 また これを 最初に 啓示 
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された のは 雄弁と 修辞で 知られる 人々 であった にも 関わらず、 誰に も 為し 得な 
かった ので ある。 アツ ラーは 言われる、 

また かれらは 言う ので ある。 「かれ (:ム ハン マの がそれ をかった のです か。 J 言っ 
て やる 力 化、 い。 「それなら、 それに 似た 1 章 [スーラ) を膊っ てきを ざい。. •• 
たー ヌス章 10 : 38) 

ク ルアー ンが アツ ラーに よる 啓示で あると いう 事実の 証明と して、 それが 過去 
の 人々 に関する 物語を 含み、 未来に 起こる 出来事を 予見して いると いう 点が 挙 
げられ る。 そこには ごく 最近まで 発見され ていなかった、 科学的 事実の チ 見 も 
数多く 含まれて いるので ある。 それな 外に も、 これが 神の 啓示に よる 書物で あ 
る ことの 証明と して、 啓示され た 預言者は このような 事柄に ついては 何 ひとつ 
知らず、 また ク ルアー ンに 似た ものを 何 ひとつ 知らなかった という ことが 挙げ 
られ よう。 アツ ラーは 言われる、 

言って やる 力 化、 い。 「アツ ラーの 御ム なら、 わたしは あなたがたに それを 読誦 
せず、 また かれは、 をな たがれに 教えられなかった であろう。 その (啓示） 前 
に、 わたしは 確かに あなたがたの 間で、 一生 ほどの (4 0 年の） 歳月を 過ごし 
た。 あなたがたは ホ だ 糖らない のか。 J たー ヌス章 10 : 16) 

むしろ 彼は、 読み もせず 書く こと もしない 文盲だった ので ある。 彼は またい か 
なる シャイ フ も、 また ク ルアー ンに 似た 何 かを 作る 者を 訪れた こと もなかった。 
アツ ラーは 言われる、 

をな たは それ (が ドる) な 前は、 どんを 啓 興 も 誌まなかった。 また あなたの ち 
于で それを 書き写し もしなかった。 そうであった なら、 虚偽に 従う 者は 疑いを 
抱 I 、たであろう。 (蜘蛛 窜 29:48) 

トーラー や 福音に おいても 言及され ている この 人物、 読み書き もで きない 無学 
の 者を、 ユダヤ 戳徒や キリスト 戳の 修道 僧たち が 訪問して いたので ある。 彼ら 
はわず かに 残された トーラー や 福音を 所持して おり、 彼らの 論争の 忡裁 や、 彼 
らが把 掘し 得ない 問題に ついての 見解を 彼に 求めた のであった。 トーラー や 福 
音に ついて ムハンマドに 解き明かしつつ、 アツ ラーは 言われる、 

かれらは 文字を 知らない 預言者、 使徒に 追從 する 者たち である。 かれは かれら 
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の もっている (啓 輿) 律法と 福音の 中に、 記 ざれ 姑い 巧され る 者で ある。 かれ 
はぶ 義を かれらに 命じ、 號 霞を かれらに 齋 じる。 また 一切の 善い (清い） も 
のを 合な (ハラー ル) となし、 悪い (汚れた) ものを 梵忌 (: ハラー 厶； とする。 
(:岛 巡 章 7 ••巧 7) 

ユダヤ教 徒 や キリスト 戳 徒たち が 預言者に 質問す る ことにつ いて、 アツ ラーは 
またこう も 言われる、 

啓 典の 民は あなたがたが 天から かれらに 啓 輿を 禱す ことを 求める。 (婦人 章 
4 : 153) 

かれらは 聖霊に 就いて あなたに 問う であろう。 (おの 旅 章 17： 85) 

かれらは、 ズ •ル •カルナ インに 就いて あなたに 問う であろう。 (洞藉 章 
18 : 83) 

本当に この ク ルアー ン は、 イスラエルの 子孫に、 かれらが 議論して いる 最も 大 
きな 問題に ついて 語る ものである。 (曠章 27 : 76) 

イブ ラー ヒー ム •フィ リ ツ プス師 はかつ て 博 ± 号 取得の ために ク ルアー ンを論 
文の 主題と し、 ク ルアー ンを価 f 直 無き ものと 結論 づけよう として それに 失敗し 
た。 むしろ ク ルアー ンは その 確証と 証拠、 御 しるしを もって 彼を 圧倒した。 こ 
の 人物は 自らの 弱さを 認め、 かれの 主に 服従して イス ラームを 受け入れ 改宗し 
たので ある。 

ある ムス リムの 一人が 高貴なる ク ルアー ンの 趣旨を 訳した ものの 複製を、 贈り 
物と して アメリカ人 医師 ジェフリー •ラングに 手渡した。 彼は ク ルアー ンが自 
分に 向けられ ている ことを 悟った。 それは 彼の 疑問への 解答で あり、 彼と 主の 
御 魂の 間にある 障壁を 取り除く ものであった。 彼は 言う、 「まるで ク ルアー ン 
を 啓示した 主が、 私自身よりも 化の ことを 知ってい るかの ようでした。」 その 
通りで ある。 クル アーン を 啓示した もうは 人間の 創造主で あり、 かれ こそは アツ 
ラーで ある。 主に 称賛 あれ、 かれは 言われる、 

かれが 創造され たものを、 输ら ないで をろう か。 かれは、 深奥を 理解し 通 焼な 
ざれる。 (大権 章 67 : 14) 
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そのような わけで、 高貴なる ク ルアー ンの 趣旨を 訳した ものを 読んだ 人物が イ 
ス ラームに 導かれ、 その 彼が 書いた 書物を 化が 引用す ると いった 出来事が 起こ 
るので ある。 

ク ルアー ンは 人間が 必要と している あらゆる ものを 包摂して いる。 そこには 信 
仰の 基礎 や 規律、 人間関係 や マナーに ついても 含まれて いる。 アツ ラーは 言わ 
れ る、 

啓 輿の 中には 一事で も、 われが 疎かに した ものは ない。 (家畜 章 6 : 38) 

ク ルアー ン には アツ ラーの 唯一 性を 信仰す るよう にとの 召喚 や、 かれの 御名、 
属性と 巧 為につ いての 言及が 含まれて いる。 それは 預言者たち と 使徒たち が も 
たらした ものの、 真正 さを 信仰す るよう にと 呼びかける。 それは 復活を 確証し、 
報奨と 懲罰に ついての 証拠と 証明を 確立す る。 それは 過去の 人々 に関する 物語 
を 伝え、 現世に おける 懲罰 ばかりで はなく、 来世に おいても 業苦と 懲罰に 悩ま 
される 人々 についても 見せしめ として 伝える。 

それは また あらゆる 時代と 年代に ふさわしく、 科学者た ちを 驚嘆させる 数々 の 
証拠と 郷 しるしを 含む。 多くの 学者 や 研究者た ちが、 探し ボめ ていた ものを そ 
の 中に 見出す。 こうした 事実を 明らかにする 例のう ち、 S 点の みな 下に 挙げる： 

1. かれは 言われる、 「かれ こそは、 二つの 海を 分け 贼 てられた 御 方で ある。 
一つは げくして 旨い、 外は 塩を くして 苦い。 両者の 間に 障壁を 設け、 完全に 分 
離な された。 (識別 章 25: 53)」 

かれは またこう も 言われる、 

また (ホ 信者の が 態は)、 深海の 赔黑 のよう な もので、 波が かれらを 覆い、 そ 
の 上に (また) 波が をり、 その を (更に) 雲が 覆って いる。 晴 黒の 上に 晴黑 
が 重なる。 かれが 于を 差し伸べても 化ん ど それは おられない 。 アツ ラー が 光を 
与えられない 者には、 光は ない。 (御 光章 24 こ 40) 

ムハンマドが 海を 旅した ことは 一度 も 無かった ことは なく 知] られ ている。 また 
彼の 時代には、 海の 深さを 計測す るた めの いかなる 道具 も 器具 も 存在し なか っ 
た。 アツ ラーで なければ 一体 誰が、 彼に こうした 知識を 与え 得た であろう か？ 
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え アツ ラーは 言われる、 「われは 泥の 精髓 から 人間を 削った こ 欠に、 われは かれ 
を 精液の 一滴と して、 堅固な 化 みかに 納めた。 それから われは、 その 精 滴を 一 
つの 血の 踞に 削り、 みに その 满 から 肉魄を 削り、 次いで その 肉塊から 骨を 削り、 
こ 欠に 肉で その 骨を 覆い、 それから かれを 外の 生命 かに 削り 上げた。 る あ、 何と 
素晴 しい アツ ラー、 最も 儀れ た 削 造 者で あられる。 (信者たち 章 23 : 化 
1か」 


ごく 最近まで 科学者た ちは、 こうした 胎児の 成長過程を 発見す るに 至ってい な 
かった。 

3. アツ ラーは またこう も 言われる、 「幽 么界の 鍵は かれの 御 許に をり、 かれ 
の 外には 誰も これを 知らない。 かれは 陸と 海に ある 化ての ものを 知っ て おられ 
る。 一枚の 木の葉で も、 かれが それを 知らずに 落ちる ことは なく、 また 大地 
の赔 聞の 中の 一粒の 穀物で も、 生気が あるの か、 または おれて いるの か、 明瞭 
な 天の 書の 中に ない ものは ない ので ある。 家畜 章 6 : 59」 

かつて 人類は こう した 網羅 的 思考を 持たず、 こう した ことを 考え もせずに 物事 
をな すが ままに 任せて いた。 もしも 科学者が 一団と なって 植物 や 昆虫を 観察し 
彼らの 発見 や 調査を 記録したなら、 地上の 植物 や 昆虫に ついて 科学者た ちが 未 
だ 解明し 得て いない 点が 多々 ある ことを 巧りつつ も、 私たちは 皆 そろって 感嘆 
する ことだろう。 

フランス 人の 学者 モーリス •ブ カイユは トーラー、 福音、 ク ルアー ンを 比較し 
また 天地と 人間の 創造に 関する 近代科学 における 知見に 照ら して 検討した。 そ 
の 上で、 近代科学の 発見が ク ルアー ンと 一致して いる ことを 見出した ので あ 
る。 同時に 彼は 現代に おいて 流布して いる トーラーと 福音に、 天地と 人間、 動 
物の 創造に 闡 する 誤った 情報が 数多く 含まれて いる こと も 看破した のだった。 
(注： Maurice Bucaile 著 "The Torah, the Bible and the Qur'aan in the light が 
modern science" p. 133-283 参照。 彼は キリスト 戳 からの 改宗者で ある） 

も 預言者の スン ナ： 

アツ ラーは 使徒に ク ルアー ンを 啓示し、 また ク ルアー ンを 解釈す るた めの もの 
として 預言者の スン ナを 啓示した もう。 アツ ラーの 使徒は 言う、 「ほんとうに、 
化は ク ルアー ンを 授かった 通りの 者で ある。」 （アフ マドなら びに アブー- ダー 
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ウー ドに よる） アツ ラーは 彼に ク ルアー ンの 全体につ いて、 また 各々 の 句に つ 
いての 解釈を 許した もう。 アツ ラーは 言われる、 

われが あなたに この 訓戒を ドした のは、 且つて 人び とに がし ドされ たものを、 
あなたに 解明させる ためで ある。 かれらは きっとな 省す るであろう。 (蜜蜂 
章 16 : 44) 

スン ナ とは、 イス ラームと いう 宗戳 における 第二の 根源で ある。 それは 預言者 
から 一 信頼すべき 紳を 有する 真正の 伝承 者たち によって 一 伝えられた 
彼の 言葉、 行為、 確証なら びに 特質の 全てを 意味す る。 それには 彼 自身の 願望 
ではなく 、アツ ラー がその 使徒 ムハンマドに 語られた もの も 含まれて いる。 アツ 
ラーは 言われる、 

また (自分の) 壁む ことを 言って いるので もない。 それは かれに 啓示され た、 
御 巧げ に 外なら ない。 ならびない 偉力の 持主が、 かれに 教えた のは、 … (星 
章 53 : 3-5) 

預言者は 人々 に 伝える よう 命じられた ことのみ を 伝える。 彼に ついて アツ ラー 
は 言われる、 

「わたしは 齊 示された ことに 従う だけで あり、 わたしは、 公觸な 一人の 警苦者 
に過ぎない。」 (砂丘 章 4 も 9) 

純 止なる スン ナ とは 規律と 信仰、 崇拝 行為、 また イス ラームが 命ずる 人間関係 
や マナーな どの 現実的な 実践を 指す。 命じられた ことにつ いては アツ ラーの 使 
徒が その 模範 あり、 彼が 人々 に 解き明か しまた 彼が した 通 りに する よう 命じら 
れ る。 例証に ついて 彼は 言う、 「私を 見て、 その 通り 礼拝せ よ。」 （アル ニブ ハー 
リ ■ — に よる） 

全能の アツ ラーは 信仰が 成就す るよう にと、 信者たち に 彼の あらゆる 行為と 言 
葉を 見習う ことを 命じた もう。 かれは 言われる、 

本当に アツ ラーの 使徒は、 アツ ラーと' 終末の 円を 熱望す る 者、 アツ ラーを 多く 
鳴 念す る 者に とフこ 立派な 模範であった。 (部族 連合 章 33:21) 
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預言者の 高潔なる 同胞たち は、 彼の 言葉と 行為を 後代の 者たち に 伝え、 彼ら も 
また その後 代の 者たち に 伝えた。 やがて それは スン ナの 書物に 記録され るよう 
になった。 スン ナの 伝承 者たち は、 誰が それを 伝えた かとい う 点に ついて 非常 
に 厳格で あり、 伝承の 経路を 週れば その 鎖が、 実際に アツ ラーの 使徒の 時代に 
語った 伝承 者と 繫 がって いる ことが その 条件と なる。 （注： スン ナの 伝承に お 
ける こうした 独特な 学術 的 作法 および その 正確さと 精密 さは、 ムス リムたち の 
間にある 学問を もたらした。 それが 「ilmu り arh wat- ね’ deel (人物の 評価)」 な 
ら びに 「ilm mustalahu レ hade が h (ハ ディースの 分類)」 である。 これら 二つの 
学問は ムス リムに のみ 学ぶ ことが 許されて おり、 彼らな 前には 存在し なかった 
ものである。） 彼らは また 伝承に 関わる 者の 全てが 誠実 かつ 公正で、 清廉な 人 
物でなくて はならない ことを 条件と している。 

スン ナは イス ラームの 現実的 実践と して 看做され るのと 同時に、 ク ルアー ンの 
解説で も あり、 これを 解釈し、 また 章句に 含まれる 普遍的な 意 巧を 解き明かす 
ものである。 アツ ラーの 使徒は これら 全てを 時には 彼の 言葉を もって、 また 時 
には 彼の 行為を もって、 また 時には その 両方を もって 引き受けた。 スン ナ は、 
墙 合に よりある 規律 や 規定に ついて ク ルアー ン には 無い 独自の 解釈を もたらす 
こと も ある。 

イス ラームと いう 宗戳 において、 ク ルアー ンと スン ナは 第一義の 根源で ある。 
ゆえに これらを 従うべき 方向と して 信じる 必要が ある。 どちらの 命じる ところ 
も 従うべき もので あり、 それらが 禁じる ものを 慎み、 また それらに 含まれる も 
のを 信頼せ ねばならない。 また それらに 含まれる アツ ラーの 御名、 属性 および 
行為に ついて、 また かれを 信じる ちに 与えられる ものと、 かれを 信じない 敵に 
もたらされる ものに ついても 信じるべき である。 かれは 言われる、 

だが あなたがたの 主に 誓け てそうで はない ので ある。 かれらは 信じない であろ 
う。 かれらの 間の 紛争に 就いて あなたの 裁定を 仰ぎ、 あなたの 判決した こと 
に、 かれら 自身ず 漏を 感じず、 ふから 納得して 信服す るまでは。 (婦人 章 4: 
65) 

かれは またこう も 言われる、 

また 使徒が あなたがたに 与える 物は これを 受け、 あなたがたに 禁じる 物は、 避 
けなさい。 (集合 章 59 : 7) 
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本章に おいては この 宗教の 根源に ついて 紹介した。 次章に おいては この 宗戳に 
おける 各 段階、 すなわち イス ラーム、 イー マーン、 そして イフ サーンに ついて 
論じる。 また 段階に 関する 要約と 共に その 柱に ついても 解説す る。 
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第一の 段階 


イス ラームには 五つの 柱が あり、 それは な 下の 通りで ある。 すなわち アツ ラー 
の 他に 崇拝すべき 神は 無く、 ムハンマドは その 使徒で あると 証言す る こと、 礼 
拝を 行う こと、 ザカーを 支もう こと、 ラマ ダーン 月には 断食を する こと、 そし 
て巡ネ しで ある。 

1 : アツ ラーの 他に 崇拝すべき 神は 無く、 ムハンマドは その 使徒で あると 証言 
する こと。 

証言のう ち 最初の 部分は、 主の 他には 大地に も 諸 天に も 然るべき 神は をな しな 
いという ことを 意 巧す る。 唯一 かれのみ が 真の 神で あり、 かれ 政 外の 神々 は 全 
て擺 神で ある。 （注： Deenul-Haqq P .38 参照） また これは アツ ラー のみに 捧げ 
られた 崇拝を 浄 め、 かれの そばから その他を 遠ざける という 意な でも ある。 こ 
の 証言を 口にする 者が 政 下の 二 点を ム 得ない 限り、 その 益を 得る ことは できな 
し、。 


し 信仰、 知識、 確信、 そして 証言に 対する 愛を もって 証言す る こと。 

2 . アツ ラー 政 外の 崇拝の 対象は 全て 信じない こと。 誰で あれ この 証言を 口に 
しつつ、 アツ ラー 政が の 崇拝の 巧 象への 不信を 持たない 帳り、 この 証言は 何の 
益 ももたら さない。 （注： Qurratu ‘uyoonul muwahhideen, p. 60 参照） 

ム ハン マ ドが アツ ラーの 使徒で ある と 証言す る ことは、 彼が 命じる ところ 全て 
に 従い、 彼が 告げる ところ 全てを 信じ、 彼が 禁じ、 警告した ところ 全てを 慎み、 
彼が 定めた 通りに よっての み アツ ラーを 崇拝 するとい うこと を 意 巧す る。 また 
ムハンマドは 全ての 人々 に 遣わされた アツ ラーの 使徒で あり、 アツ ラーの しも 
べに 過ぎない ことを ムに 留めて おかねば ならない。 それゆえに 彼を 崇拝す るべ 
きでは ない。 むしろ 彼に 従う 者は 誰で あれ 楽園に 入り、 また 彼に 逆らう 者は 誰 
であれ 火獄に 入る 政 上は、 彼に 従い、 彼の 命じる 通りに すべきな ので ある。 同 
時に イス ラームに おける 信仰 上の 規律 や、 アツ ラーに よって 命じられた 崇拝 
の 行為、 法的 システム、 家族 間 あるいは 許された 領域、 または 禁じられた 領 
域に おける 道徳の 問題は 全て この 高貴なる 預言者を 通じる こと 無しには 受け取 
られ 得ない という ことを ムに 留めて おかねば ならな レ、。 何故なら 彼 こそは、 主 
の 法を 伝える アツ ラーの 使徒 だからで ある。 （注： 詳細は Shaykh bin Ba ぉ著 
"Kayfiyy が 111 Salaatin-Nabiyy" 参照） 
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2: ネ L 拝 （注： Deenul-Haqq p. 日 1-52 参照) 


礼拝は、 イス ラームに おける 二つめ の 柱で ある。 それは 人間と その 主を つなぐ 
もので あり、 むしろ イス ラームの 柱で あると 言えよう。 これを 一日に 五 回 繰り 
返す ことで、 人は その 信仰を 新たに し、 自らを 罪の 汚れから 浄 める。 それは 人 
と、 避 雑な もの や 罪との 間を 遮る。 朝、 眠りから 目覚める とき、 現世の 問題に 
闡る 前に、 主の 御前に 向かって 自らを 奇麗に 浄め るので ある。 一日に 五 回、 平 
伏し 起立し 頭を 下げる ことによって、 崇拝に 値する 主の 絶大なる 権利を 肯 
定 し、 主の 威光を いや 増す ので ある。 

この 礼拝を 始める 前に、 人は 自らの ムと 体、 衣類と 字し 拝の 場を 浄 めなくて はな 
ら ない。 ムス リムは、 一 それが 容易で あるならば 一 自分の 仲間で ある 
ムス リム 達と 礼拝を 巧わねば ならない。 彼ら 全員が、 ム において その 主と 向き 
合い、 守護され たる カ アバに 顧を 向ける とき、 アツ ラーの 館 も 彼らの 方を 向い 
ている。 礼拝は、 かれを 主が その 被 削 造 物に 命じた もう 崇拝を 捧げる のに 最も 
適した 形式に 定められ ている。 主を 贊美 する のに、 全身を 用いる ので ある。 舌 
によって 言葉を 唱える ことに 始まり、 ホ 足 や 頭部、 そして その他に も 体の あら 
ゆる 部分 全ての 部分に よって 行う。 

感覚 も 手足 も、 その 取り分を 得る。 ム もまた、 その 取り分を 得る。 礼拝は アツ ラー 
への 顕揚で あり、 主への 称賛と 賞美、 賞揚で ある。 それには、 真実を 証言す 
る こと やク ルアー ンの 朗読 も 含まれて いる。 彼を 管理ず る 主の 御前に 立ち、 主 
への 謙譲と 献身を 示し、 主に 近づける よう 乞い 求める ので ある。 それから 頭を 
巧ず、 平伏の 姿勢を 取った 後で その 墙に 座る。 そして 全てに おいて、 服従と 謙 
譲、 降伏、 主の 偉大 さと、 その 御 力 ゆえに 自らが 無力で ある ことを 主に 示す の 
である。 それから アツ ラーへの 感謝と 賞美を 唱え、 かれの 預言者 ムハンマドの 
平安と 祝福を 願い、 最後に 現世と 来世に おけるな きこと を 願って 礼拝を 締めく 
くる 0 (注: 詳細は Shaykh Ibn B ぉ著 "Risaalataa が fiz-zakaati was-siyaam" 参照） 

3 : ザカー （注： Miftaah daar ぉ -sa'aadah 2, p. 384 参照） 

ザカー、 すなわち 義務と して 定められた 聽 善は イス ラームに おける 第 S の 柱で 
ある。 裕福な ムス リムたち には、 その 財産から ザカーを 支払う ことが 必須の 義 
務 として 定められ ている。 彼が 貧しい 者たち や 困窮者たち、 貧しい 者 や 困窮者、 
その他の 人々 に 与える のは、 財産のう ちごく わずかな 部分で しかない。 
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ムス リムは、 受け取る のに ふさわしい 人に 対し 喜びを もって ザカーを 支払わ 
ねばならない。 受け取る 者に 巧して それを 思い起こさせたり、 また どのような 
方法であろう とも、 それの ために 受け取る 者を 傷つけて はならない。 アツ ラー 
の 喜びを 求めて、 それを 支 もわねば ならない。 ごくわず かで も、 人々 からの 報 
奨や 感謝を ボめ ては ならない。 見せびらかしたり、 を 声を 求めたり せずに、 む 
しろ アツ ラーの ために 支払うべき である。 

ザカーの 支 私は 祝福を もたらし、 貧しい 人 や 困って いる 人、 窮 している 人の ム 
を 喜ばせる。 それは 彼らが 物乞いと なる のを 防ぐ。 裕福な 者たち が 彼らを 見捨 
てると き、 それは 彼らに 対する 同情と なり、 彼らを 悩ませる 驟 殺と 貧困からの 
保護と なる。 ザカーを 支 私う ときには、 その 質に おいて 寛大 さや 度量、 利他の 
精神、 聽 善と 同情に 値する ことが ボ めら れ る。 同時に、 それは 咨畜や 貪欲、 価 
値 無き ものからの 解放を も 意な する。 ムス リムたち は ザカーに よって 互いを 助 
け 合う。 裕福な 者が 貧しき 者に 慈悲を 示す ことで 一 これが 正しく 遂行され 
たなら 一 備えを 持たない 貧しい 者 や 困窮者、 債務に 苦しめられる 者、 糧を 
持たない 旅行者は 共同体から いなくな り、 貧困が 解消され る。 

4: 断食 

ラマ ダーン 月には、 夜明けから 日没まで 断食を 行う。 断食 中の ムス リムは アツ 
ラーへの 崇拝と して 食べ物 や 飲み物、 ‘ 性行為 やそれ に 準ずる 行為を 断ち、 欲望 
の 充足から 自らの 魂を 節制す る。 アツ ラーは、 病人 や 旅行者、 奸娠 中の 女性、 
授乳 中の 母親、 また 出産を 終えた ばかりの 女性に 対しては 断食を 免除した もう。 
かれは、 彼 または 彼女に 対して、 それぞれに 見合った 規律を 定めた もう。 

この 月、 ムス リムは 自らの 欲望に 対して 自己を 節制す る。 この 崇拝の 行為は 
彼の 魂を 動物 的な 世界から、 アツ ラーに 近し い 天使たち の それに も 似た ところ 
へと 連れ出す。 断食す る ムス リムの 状態が、 アツ ラーの 喜びを 成就す る ことな 
外には、 現世に おいて 何 ひとつ 必要と しない 段階に 達する こと も あるだろう。 
断食は ふに 活力を 与える。 世界を 放棄して アツ ラーの 御 許に ある ものを 探し 
求める よう 力 づける。 裕福な 者には 貧しい 者たち や 彼らの 置かれた 状態を 思い 
出させる。 そう して 彼らに 対する 同情を その ふに もたらし 自分たち が アツ ラー 
の ご 好意に よって 生かされ ている こと、 従って 感謝を ますます 深めねば ならな 
いこと を ミロら せる ので ある。 

断食は 魂を 浄化し、 アツ ラーへの 畏れを 生じさせる。 この 崇拝 巧 為を 通じて 主 


104 



を 意識す る ことに 社会 全体が まる 一力 月を 費や 地域では、 幸福 も 困難 も、 現さ 
れる もの も 隠される もの も、 全ては アツ ラーの 制御に よるとい うこと を、 個人 
にも 社会に も 感知させる。 いと 高き アツ ラーへの 畏れに 促され、 アツ ラーは 隠 
された 秘密を ごを 巧で あると 信じる 者なら ば、 大小に 関らず 全ての 行いに つい 
て 問われる 曰、 彼は 当然の ことと して 主の 御前に 立つ であろう。 （注： Miftaah 
daar お- sa'aadah 2, p. 384 参照） 


5 : ハ ッジ （注： 詳細は "Daleelu レ H が wal mu' は m か" ならびに Shaykh Ibn 
Baz 著 "Explan がわ ns in many issues pertaining to Hajj and Umrali" 参' 照） 

マッカに ある アッ ラーの 館への 巡礼を 指す。 成人して おり、 正常 かつ それを 行 
う 能力、 すなわち マッカへの 移動 于 段を 持って いるか、 あるいは その 代償を 支 
払う 余力を 持つ 全ての ムス リムに とっ ての 義務で ある。 全 旅程を 終える に 十分 
な糧を 備えて いなくて はならず、 また 扶養家族 たちが、 不在の 間 も その 生活を 
十分に 賄える ようでなくて はならない。 旅程と、 不在 中の 扶養家族 たちの 安全 
の 確保を 確実に しなくて はならない。 マッカへの 巡礼は、 誰で あれ それを 実行 
できる 者なら ば 生涯を 通しての 義務と なる。 

ハ ッジを 行う 意 まの ある 者は、 彼の 魂が 罪の 汚れから 解放され るよう アッ ラー 
に 悔悟し なくて はならない。 マッカ やその 他の 神聖な 場所に 到着したなら 、票 
拝の 行為 かつ アッ ラーへの 贊美 として ハ ッジの 儲 式を 執り行う。 カ アバ 及び そ 
の 他の 場所を、 アッ ラーに 並べて 崇拝すべき ではない ことを 知] って おかねば な 
らな レ、。 何故なら それらは、 益 も 害 ももたら さない からで ある。 また アッ ラー 
が、 ムス リムたち に 館を 巡礼す るよう 命じた のでは ない こと も 知] って おかねば 
ならない。 そうした ことは、 ムス リムなら ば 誰 一人と してすべき ではない。 

巡礼 中の 巡礼者は、 二 枚の 布から なる か、 衣類を 着用す る。 世界 も 至る所 か 
らム スリムた ちが、 同じ ひとつの 所に 集まり、 同じ ひとつの 服を 身に つけて、 
同じ ひとつの 神を 崇拝す るので ある。 導師 も 弟子 も、 富める 者 も 貧しい 者 も、 
白人 も 黒人 も、 彼らの 間には 何の 違い もない。 全て アッ ラーの 被 削 造 物で あり、 
かれの しもべな ので ある。 信仰と 善行が 外には、 ムス リムを 他の ムス リムより 
も 幢れた 者と する ものは ない。 

ムス リムたち は ハ ッジに よって お 互いを ミロり、 協力 し 合う ことを ミロり、 アッ ラー 
がその ご 計画と して 彼らを 立たせ、 ひとつの 所へ 集める 審判の 日を 思う。 そう 
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して 彼らは、 アツ ラーへの 服従の 行為を 通して 死後に 備える ので ある。 

イス ラームに おける 崇拝： 

(注： Shaykhul Islaam 比 n Taymiyyah 著 "Al-uboodiyyah" 参照） 

内面に おいても 外面に おいても アツ ラーを 崇拝す る こと。 アツ ラーは 劑造 者で 
あり、 あなた 方は その 被 創造物で ある。 あなた 方は しもべで あり、 崇拝す るべ 
き 唯一の 主は かれで ある。 であるならば、 人は その 人生に おいて アツ ラーの 真 
正なる 道を 歩み、 かれの 法に 従い、 かれの 使徒たち の 歩んだ 道に 続かねば なら 
ない。 アツ ラーは しもべた ちに 対し、 かれの 唯一 性を 信じ、 ネ L 拝を 行い、 ザカー 
を 支 私い、 断食と ハ ツジを 実践す るよう にとの 偉大なる 法を 定めた もう。 

しかしながら、 上記の みが イス ラームに おける 崇拝の 行為と いう ことでは ない。 
イス ラームに おける 崇拝の 行為は より 包括的で ある。 アツ ラーを 愛し、 公私に 
渡って 行為と 言葉に よりかれ の ご 満悦を 求める ことが その 全てで ある。 そのた 
め、 アツ ラーが 愛し、 かれが ご 満足した もう 行為 や 言葉は 全て 崇拝と なる。 同 
様に、 アツ ラーの お喜びを 意図して 行われる あらゆるない 習慣 も 崇拝で ある。 
アツ ラーの ご 満悦を ボ めて 自分の 父親 や 家族、 配偶者、 子供たち や 隣人たち と 
の 間にな 好な 閱 係を 築くならば、 それは 崇拝で ある。 家庭 や 市場、 仕事の 塌に 
おけるな い 行いは、 アツ ラーの ためにそう したならば それは 崇拝で ある。 信用 
を 得、 誠実 かつ 正直で あり、 他人を 傷つける ことを 避け、 弱者に 援助を 与え、 
合法的な 手段で 糧を 得、 家 旗と 子供たち のために 費やし、 貧しい 者を なぐさめ、 
病人を 見舞い、 飢えた 者に 施し、 不正な 者を 救い出す ことは、 アツ ラーの ため 
に 為されたならば それは 崇拝で ある。 すなわち、 それが 自らの ためで あれ、 家 
族 や 社会、 あるいは 祖国の ためで あれ、 アツ ラーの ご 満悦を 得ようと 意図して 
のこと ならば、 全ての 行為が 崇拝と なる ので ある。 

善良な 意図を もっての こ となら ば、 自らの 個人的な 情熱を 合法的な 手段で 満た 
す こと も 崇拝と なる。 アツ ラーの 使徒は 「あなた 方のう ち 誰かが、 自らの 性的 
な 欲求を 満たすならば、 それ も 慈善の 行為で ある」 と 語って いる。 （注： ムス 
リムに よる） 

同胞が 尋ねた、 「おお、 アツ ラーの 使徒よ！ 我らのう ち 誰かが 性欲を 満たした と 
しても、 報奨が 与えられる のでし ようか？」 
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彼は 答えた、 「正直に 言いなさい。 それが 不 合法な チ 段で 行われたなら 彼は 罪 
を 得よう。 同じく、 それが 合法な 千 段で 行われたなら 彼は 報奨を 得よう。」 

預言者は こう も 言った、 「あらゆる ムス リムは 感 善を 支 化うべき である。」 

彼は 尋ねた、 「態 善に 支おう ものを 持たない 者は どう すればないで しょうか？」 

彼は 答えた、 「彼の 両手を もって 働き、 それから 慈善を 支払いなさい。」 

彼は 再び 尋ねた、 「 しか しそれ が 出来ない 塌 合は？」 

彼は 言った、 「過誤に ある 者を 操 助しなさい。」 

彼は 再び 尋ねた、 「 しか しそれ が 出来ない 攝 合は？」 

彼は 言った、 「あらゆる 良き ものを 受け入れなさい。」 

そして 彼は 再び 尋ねた、 「しかし それでも、 それが 出来ない 墙 合は？」 

彼は 答えた、 「悪を 行う ことを 避けなさい。 彼に とっては、 それ も 態 善の 行為 
である。」 （注： ブ ハーリー ならびに ムス リムに よる） 

(注： 本章に ついては Shaykh Muhammad bin Abdul-Wahhab 著 "Kitaabut- 
Tawheed " ならびに " Al - Usooluth - Thalaathah "、 また " Aadaabul-mashyi ilas - 
Salaah " を 参照の こと。 また 詳細に ついては Abdur-Rahmaan Al - Umar 著 
" Deenul - Haqq " ならびに Muhammad bin 'Alee al-Arfaj 著 "Maalaabudda min 
ma'rifatihi anil Islaam"、 Abdullah Al-Jaarallaah 舊 "Arkaanul Islaam" 、 Shaykh 
Abdullaah Al-Jibreen 監修 "Sharh arkaanil Islaam wal Eemaa が 参照の こと） 
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第二の 段階 


信仰 (イー マー ン） と、 信仰に おける 六本の 柱が ある。 アツ ラー、 天使たち、 書物、 
使徒たち、 そして 週末の 日と 定 命を 信じる ことが それに ホ 日当す る。 

1: アツ ラーを 信じる こと 

かれの 主権、 すなわち かれ こそは 主で あり、 創造主で あり、 万物の 所有者で あ 
りこれ を 司る 者で ある ことを 信じなくて はならない。 また かれのみ が 崇拝に ふ 
さわし いという ことを 信じなくて はならない。 何故なら 真実の 主は ただ かれの 
みで あり、 かれ 从斜 はすべ て 虚偽の 擺神 だからで ある。 また、 かれの 持つ 美し 
い 御 あと、 かれの 持つ 完璧 かつ 最も 優れた 属性を 信じなくて はならない。 々、れ 
は 言われる、 

「(かれは） 天と地、 また その 閒 にある 化ての ちの 主で あられる。 だから かれに 
化え、 かれへの 奉 化の ために 麻え 忍びなさい。 あなたは かれと 肩を、 がべ 呼ぶ も 
のを （外に） 知っている のか。」 (■マルヤ ム章 19 : 65) 

また かれが うたた 寝 や 睡眠に 襲われる こと もない。 隠されて いるもの や 証拠の 
全てを ミロり、 天地の 主権は 全て かれに 属する という ことを 信じるべき である。 
かれは 言われる、 

幽么界 の 鍵は かれの 御 許に あり、 かれの 外には 誰も これを 知らない。 かれは 陸 
と 海に ある 化ての ものを 知って おられる。 一枚の 木の葉で も、 かれが それを 知 
ら ずに 落ちる ことなを く、 また 大地の 赔觸の 中の 一粒の 殻 物で も、 生気が あ 
るの 力、、 または 枯れて いるの か、 明瞭な 天の 書の 中に ない ものは ない ので ある。 
(家畜 章 6 : 59) 

また かれ 一 かれに 称 賞 あれ 一 がその 玉座を、 かれの 知識と 共に 被 削 造 
物の 上に 高く 掲げ、 ゆえに 被 創造物たち について 知悉し、 彼らの 声を 間き、 彼 
らの 様子を 見、 彼らの 問題を 制御した もうこと を 信じなくて はならない。 かれ 
は 貧しき 者に 施し、 藩胆 する 者には 安ムを 与え、 お望みの 者に 権威を 与え、 ま 
たお 望みの 者から 取り上げ たもう。 かれは 意志を 有し、 また お望みの 通りに 行 
いたもう。 （注： Al-Aqeedatus-saheehah p.l7 および A が edatul ahlus-sunnah 
waljamaa'ah p. 25 参照） 
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アツ ラーを 信じる ことの 益は け 下の 通りで ある： 


1. それにより、 人は アツ ラーを 愛し、 かれを 賞美し、 かれの 命ずる ところを 
行い、 かれが 禁ずる 全てを 慎む ようになる。 これを 巧う 者は、 現世と 来世に お 
ける 完璧な 幸福を 成就す る。 

2. アツ ラーへの 信仰を 通じて、 意識の 中に 自尊 ムと 尊厳が 芽生える。 世界に 
存在す る あらゆる ものの 真の 所有者は アツ ラーの みで あり、 かれの 他には 益 も 
害 ももたら す 者は ない と 知る ことで、 人は アツ ラーな 外の 全てを 捨て去り 、アツ 
ラーな 外に 対する 畏れを ふの 中から 取り除き、 アツ ラー 政 外に 希望を 託さず、 
アツ ラーの 他には 何も 畏れない ようになる。 3. アツ ラーへの 信仰を 通じて、 
ふの 中に 謙譲が 芽生える。 あらゆる 援助が アツ ラーに よっても たらされる こと 
を 知れば、 悪魔には 彼を 嘯す こと も 出来なくなる。 横柄 かつ 尊大に なること も 
なく、 権力 や 財産を 自慢す る こと もなくなる。 

4. アツ ラーを 信じる 者たち には、 成功と 救済への 道は アツ ラーが お喜びに な 
る 善行 政 外には ない という 確かな 知識を 得る だろう。 一部の 人々 は、 アツ ラー 
の 息子が 人類の 罪に 巧す る 償いと して 碟 にされ たという 過誤を 信じて いる。 ま 
た 別の 人々 は、 彼らの 欲する ところを 叶えて くれる ものと 考えて、 実際には 益 
も 害 ももたら さない 擬 神を 信じて いる。 また 別の 人々 は 無神論者 であり、 削 造 
主の 存在 そのものを 信じない。 これらの 信条は 全て 単なる 希望的観測に 過ぎな 
い。 こうした 信条を 持つ 者は、 復活の 日に アツ ラーと 出会った ときに 真実を 巧 
り、 自分たち が 明らかな 過誤に あった ことを 理解す るので ある。 

日. アツ ラーへの 信仰を 通じて、 人の 中には 勇気、 忍耐、 堅固と いった 大 いな 
る 活力が 生じる。 アツ ラーを 信頼し、 アツ ラーの ご 満悦を 成就す るた めに、 現 
世に おいて 高邁な 目的の ために 努力す るよう になる。 彼は 天地の 所有者に 信 
頼を 託し、 かれの 援助と 導きを 得る だろうと いう 完全な 確信を 得て いる。 忍 
耐 と、 アツ ラーに 巧す る 信頼に おいて、 彼は 山々 のように 堅固と なる。 （注： 
Aqeed が U ah lus-sunnah waljamaa*ah p. 44 ならびに Mabadiul Islaam p. 80,84 
参照） 

2: 天使たち を 信じる こと 

ムス リムは 天使たち の 存在を 信じなくて はならない 。アツ ラーは 彼らを 削 造し、 
彼らに ついて 「あ誉 あるし もべ （預言者 章 21 : 26-2 の」 と 説きた もう。 主 
が 語らない 帳り は 彼ら も 語らず、 また 彼らの 行いは 主の ご 命令に よる もので あ 
る。 主は 彼らの 前に ある もの も 後に ある もの も ご存知で あられる。 主の ご 満悦 
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に 通じる こと 从 外に、 彼らには 執り成す ことは できない。 彼らは 畏怖と 畏敬の 
念を もっ て 主の 御前に 立つ。 

また かれは、 彼らに ついて 政 下の ように 説き明かされる 、 「かれに 化え て窩慢 
でもな く、 疲れ も 知らない。 かれらは 每円每 晩に かれを 讚え、 休む ことを 知ら 
ない。」 (預言者 章 21 : のぶ 0) 

アツ ラーは 彼らを 人の 目から 隠した もう。 それゆえ、 私たちには 彼らを 見る こ 
とはで きない。 だが アツ ラーは、 時として かれの 預言者たち、 使徒たち に 巧し 
ては 彼らを 示した もう。 

天使たち には、 割り当てられた 使命が ある。 ジブリールには、 アツ ラーが 望み 
たもう かれの 使徒に、 アツ ラーからの 啓示を 運ぶ 役目が 与えられ ている。 彼 
らの 中には、 魂を 運ぶ 役割を 持つ 天使 もし かば、 胎児を 子宮へ 連れて ゆく 役割 
を 持つ 天使、 人類を 保護す る 天使 もい る。 彼らの 中には、 人間の 行為を 記録す 
る 役割を 持つ 者 もい る。 あらゆる 人には 二人の 天使が ついて おり 、 「ち 側に ま 
た 左側に 坐って、 艺 K の (守護の 天使が 鑑視 者が 盛視 する。 かれが まだ 一言 
も 言わない のに、 かれの 傍の 看守は (記録の) 準備を 整えて いる。」 けー フ 
章 日 0 : 17-18) 

天使たち を 信じる ことの 益 

し 多 神戳の 汚れから、 ムス リムの 信仰を 浄化す る。 アツ ラーの 削 造に よる、 
これら 素 晴ら しい 役 剖を 担う 天使たち の 存在を 信じる ことにより、 一部の 人々 
が、 世界に おける 出来事に ついての 役割を 担って いると 主張す る 類いの 想像 上 
の 生き ものの 存在を 信じる ことから 解放され るので ある。 

2. ムス リムたち に、 天使たち は 益 も 害 ももたら さず、 彼らは 名誉 あるし もべ 
であり、 アツ ラーに 命じられれば 逆らわず、 ただ 命じられた 通りに 巧う のみで 
ある ことを 知らし める。 ムス リムは 彼らを 崇拝せ ず、 自らの 問題に ついて 彼ら 
の 導きを 求めたり、 彼らに 託したり する ことは ない。 

3: 書物を 信じる こと 

真実を 解き明かし、 これに 招く ために、 アツ ラーが かれの 預言者たち、 使徒た 
ちに 啓示した もう 書物を 信じる ことで ある。 アツ ラーは 言われる、 
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ちに われは 明 証を 授けて 使徒たち を 遣わし、 また かれらと 一緒に、 啓 興と 姐‘ 
那 の） 砰を ドした。 それは 人び とが 正義を 巧うた めで ある。 (鉄 章 57： 
25) 


これらの 書物には 複数 ある。 それらには 預言者 イブ ラー ヒー ムの 書、 預言者 ムー 
サ ーの トーラー （律法)、 預言者 ダー ウー ドに 下された 詩篇と、 預言者 イエス • 
キリストが もたらした 福音 も 含まれて いる 一 彼ら 全ての 上に 平安 あれ。 

上記の 書物を 信じる ことは、 それを 啓示した のは アツ ラーで あり、 そこには アツ 
ラーが 当時の 人々 が 守る ように 望みた もう 法が 含まれて いると 信じる ことで あ 
る。 


アツ ラーが 知らせた もう これら 書物の すべては、 ほとんど 消失して いる。 イブ 
ラー ヒー ムの 書は、 もはや この 世には 存在して いない。 トーラー、 福音書、 そ 
して 詩篇に 闡 しては、 たとえ その 名で 呼ばれる 書物が ユダヤ 戳徒や キリスト教 
徒の 手の 中に あった としても、 変更 や 加筆が なされ、 もはや 原型を 留めて おら 
ず、 更に 元の 内容の 多くは 失われて しまって いる。 これらの 一部では 無い もの 
が 含められ、 また その 著者に よる ものでは 無い ものが、 そうで あるかの ように 
撒 われて いる。 例えば 旧約聖書は 四十 巻な 上の 書物を 擁する が、 ムーサーに 起 
因す る ものは そのうち わずか 五 冊の みで ある。 現存ず る 福音書は、 何 ひとつと 
して イーサ ーに 起因す る ものでは ない。 アツ ラーが 啓示した もう 最後の 書物は、 
預言者 ムハンマドに 下された ク ルアー ン である。 それは 今 もな お 常時 アツ ラー 
によって 保護され、 完全な まま 保たれて いる。 その 文章、 言葉、 音と 意味には、 
いかなる 変化 も 変更 も 忍び寄る ことは 皆無であった。 

ク ルアー ン は、 様々 な 点に おいて 前掲の いかなる 書物と も 異なって いる： 

1. 過去の 書物は 失われて しまった。 それらには、 然るべき 所有者で はない 者 
たちに よる 変更 や 加筆が 付け加えられ ている。 多くの 解説 や 解釈が 加えられて 
おり、 そこには 神の 啓示、 理法と 自然を 否定す る もの も 含まれて いる。 ク ルアー 
ンに闡 しては、 今な お アツ ラーが ムハンマドに 示した もう 文字と 語句の まま、 
アツ ラーに よって 保護され ている。 変更 や 追加が、 これに 忍び込んだ ことは な 
い。 ムス リムたち がク ルアー ンに 傷が つく ことを 拒み、 そのままの;! ザ 態で 保持 
する ことを 強く 望んだ からで ある。 彼らは その 中に、 預言者の 人生 史や 彼の 同 
胞 たちの 記録、 ク ルアー ンの 解説、 あるいは 崇拝 行為 や 人間関係 に関する 規律 
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な どを 混入す る ことは しなかった。 


2 . 現代に おいては、 古典に 関して 歴史学 的に 信頼に 足る 言説は 皆無で ある。 
そもそも 啓示のう ちいくつ かは、 どのような 言語を 用いて 下された のか も 不明 
であり、 また 何が 啓示され たの かにつ いても 知] られ ていない。 それらの 一部は、 
実際に それを 著した 者とは 別の 者に よる ものと さえされ ている ので ある。 クル 
アーン について は、 音声 または 書面の 形式に おいて、 ムハンマドに 続く 方法で 
連綿と 受け継いで きたいつ いかなる 時代 や 地域に おいても、 同様の 複写が 無数 
に 存在し、 また 暗記に よって この 書物を ムに 保管して いる 無数の ムス リムたち 
が 存在した。 もしも 口頭に よる 復誦が 書面に よる 穂 写と 一致して いない 墙 合、 
異なる 複写は 認められない。 人々 の 記憶と 書面に よる 複写は、 常に 一致して い 
なければ ならない からで ある。 


上記に 加えて とりわけ ク ルアー ン は、 世界中の いかなる 書物よりも はるかに 多 
くの 場面に おいて、 暗記に よって 伝えられ たので ある。 こうした 伝達 方法は 特 
殊な ものでは なく、 ムス リムたち の 間での み 見受けられる という ものでは ない。 
ク ルアー ン は、 この 方法に よって 保護され てきた ので ある。 学生たち は、 戳師 
のをに 自らの ふを 預けて ク ルアー ンを 学ぶ。 そして 教師 もまた、 かつては 彼の 
戳 師の于 によって ク ルアー ンを 暗記して 学んだ ので ある。 また、 教師は 学生た 
ちに 「イジ ャー ザ」 と 呼ばれる 免状を 与える。 それは 教師が、 自分が その 戳師 
から 学んだ ことを 学生 達に 伝達し 終えた ことを 証明す る もので あり、 戳師 から 
戳師 へ、 誰が 誰から ク ルアー ンを 学んだ のかを 明らかにし、 それは 最終的には 
アツ ラーの 使徒に 連続して いる。 これが アツ ラーの 使徒に 連なる、 戳師 たちの 
口頭に よる 継承の 鎖で ある。 

ク ルアー ン における あらゆる スーラ （章)、 また あらゆる 語句は ムハンマドに 
啓示され た 当時の ものと 相違ない という 点に ついては、 継承者た ちの 鎖に よる 
強い 証拠と、 歴史の 証明が 数多く 存在す る。 

3. 過去の 書物が 啓示され た 際に 用いられた 言語は、 長い 時を 経て ほぼ 絶滅し 
ている。 現代に おいては、 これらの 言語を 話す ものは 皆無で あり、 理解で きる 
者 も ごくわず かで ある。 ク ルアー ンが 啓示され た 言語に ついては、 今 もな お 何 
千万に も 及ぶ 人々 が 使用す る 生きた 言語で ある。 それは 世界中の あらゆる 国に 
おいて 戳 えられ、 また 学ばれても いる。 たとえ これを 学んだ ことのない 者で あっ 
て も、 ク ルアー ンの 意味を 戳 える ことができる 者は いたるところに 見出せる。 
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4. 前掲の 書物に ついては、 それぞれが 特定の 時代、 特定の 地域に 向けて 下さ 
れ たもので ある。 それゆえ、 そう した 地域 や 時代に 特有の 規則が 含まれて いる。 
こう した 特徴を 持つ 書物が、 全ての 人類に とり 適切で あるとは 言えない。 

偉大なる ク ルアー ン は、 あらゆる 時代と あらゆる 人々 に とって 意 巧を 持つ。 人 
間 同 ± が 互いに どう 関るべき か、 あらゆる 時代に おいても 通用す る 礼 儲 や 規則 
を 含んで いる。 何故なら、 これは 全人 類に 下された 書物 だからで ある。 

な 上を 鑑みれば、 最初の 原形 も 失われ、 もはや 世界の 誰も 使用し ない 言語に よっ 
て 記された 書物の ように、 人間に とって 不利で しかない ものが アッ ラーの 確証 
であるは ずがない ことは 明白で ある。 アッ ラーに よる、 被 創造物に 対する 確証 
ならば、 それは 保護され、 加筆から も 守られた 書物の 中に 存在す るは ずで あ 
る。 その 複写は あらゆる 場所に 広まって いるは ずで あり、 全人 類に アッ ラーの 
メッセージを 伝える ことので きる よう、 何百 万と いう 人々 によって 読まれる 生 
きた 言語に よって 記された ものでなくて はならない。 その 書物 こそは アッ ラー 
によって 預言者 ムハンマドに 啓示され、 な 前の 書物に ついて 証言し、 また 変更 
される 政 前の それらに ついて 確証す る 偉大なる ク ルアー ン である。 この 書物 こ 
そは 全人 類が 従うべき もので あり、 それは 彼らに 対する 巧と なり、 癒しと なり、 
また 導きと 聽悲 となり 得る ものである。 アッ ラーは 言われる、 

だが これ (ク ルアー ン） は、 われが ドした 祝福され た 啓 典で ある。 だから これ 
に從っ て、 あなたがたの 義 凝を 尽くしなさい。 恐らくる をた な、 慈悲に 浴す る 
であろう。 (蜜蜂 章 6 : 155) 

かれは またこう も 言われる、 

言って やる 力 化、 い。 「入び とよ、 わたしは アッ ラーの 使徒と して、 あなたげ た 
凡てに 遣わされた 者で ある。」 偏 避 章 7 : 158) 

(注： 本 項に ついては Al-Aqeed が u-s-saheehah P. 17 ならびに Aqeedatu ahlis- 
sunnah waljamaa'ah p. 22、 Mabaadiul Islaam p. 89 参照） 

4: 使徒たち を 信じる こと 

アッ ラーが その 被 創造物に 対し アッ ラーを 信じ、 使徒たち を 信じる 者には 楽 
園の 吉報を 伝え、 また 逆らう 者には 懲罰が ある ことを 警告す るた めに 使徒たち 


113 



を 遣わした ことを 信じる ことで ある。 アツ ラーは 言われる、 


本当に われは、 み々 の 民に 一人の 使徒を 遣わして 「アツ ラーに え、 邪神を 避 
けなさい。」 と (命じた)。 嫌畜章 16 : 36) 

かれは またこう も 言われる、 

使徒たち に 吉報と 警 ちを 戀せ たのは、 かれらの (遣わされた) 後、 人々 に、 ァツ 
ラーに 対する 諭 争がない ようにす るた めで ある。 (婦人 章 4: 165) 

使徒たち は 数多く 存在す る。 最初の 者は ヌーフ であり、 最後の 者は ムハンマド 
である。 イブ ラー ヒー ム、 ムーサー、 イーサ ー、 ダー ウー ド、 ヨナ、 ザカリヤ、 
そして サ ーリフ など、 アツ ラーは 彼らに ついて 多くの 物語を 告げた もう。 また、 
アツ ラーが 物語を 伝えて いない 者たち も 数多く 存在す る。 アツ ラーは 言われる、 

をる 使徒たち に 就いては、 死に われは あなたに 當 げたが、 ホ だ あなたに 萬げ て 
いない 使徒たち もい る。 (婦人 章 4 : 164) 

彼ら 全ての 使徒たち は、 アツ ラーに よって 削られし 人間であった。 彼らは 主権 
や 神権に ホ 日当す るいかなる 質 も 持たない。 従って、 彼らに 巧して はいかなる 票 
拝 行為 も 捧げるべき ではない。 何故なら 彼らには、 どのような 害 も 益 ももたら 
さない からで ある。 預言者 ヌーフ について アツ ラーは 言われる、 

わた しは あなたがたに 祠 かって、 わた しが ァッ ラーの 宝物を もっ ている とも、 
幽么舜 を知っ ている とも > また わた しは 天使で あると も 言わない。 (フー ド 
章 ： 31) 

アツ ラーは また、 ムハンマドに 対しこう 伝える ように 命じた もう、 

「アツ ラーの 宝物が わたしの 于 にある とは、 あなたがたに 言わない。 また わた 
しは、 幽么 -界に 就いても 巧らない。 また わたしは 天使で あると も 言わない。」 
(家畜 章 6 : 50) 

またこう 伝える ように も 言われる、 
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「 わた しは アッ ラーが 御が みに ならない 腿り、 自分自身の ための 利害 すら 肯地 
にお 来ない。」 傭 盤 章 7 : 188) 

従って、 預言者た ちとは アッ ラーが 選びた もうかれの しもべで あり、 メッセ ー 
ジを 啓示され た 名誉 ある しもべな ので ある。 彼らの 宗戳は イス ラームで あり、 
アッ ラーは これな 外の いかなる 宗戳を も 認めた まわない 。アッ ラーは 言われる、 

本当に アッ ラーの 御 許の 教えは、 イス ラーム (主の 意志に 服從、 帰依す る こと) 
である。 (イム ラーン 家 章 3 : 19) 

預言者た ちの メッ セージは、 その 基本に おいて 同一で あり 法に おいて 異なって 
いる。 アッ ラーは 言われる、 

われは、 あを たが’ たみ 育の ために、 聖い 戒律と 公明な 遊と を 定めた。 (を 卓 
章 5 : 48) 

これらの うち、 最終的な 法は ムハンマドの それで ある。 これは が 前に 下された 
他の いかなる 法を も 廃止す る ものである。 彼の メッセージは 神からの 全ての 啓 
示のう ち 最後の もので あり、 彼は 全ての 使徒たち のうち 最後の 者な ので ある。 
誰で あれ、 預言者を 信じる 者は 彼ら 全てを 信じなくて はならず、 そのうち 一人 
でも 否定ず るなら ば、 全員を 否定す るに 等しい。 何故なら 全ての 預言者た ちと 
使徒たち は、 アッ ラーを 信じ、 かれの 天使と 書物、 かれの 使徒たち と 週末の 日 
を 信じる よう 呼びかけ ており、 彼らの 宗教は 同じ ひとつの もの だからで ある。 
全員が 預言者たち と 使徒たち を 信じる よう 呼びかけて いるが 上、 誰か 一人を 信 
じない 者は、 彼ら 全員を 信じて いないと いう ことになる。 （注： Al-Aqeed が US- 
saheehah p. i / なら びに Aqeed が u ah lus-sunnah waljamaa*an p. 25 参' 照）/ ッ 
ラーは 言われる、 

{を 徒は、 主から ドされ たものを 信じる、 信者たち もまた 同じで ある。 (かれらは) 
皆、 アッ ラーと 天懊 たち、 諸 啓 典と 使徒たち を 信じる。 (雌牛 章 2： 285) 

かれは またこう も 言われる、 

了ッ ラーと かれの 使徒たち を/言 じを いで アッ ラーと かれ の 使徒たち の 間を、 
かけようと 欲して、 「わたしたちは ある ものを 信じる が、 ある ものは 信じない。」 
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と 言い、 その 中間に、 一つの 路を 得ようと 欲する 者が ある。 これらの 荐 こぞな > 
本当にず 信者で ある。 われは ホ 信者の ために 恥ず べき 懲罰を 備え ている 。 (婦 
乂章 4 : 150-151) 

5: 終末の 日を 信じる こと 


何故なら、 世界に 存在す る あらゆる ものは その 終わりに 死を 迎える からで あ 
る！ それでは、 死後の 人間には 何が 定められて いるの だろう か？ 現世に おける 
懲罰を 免れた 不正な 者の 結末とは いかなる ものであろう か？ 彼らが 為した 不 
正義の 責任から 逃れうる ものだろう か？ 現世に おける 報奨を 受け取る ことの 出 
来なかった 正しき 人々 はどうなる のだろう か？ 彼らの 報赞は 無に 帰す るの だろ 
うか？ 


本当に、 アツ ラーが 世界の 終末を 裁可し あらゆる 被 創造物と 地球が 死を 迎え 
るまで、 人類は 世代から 世代に 渡って 常に 死を 迎えて 続けて きたので ある。 あ 
ら ゆる ものが 証言 者と なる その 曰に、 アツ ラーは 全ての 被 創造物を 復活 させた 
もう。 その 日、 アツ ラーは 過去の 全ての 者たち、 後から 来た 全ての 者たち を 集 
めた もう。 それから、 かれは 彼らに 対し、 現世に おける 彼らの 全ての 行為を、 
なきもの も 悪き もの も 挙げる よう 告げた もう。 信仰者た ちは 楽園へ と 導かれ、 
不信仰 者たち は火獄 へと 追し 、立て られ る。 

楽園とは、 信仰す る 友人たち のために かれが 用意した 平和の 住処 である。 そこ 
には、 誰し もが 説明し 得ない あらゆる 種類の 幸福が ある。 そこには 階梯が あり、 
また あらゆる 階梯に、 アツ ラーへの 信仰と 服従の 度合いに 応じてな 人たち が 住 
まう。 楽園の 住人たち のうち、 最も おい 階梯は、 現世に おける 十の 王国を 一人 
で 支配す る 王の それに 等しい。 

地獄とは、 かれを 信じない 者たち のために アツ ラーが 用意した 懲罰の 住 姐で あ 
る。 そこには、 ほんの 少し 語る だけで も 恐ろしい あらゆる 種類の 業苦が ある。 
もしも 来世に 住まう 者に 対し、 アツ ラーが 死め ことを 許したならば、 火 獄の住 
人たち は 必ずや 迷う こ となく 死を 選び 取る だろう。 

アツ ラーは その 知識に より、 人間 それぞれの 言動に ついては なきもの も 悪き も 
の も、 公私に 渡り 全て ご存知で あられる。 かれは 一人の 人間に 巧し、 二人の 天 
使を 遣わした もう。 一人は 善 巧を、 もう 一人は 悪行を 記録して おり、 何 ひとつ 
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漏らす ことがない。 アツ ラーは 言われる、 


かれが まだ 一言 も 言わない のに、 かれの 傍の 看守は (記録の) 準備を 整えて い 
る。 (カーフ 章 50 : 18) 

彼の 行為は 全て 書物に 記録され、 それが 復活の 日に 手渡され るので ある。 アツ 
ラーは 言われる、 

(行いを 記録した) 書冊が (前に) 置かれ、 犯罪者が その 中に ある ことを 恐れ 
ている のを、 志を たが‘ たは 姑る であろう。 かれらは 言う。 「ああ、 情けない。 
この 書册は 何とした こと だ。 細大 漏らす ことなく、 数えた てて あるとは。 j を、 
れら なぞの 巧った (凡ての) ことが、 かれらの 前に あるのを 持る。 あなたの 主 
は 誰もず 当に 扱われない。 (洞窟 章 18:49) 

人は 自らの 記録を 読む が、 書かれて いる ことにつ いては 何 ひとつ 否定し ないだ 
ろう。 そしても しも 自らの 行為に ついて 何 かしら 否定したならば、 アツ ラーは 
その 者の 耳 や 目、 手 や 足 やか U こ 語る 力を 与え、 彼らに 証言 させた もう。 アツ ラー 
は 言われる、 

すると かれらは、 (自分の） 皮膚に 向かって 言う。 「あなたがたは 何故 わたした 
ちに 普いて、 証言を する のです か。」 それらは f 答ぶ の 「凡ての ものに 語らせ 
られ るよう にされ た アツ ラーが、 わたしたちに 語らせられます。 かれは 最初に 
あなたがたを 削り、 そして かれの 御 許に 帰らせられます。」 と言う。 また、 「ぁ 
なた がた は、 自分の 巧 や 目 やお 膚 が、 をな たがた に 背く ような 証言な ど 出来 
ない 化 思いん 自分を 庇う こと もしなかった。 寧ろ あなたがたは 自分の 巧っ 
ていた ことを ど、 アツ ラーが 沢山 知って おられる 訳がない と、 考えて いた。」 

(: フツ スイ ラ 章 4 i : 21-22) 

終末の 日、 すなわち 復活の 日を 信じる ことにつ いては、 全ての 使徒たち と 預言 
者たち が 説いて いる。 （注： 復活の 更 なる 確証に ついては 本書に おける 復活の 
項 参照） アツ ラーは 言われる、 

かれの 巧の 一つを、 をな たは 荒れ果てた 大地に} i る。 われが その上に I おを 降ら 
せる と、 動きだし、 盛り上がる。 本当に それに 生命を 与えられた 方は、 まさに 
化 者を 嫂ら せられる 方で ある。 かれは、 化げ る ことに 全能で ある 。 (: フツ スイ 



ラ 章 41 : 39) 


かれは またこう も 言われる、 

かれらは、 天と地を 削 造な され、 その 剝 造に 疲れる こと もない アツ ラーが、 化 
者を 踐ら せる ことくら い、 できる とは 愚わない のか。 (砂を 章 46 : 33) 

これは 神の 知識を 必要と する ものである。 アツ ラーは その 被 創造物を 無為に 削 
り たまわず、 また 好き勝手 にさせる こと もない。 ミロ 性に おいて 最も 弱き 人で も、 
そうと 意図す る こと 無しには どのような 重要な 行動 も 起こせない。 人間の 墙合 
を 考えて さえそう であるのに、 どうして アツ ラーが 面白半分に 人間を 削り、 無 
駄な ままに 放置した まうな どと 思える だろう か。 人々 が 何を 言おうと も、 アツ 
ラーは はるかに 高く 貴い。 アツ ラーは 言われる、 

「あを たが’ たな、 われが 戲れ にあな たがた を 削った とで も 考えて いたの か。 ま 
た あを たがた な、 われに 帰されな いと 考えて いたの か。」 a 言 若たち 章 23: 
115) 


かれは またこう も 言われる、 

われは 天と地、 そして その 間にある ものを、 驟らに 削らなかった。 それは 信仰 
のない 者の 憶測で ある。 だが (いずれ 地獄の) 火を 味わう 信仰の ない 者 こそ 哀 
れ である。 (サー ド 章 38:27) 

全ての 賢い 者たち が、 最後の 審判の 日を 信じる ことの 必要性を 証言して いる。 
ミロ 性と 理性が それを 必要と して おり、 また 健全な 人間性は それに 同意す る 人が 
復活の 日を 信じる とき、 慎む ように 命じられた ことを 慎まねば ならない のは 何 
故な のか、 また 行うよう に 命じられた ことを 行わねば ならない のは 何故な のか 
を 理解し、 アツ ラーと 共に ある ものを 望む ようになる。 また、 人々 に 不正を 為 
す 者は、 その 必然と して 報いを 受け、 復活の 日には 彼が 悪を 為した 人々 から 復 
警 される であろう ことを ミロる だろう。 また、 人には その 返報が あると いう こと 
を 巧る だろう。 なき 行いには 良き 報奨が、 また 悪しき 巧い には 相応の 罰が、 各々 
の 魂が 自らの 努力に 対して 報いを 得る ことで、 神の 正義が 完成す るので ある。 
アツ ラーは 言われる、 
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一微 壓の電 さで も、 善を 巧った 著な それを 姑る。 一微 廬の電 さで も、 悪を 巧っ 
た 省は それを おる。 (地 儀 章 99: 7 め 

人類のう ち、 復活の 曰が いつ 訪れる のかを 知る 者は 誰 ひとりと していない。 こ 
の 日に ついては、 遣わされた 預言者に も、 愛されし 天使たち にも 知] ら されて い 
ない。 この 日に ついての 知識は、 アツ ラーのみが 保持した もう。 るかは 言われる、 

かれらは (最後の 審判の) 時に 就いて、 何時 それが やって来る のかと あなたに 
問う でを ろう。 言って やる 力 化、 い。 「それを 知る 方は、 W わたしの 主 だけで ある。 
その 膊 (最後の 審判) を 知らせて ド さるのは かれの 外には ない。」 (: 鳥‘ 壁 章 7; 
187) 

かれは またこう も 言われる、 

アツ ラー、 本当に かれ (だけ) が、 （審判の) 時を 知って おられる。 (ル クマー 
ン章 31 : 34) 

6: 定 命を 信じる こと 

アツ ラーは 起きた こと もこれ から 起こる ことにつ いても 知] りたもう ことを 信じ 
なくて はならない。 々ホは 状態と 行為、 かれの しもべた ちの 寿命と その 糧 につ 
いて 知りた もう。 かれは 言われる、 

本当に アツ ラーは、 化ての ことを 熟知な される。 (娜 蛛窜 29 : 62) 

かれは またこう も 言われる、 

幽么界 の 鍵は かれの 御 許に あり、 かれの 外には 誰も これを 知らない。 かれは 陸 
と 海に ある 凡ての ものを 知って おられる。 一枚の 木の 榮 でも、 かれが それを 知 
ら ずに 落ちる ことは なく、 また 大地の 赔 職の 中の 一粒の 穀物で も、 生気が あ 
るの か、 または 枯れて いるの か、 明瞭な 天の 書の 中に ない ものは ない ので ある。 
(家畜 章 6:59) 

(注： ク ルアー ンの 中で も、 それが アツ ラーから 啓示され たもので ある ことを 
明白な 証拠 かつ 決定的な 証明と して 示す のは この 句の みで ある。 あらゆる 時代 
における 人類一 知識が 広まった 現代に おいてさえ 人間は 撒慢 であるが 一 
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こうした 包括的 かつ 網羅 的な 思考を 獲得せ ず、 物事を あるがままに 放置して 
いる。 最大限に 努力した としても、 出来る ことは 特定の 環境に おける 植物 や昆 
虫の 不思議を 解明す るた めに それらを 観察す る ことで ある。 しかし 木々 や 虫た 
ちは それよりも 更に 多くを、 化たち に 隠して いるので ある。 包括的 かつ 網羅 的 
な 思考とは 人類に とっては 未知で あるか、 あるいは その 能力を 持って いない） 

これら 全てを、 るかは 御 許に 記録した もう。 かれは またこう も 言われる、 

われは 一切を、 明瞭な 記録 簿の 中に 数え上げ ている。 け" 一 •ス ィー ン章 
36 : W 

かれは 言われる、 

あなたは アツ ラーが、 天に あ り 地に ある 一切を 知っ て おられる こ とを 知らない 
のか。 それは 化て 記録に 載せて ある。 それは、 アツ ラーに おいては 容易な こと 
でる る。 (巡礼者 章 22 : 70) 

かれは またこう も 言われる、 

何 かを 望まれる と、 かれが 「ちれ。」 と 御 命じに なれば、 即ちち る。 (ヤ ー . 
スィー ン章 36 : 82) 

あらかじめ 全てを 定めた もうは アツ ラーで あり、 また 全てを 削りた もうは かれ 
なので ある。 かれは 言われる、 

本当に われは 化ての 寧 物を、 きちんと 計って 削 造した。 (脂 54 : 49) 
かれは またこう も 言われる、 

アツ ラーは、 凡ての ものの 削 造 者で あり、- • • (集団 章 39 : 62) 

かれは 人々 を、 かれを 崇拝させる ために 削り、 彼らに 対して そのこと を 明らか 
にした もう。 彼らに、 かれに 従うよう 命じ、 かれに 逆らう ことを 禁じ、 彼らに 
対して そのこと を 明らかにし たもう。 彼らに、 アツ ラーの 御 命令を 実行し 報 
奨を 得る ことができる 力と 意志を 与えた もう。 また これにより 彼らは 禁じられ 
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た 行為を し、 罰せられ るよう にも なった ので ある。 


もし 人が 神の 定 命を 信じるならば、 な 下を 成就す るであろう： 

1. 資力を 用いる 際には、 アツ ラーに 頼る ようになる。 何故なら 資力 も その 原 
因 も、 全ては アツ ラーに よる 神の 定命 である ことを 巧って いるから である。 

2. ムの 平安と 静 離を 得る。 あらかじめ 定められた 出来事は 必ず 起こる という 
こと、 また それを 起こす のは アツ ラーで ある ことを 知ってい るからで ある。 そ 
れ 故に、 彼は 致 じ、 して アツ ラーの 決定に 満足す る。 神の 定 命を 信じる 者 政 上に 
満足し、 更な るふの 平安を ボ める 者は いない。 

3. 目的を 達成しても 尊大に 振る舞わない。 何故なら それを 達成で きたのは 
アツ ラーからの 祝福で あり、 なきもの も 成功 も、 かれは あらかじめ 定めた もう 
ことで あると 知ってい るからで ある。 従って、 彼は アツ ラーに 感謝を 捧げる だ 
ろぅ。 

4. 望んで いた 結果が 得られず、 また 必要とは していない 出来事が 起きた とき 
も、 悲しんだり、 苦しんだ りする ことは ない。 抵抗し 得ない アツ ラーの 定めを 
通して 起こった という ことを 知ってい るからで ある。 かれの 命令に 抵抗したり、 
かれの 裁可に 異議を 申し立てる ことは 出来る 者は 誰 ひとりと していない。 従っ 
て 彼は 忍耐し、 それにより アツ ラーから 報奨を 得る だろう。 アツ ラーは 言われ 
る、 

地上に おいて 起こる 災厄 も、 また あなたがたの 身の上に ドる もの も、 一つと し 
て われが それを 授ける 前に、 書冊の 中に 記されて レ 、ない も のはない。 それは アツ 
ラーに おいては、 容易を 業で ある。 れは あなたがたが 失った ために 悲しまず、 
ち もられた た あに、 慢ム しないた めで ある。 本当に アツ ラーは、 自惚れの 強い 
窩慢 なおを 御 好みに なられない。 (鉄 章 57: 22-23) 

注： Al-Aqeedah as-saheehah p. 19 ならびに Aqeedah ahlisunnah wal jamaa’ 
ah P .39、 Deenul Haqq p . 1 8 参照） 

日. アツ ラーへの 完全な 従属を 得る。 何故なら ムス リムは、 益す る も 害する も 
それを 引き起こす 力を 持つ のはた だ アツ ラーの みで ある ことを 知] っ ている から 
である。 そのため 彼は どのような 権力者 も 恐れず、 誰は ばかる ことなく 自分の 
持てる 力を 善行に 費やす ことを 禱踏 しない。 預言者は イブ ン •アツ バースに 語っ 
た： 「もし 人類が 皆 あなたに 益を もたらそう という 点で 同意した としても、 アツ 
ラーが あなたに 定めた もうこ とな 外は、 何 ひとつあなた のためには ならない と 
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巧り なさい。 またもし 彼らが あなたに 害を もたらそう という 点で 同意した とし 
て も、 アツ ラーが あなたに 定めた もうこと な 外は 何 ひとつ あなたを 害する もの 
はない ので ある。」 （アフ マドなら びに アツ ニ テイル ミズ イーに よる） 
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第兰の 段階 


第 S の 段階は 「イフ サーン （崇拝の 行為に おける、 最も 誠実 かつ 完成され た 状 
態)」 である。 これは アツ ラーを 崇拝す る 際に、 あたかも かれを 見て いるかの 
ように 振る舞う ことを 意 巧して いる。 また これには、 もしも あなたに かれが 見 
えなく とも、 かれは あなたを 見て いると いうと いう 意 巧 も 含まれて いる。 自ら 
の 主に 対する 崇拝は、 このように 上質でなくて はならない。 これは すなわち、 
自分は 主の 御前に 立って おり、 アツ ラーは 自分の 近くに おられる という ことを 
ムに 留めて おく という ことで ある。 この 状態は 人に アツ ラーに 対する 畏怖と 畏 
敬、 また 大 いなる 敬意の 念を もたらす。 崇拝の 行為に おいて 人を 誠実に し、 そ 
の 完成の ために 努力す る 勇気を 与える。 

崇拝の 行為の 間に も、 しもべは その 主を 意識す る。 まるで かれが 見て いるかの 
ように、 かれの 近 さを 思い起こす。 もし それが 出来ない 場合は、 アツ ラーは 彼 
を 見て おられ、 彼の 秘密 も 公然と 行った こと も 知って おり、 かれには 何 ひとつ 
隠し立て する ことは できない という 事実を 意識す るべき である。 （注： Jaamiul 
‘uloomwal-Hikam P. 128 参照） 

この 段階に 達した しもべは ム から 彼の 主を 崇拝し、 かれの 他には 何 ひとつ その 
目を 向ける ことがない。 人々 の 称賛を 期待す る こ ともなく、 また 人々 の 非難 も 
恐れない。 彼に とっては、 主の ご 満悦と 称賛が あれば それで 十分な ので ある。 
こうした 人は、 人前で も、 あるいは 一人き りで も 同じように 巧 動す る。 ふの 中 
にある もの も、 意識を よぎる もの も、 アツ ラーは 全て ご存知で あると いう 確固 
たる 信仰を 持ち、 私的に も 公的に も 主を 崇拝す る。 信仰が 彼の ムを 圧倒し 主 
への 意識が 彼の 上に 出現して いるので ある。 彼のを 足は アツ ラーに 降伏し、 彼 
は それらを アツ ラーの お喜びに なること、 かれが 好まれる こと、 また かれに 服 
従す る こ とな 外には 用いない よう になる。 

彼の ム がその 主に 添えられ ているな 上、 彼は いかなる 被 削 造 fel の 助け も 求めな 
い。 何故なら 彼には、 アツ ラーで 十分 だからで ある。 彼は 誰に も 不平を 言わ 
ず、 何故なら 彼が 求める のは アツ ラーに おづ くこと であり、 援助 者は ただ かれ 
のみで 十分 だからで ある。 どこに いようと も 孤独を 感じず、 誰に 巧しても 恐れ 
ず、 何故なら 彼は アツ ラーが 彼と 共に あり、 彼の 状態を 全て ご存知] である こと 
を 知ってい るからで ある。 かれは 最も 嬉れた 援助 者で あり、 それ故に 彼には か 
れで 十分な ので ある。 何で あれ アツ ラーに 命じられた ことなら ば、 彼が それを 
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放 東せ ず、 どんな 些細な 罪 も 犯す ことは ない。 何故なら 彼は 主の 卿 前に 自らを 
恥じて おり、 命令を 選り好みして かれに 見 とがめられる ことを 嫌い、 また 禁じ 
られ たこと を 行ったり、 求めたり すると ころを かれに 知られる ことを 嫌って い 
るからで ある。 彼が 誰かを 抑圧す る こと もなければ、 誰かに 不正を 慟 いたり、 
誰かの 権利を 奪う こと もない。 何故なら 彼は アツ ラーが 彼を 見て おられる こ 
と、 また 彼の 行為に ついて かれが 問いた だすであろう ことを 知ってい るからで 
ある。 


地上に おいて、 彼が 羽目を 外す ことは ない。 何故なら 彼は、 地上に おけるな き 
ものは 全て アツ ラーの 有で あり、 また かれが 何のた めに それらを 削 造した のか 
を ミロって いるから である。 彼は それらの なきものを 必要に応じて 取りつつ、 彼 
のために それらを 用意した もう 主に 感謝を 捧げる。 

本書に おいて、 私が 語り 示して いる ことは、 イス ラームに おける 偉大なる 柱の、 
ごく 重要な 部分の みで ある。 誰で あれ この 基本を 信じ、 これに 沿って 巧 動す る 
者は ムス リムと なる。 もしそう でなければ、 既に 説明した 通りで あるが、 イス 
ラームとは 宗教で ありかつ 世俗的で も ある。 崇拝で あると 同時に、 それは 生活 
の 様式で も ある。 これは 包括的 かつ 完全なる 神 命で あり、 その 中には 個人と 社 
会が 宗教 や 政治、 経濟、 社会、 また 安定した 生活と いった あらゆる 側面に お 
ける 指針が 含まれて いる。 人は その 中に、 平和 や 戦争、 また 必須と なる 義務を 
管理し、 人間、 鳥、 動物、 そして 人間を 取り巻く 環境の 尊厳を 保つ ための 原則 
や基膨 規律を 見出す ことだろう。 また これは 人間の 真実、 生と 死、 死後の 生、 
そして 死後の 復活に ついても 解き明かす ものである。 また イス ラームには、 自 
分を 取り囲む 人々 との 関り 方に ついて 最も 優れた 方法を 見出せる ことだろう。 
アツ ラーが こう 言われた 通 りで ある、 

「入び とに 善い 言葉で 話し (なさい)」 （雌牛 章 2:83) 

また かれはこう も 言われる、 

「怒りを 押え て 人び とを 寛容ず る 者 j (イム ラーン 家 章 3: 134) 

また かれはこう も 言われる、 

人び とを 憎恶 する あまり、 あなたがたは (伸 間に も 敵に むぶ 義 になして はな 


124 



ら ない。 止‘ 建を 巧い を ざい。 それは 最も 篤信に おいので ある。 

ここまで、 宗教に おける 段階と 各 段階に 関する 基本を 論じた。 
イス ラームの 美点に ついて 要約す るの が 適切であろう。 


(食卓 章 5 ぶ) 
み 章に おいては、 
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イス ラームの 美 


イス ラームの 美し さは 筆に よって 書き尽くせる ものでは なく、 この 宗戳の 美し 
さを 説明す るのは どのような 表現を もってしても 不可能で ある。 何故なら これ 
は アツ ラーの 宗教 だからで ある。 肉眼では アツ ラーを 捉えられない ように、 人 
間には 真理に おける かれの 知識を 知る ことは 不可能で ある。 それ故に、 筆では 
かれの 法を 説明す る ことが 出来ない。 イブ ン .アル ニ カイ イムは 言う、 「高邁 
なるこの 宗教の ま ば ゆい 知] 恵に ついて、 人の ために 下された この 純粋なる 信仰 
と 法に ついて 熟考 すれば、 いかなる 表現を もってしても 完璧に 説明す る ことは 
不可能で あり、 いかなる 賢者の 知] 恵を もってしても おづ くことは 出来な い一 
た とえ 全ての 賢者のう ち、 誰よりも 賢く、 完成され た 賢者であった としても、 
また その美 点と 長所を 誰もが 認め、 尊敬すべき 完全な 知性を もってしても、 世 
界は 未だ 法に ついて 知らず、 たとえ アツ ラーの 使徒たち が 確証を もたらし これ 
を 支持す る ことが 無かった としても、 これが アツ ラーからの ものである とする 
には 十分な 証拠と 証明たり える だろう。 この 宗教の あらゆる 側面には、 完全な 
る 知識、 完全なる 知恵、 帳り ない 聽悲、 正義と 寛容、 あらゆる 隠された もの 
と顕 された ものに 関する 完全なる 包括と、 始まりと 終わりに 関する 知] 識が 示さ 
れ ている。 また これは、 アツ ラーが その しもべた ちに 授けた 最も 偉大なる ご 好 
意を 示す ものである。 彼らを この 宗戳へ 導き、 信徒と なされ、 彼らの ために こ 
れを 選びた もう ことよりも、 更に 偉大なる ご 好意を かれが 授けた も うことは 無 
かった という 事実 こそが その 確証で ある。 それ故に、 かれは しもべた ちに 巧し 
彼らを 導く のは かれで あると いう 事実を 思い出させ たもう。 かれは 言われる、 

本当に アツ ラーは、 信ち たちに がして 豊かに 恵みを 授けられ、 かれらの 中から、 
一人の 使徒を あげて、 啓示を かれらに 読誦 させ、 かれらを 清め、 また 齊 おと 葵 
规を 歎え られ た。 これまで かれらは 明らかに 迷 誤の 中に いたので ある。 (イ 
ムラー ン萊章 3 : 164) 

かれ ご 自身に ついて しもべた ちに 巧ら せ、 大 いなる ご 好意を 授けて 彼らを 信じ 
る 者と し、 感謝す るよう 命じて、 かれは またこう も 言われる、 

今け われは あなたがたの ために、 あなたがたの 宗教を 完成し- • • (食卓 章 
5 こ 3) (注： Mjftaahu daaiis Sa'aadah V. 1, p. 374-375 参照) 

この 宗戳 について アツ ラーに 感謝の 意を 示す ために も、 な 下に その美 点を 記す： 
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1. それは アツ ラーが 卿 自ら 選び、 かれの 使徒たち を 通して 下され、 かれのし 
もべ たちに かれを 崇拝す るよう 促す アツ ラーの 宗教で ある。 かれの 宗戳 は、 人 
間の 法規 や 人工の 宗教と 同列では ない。 絶対的に 完全なる 価値を 保持す るのは 
アツ ラーで あり、 それ故に かれの 宗戳 は、 人類の、 現世 および 永遠の 生を より 
ない ものにする ための 規定を もたらす という 点に おいて 絶対的に 完全で ある。 
そこには 創造主の 権利と、 ろ、 れの 方へ と 向かうべき かれの しもべた ちの 義務が 
含まれて いる。 また しもべの、 その他に 対する 義務 や、 各自の 権利に ついても 
含まれる。 

え それは 包括的で ある。 この 宗教に おける 最も 優れた 美点の ひとつが、 全て 
を 含む その 包括 性に ある。 アツ ラーは 言われる、 

啓 輿の 中には 一事で も、 われが 疎かに した ものは ない。 (家畜 章 6 : 38) 

この 宗 載には、 かれの 御名、 属‘ 性、 そして 権利と いった 創造主に 関る 全てが 含 
まれて いる。 そして それらは 全て、 法 や 義務、 行 磯と 関係 性と いった、 被 削 造 
物に 関わる ことで ある。 また この 宗戳 には 過去 やその 後の 時代の 物語 や、 天使 
の 物語、 預言者た ちと 使徒たち の 物語 も 含まれて いる。 天と地に ついて、 軌 
道と 惑星に ついて、 海 や 木々、 世界に ついても 語られる。 削 造の 目的と 意図に 
ついて、 また その 終 未に ついて 言及す る。 楽園と、 信仰者た ちの 最終的な 住 化 
について、 また 火獄 と、 不信仰 者たち の 最終的な 住 姐に ついて 語る。 

3. それは 創造主と 被 創造物の 間に 紳を 生じさせる。 あらゆる 擺 宗教と 信条は 
人間を もう 一人の 人間すな わち 死、 弱さ、 欠陥、 病から 逃れ 得め 者に 繫ぐ 。そ 
の いくつかは 人間を、 数百 年 も 前に 死を 迎えて 既に 骨と 塵に なった 者に さえ 繫 
ぎ 止めよう とする。 然るに イス ラームは、 人間を その 創造主に 直接 繫ぐ という 
特質を 持って いる。 説 戳師も 伝道師 も、 また 秘蹟 も存 なしない。 こうした 創造 
主と 被 創造物の 直接的な 繫 がり とは どのような ものだろう々、。 紳はム とその 主 
をつな ぎ、 それゆえに 化と 導き、 高潔 さが もたらされ るので ある。 人は 完成を 
求める ようになり、 自らを 取る に 足らない 者 や 低俗な 者とは 看做さず、 更 なる 
高みを 目指す ようになる。 主との 繫 がりを 持たない 全ての ム は、 動物に も 劣る 
過誤に ある。 

それは 創造主と 被 削 造 物の 間で 交わされる コミュニケーション である。 彼は そ 
の劑造 主が 何を 求めて いるかを ミ 日って いる。 彼は 知識を もって かれを 崇拝し、 
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かれが お喜びになる ことを ミロり、 それを 求め、 また かれが 嫌う ことを 自らに 禁 
じる。 それは 全能の 創造主と、 弱く 貧しい 生き ものとの 間で 交わされる コミユ 
ニケ ーシ ヨンで あり、 それゆえに 彼は 救済、 援助と 成功を かれに 請う。 また 悪 
しき 策謀 者と 悪行、 悪魔からの 加護を かれに 求める。 


4. それは 現世と 来世の 益を 差し出ん イス ラーム 法は 現世と 来世に おける 益 
を 保護す る ことを その 基本と し、 俊れ た 道徳の 完成に 導く ものである。 来世の 
益に ついて 解き明かす ものと して、 イス ラームと いう 宗觀 ま、 ないがしろにさ 
れる ものは 何 ひとつ 無い と 説明す る。 また その 詳細と して、 知られず にいる も 
のは 何 ひとつ 無い とも 説く。 イス ラームは 来世の 幸福を 約束し、 懲罰に ついて 
警告す る。 

アツ ラーは この 宗戳を 現世に おける 益と して 定め、 宗戳、 生命、 財産、 子孫、 
尊厳と 知識を 保護す る ものと したもう。 


尊敬すべき 振る舞いに ついては、 イス ラームは 外面と 内面に おける 礼儀の 質を 
帰る ことを 禁じて いる。 が 面に おいて イス ラームは 清潔と、 あらゆる 不浄と 汚 
れ からの 浄 めを 命じて いる。 イス ラームは 香水を 用いる こと や、 身なりを 美し 
く 整える ことを 推贺 している。 婚外交渉 や 暴淫、 飲酒と いった 下品な 振る舞い 
を 禁じる。 死んだ 動物の 肉、 血、 胁 肉を 食べる ことを 禁じ、 合法なない 食物を 
食べる よう 命じて いる。 また 浪費 や 放縦 も 禁じられる。 

内面に おける 浄化と して、 イス ラームは 不品行を 禁じて 品行 ある 振る舞いを 推 
獎 している。 噓を つく こと、 卑 渡な 言葉を 使う こと、 怒り、 嫉妬、 宮畜、 誰か 
を 卑しむ こと、 現世の 評判を 欲する こと、 尊大、 高慢、 また 偽善な どは、 禁じ 
られた 振る舞いの 一部で ある。 推奨され る 振る舞い としては 品行方正 である こ 
と、 あらゆる 人と ない 闡 係を 築き、 彼らに 親切に する こと、 正義と 公正、 謙譲、 
誠実、 雅量、 寛大、 アツ ラーへの 信頼、 誠実な 崇拝の 行為、 アツ ラーへの 畏 
怖、 忍耐、 また 感謝を 表わす ことな どが 挙げられる。 （注： Al-Qurtubee 著" A1- 
T laam bimaa ree deenin-nasaaraa minal rasad wal-awhaam" p.442-44 日 參 照） 

日. 容易 さ： 容易 さは この 宗教に おける 独特な 性質の ひとつで ある。 あらゆる 
磯 式は 容易で あり、 また あらゆる 崇拝の 行為 も 容易で ある。 アツ ラーは 言われ 
る、 
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この 教えは、 あなたがたに 苦 業を 押しつけない。 f 巡な 者 章 22 : 7 め 

イス ラームに おける 最初の 容易 さとは、 誰で あれ ムス リムに なりたい と 思う 者 
が 人間の 仲介者を 必要と する こと も 無ければ、 過去の 罪を 告白す る 必要 も 無い 
という 点で ある。 彼に 必要な のは 自らを 浄め 「私は アツ ラーを おいて 他に 崇拝 
すべき 神 もな く、 ムハンマドが アツ ラーの 使徒で あると 証言す る」 と、 証言を 
口にし、 そして この 証言の 持つ 意味を 信じ、 そこに 含まれる ものに おいて 実践 
する ことのみ である。 

加えて イス ラームに おける 崇拝 も、 その 容易 さと 緩やか さに よって 特色 づけら 
れる ものである。 旅 巧 中 や 病気の 時には、 自宅に いた 時 や 健康だった 時に 行っ 
たこと への 報奨が、 そのまま 彼の 信託と して 記録され 続ける ので ある。 不信仰 
者の 人生が 困難と 労苦で 満たされる 間に も、 ムス リムの 人生は 全て 安楽と 平安 
によって 満たされる。 また ムス リムに とっては 死 も 容易な ものと なる。 まるで 
一滴の 水が 船から こぼれる ように、 魂が 体から 外へ と 出て ゆく。 アツ ラーは 言 
われる、 

天使たち が、 薄い (状態) で 夕 どを せる 若に‘ 「あなたがたに 平を あれ。 ぁなた 
がた はち 分の 巧った (善行の) 結果、 楽閣に 入れ。」 と言われよう。 (蜜蜂 章 
16 : 32) 

不信仰 者たち について は 厳しく 無 麓悲な 天使たち が、 死の 巧に ある 者の 前に 
やってきて 鞭で 打つ。 不信仰 者に ついて アツ ラーは 言われる、 

これらの 小義の 徒が、 ホ 期の 痛 普の 中で、 天使たち が予を 差し おして、 「をな 
たがた の 魂を 渡せ。 をな たがた は アツ ラーに 就いて、 真実では ない ことを 言っ 
たり その 印にたい して 傲慢な 態度を とってき たりした ことに、 恥、 ずべき 懲罰を 
載く の だ。」 (家畜 章 6 : 93) 

かれは またこう も 言われる、 

あなたは もし 天使たち が 小 信ん なおたち の (死に さいし) 魂を 取る 時、 その 顏 
や 背中を (如何に) がつ かを 招るならば f どうで あろうん (その 時 天 i 吏たち は 
言う であろう。) 「火炙りの 懲罰を 巧 わえ。」 (戦利品 章 8:50) 
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6. 正義： イス ラームに おける 禁令を 発した もうは ただ アツ ラーの みで ある。 
黒人 も 白人 も、 男性 も 女性 も、 かれ こそは 全人 類の 創造者で ある。 人間は かれ 
の 裁き、 正義と 慈悲の 前に 平等で ある。 男性と 女性の いずれに も、 かれは ふさ 
わしい 規律を 定めた もう。 女性の 費用を 負担 するとい う 理由で 男性に 与えられ 
た傻位 性を 取り上げて 女性に 与えれば それは 男性に 対する 不正で あり、 こうし 
た イス ラームの 法の 変更は 不可能で ある。 また イス ラームは 白人種に 高い 価値 
を 認めたり、 黒人 種の 価値を 否定したり という こと もしない。 アツ ラーの 法の 
前には 全員が 平等で あり、 彼らの 間にある 違いは ただ 篤信の みで ある。 

7. あらゆるな きものが 命じられ、 また あらゆる 悪が 禁じられる： イス ラーム 
という 宗戳は 高貴なる 特質を 持ち、 なきもの であれば あらゆる ことが 命じられ、 
悪き もので あれば あらゆる ことが 禁じられる。 これは 成人した 正常な ムス リム 
であり、 命じられた ことと 禁じられ たことの 判断が つく 者なら ば 男女を 問わず 
義務と して 課されて いる。 彼 も 彼女 も その ホに おいて 命じられた ことと 禁じら 
れ たこと を 区別し、 それが 出来なければ 舌で、 または ふで 区別す る。 これによ 
り ムス リム. コミュニティの 参加者 全員が、 その 管理者と なる ので ある。 

怠慢な 者には 善行を、 過誤を 犯す 者には 思いとどま るよう、 あらゆる 個人が 命 
じ また 禁じる ようでなくて はならない。 統治す る 者と なる か、 あるいは 統治 さ 
れる 者と なる かで ある。 各自が その 能力と イス ラームの 規律に 則し、 この 問題 
を 管理す るので ある。 

見ての 通り この 問題は、 あくまでも 個人の 能力の 範囲に 応じて 必須と される も 
ので ある。 現代 政治に おける 政党が、 政治 活動を 監視す る 機会と 公的 機能への 
参加を 野党に も 付与して いる、 と 誇らしげ に 主張す るのと 比較して みるべき だ 
ろ ラ。 


な 上は イス ラームに おける 美の 一部分で ある。 そこに 含まれる あらゆる 儀式と 
義務、 広範囲に 渡る 知恵を 解き明かす あらゆる 命令と 禁令、 重要な 命題 や 深い 
感銘、 独特 かつ たぐいまれな 完成に ついて 詳細を 語りた くも あるが、 しかし そ 
れらに 運 一言 及す る ことは 止めて おこう。 この 宗教に おける 規定に ついて 熟考 
する 者なら ば 誰で あれ、 それが 確かに アツ ラーから 下された 一点の 曇り も 無き 
真理で ある こと、 また 過誤からの 導きで ある ことを 知る だろう。 アツ ラーの 御 
許に 帰る ことを 欲して かれの 法に 従し、、 かれの 預言者た ちと 使徒たち の 道に 従 
うなら ば、 悔悟の 扉が その 眼前に 開かれる だろう。 あなたの 主は 最も 赦す 者で 
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あり 最も 慈悲 深き 者で ある。 かれは あなたを 獻 そうと、 そのために 招いて いる 
ので ある。 


( 注： 本章の 更 なる 詳細に ついては Shaykh Abdur-Rahmaan As-Sa‘dee 著 "Ad- 
Durr が ui mukh は sarah fee mahaasmiddeenii Islaamee" ならびに Shaykh Aodul 
Azeez As-Salmaan 著 "Mahaasinul Islaam" 参照） 



悔悟 


アツ ラーの 預言者は こう 語った、 「全ての アー ダムの 子孫は 罪を 犯す。 お 悟す 
る 者 こそ、 罪人の 中で 最も 優れた 者で ある。」 （注: アフ マドなら びに アツ = ティ 
ルミ ズィ ー 、 イブ ン •マ ー ツジャ による） 

本来、 人は 弱き ものである。 目的を 定め、 決ム する ことが 苦手 だ。 それでいて 
罪と 悪業の 結末を 担う こと も 出来ない。 そこで アツ ラーは、 慈悲に より 人が 抱 
える 困難を 容易に し、 人に 巧し、 悔悟す るよう 定めた もう。 

悔悟の 本質は、 その 醜悪 さ 故に ー アツ ラーを 畏れる が 故に 一、 主の 慈 
悲をボ めて 罪を 捨て去る ことに ある。 自らの 行いを 後悔し、 二度と 罪を 犯さな 
し、 と 決 ふし、 残された 人生が どう あれ、 全てを 善行の ために 費やす ことで ある。 
(注： Al-Mufradaat お e ghareebil Qur'aan, p. 7 目 参照） ミロら れる 通り 悔悟とは、 
純粋に しもべと その 主の 間に おける ムの 行為で ある。 人に とり、 それは 厳しく 
も、 また 難しい ことで もない。 それは ただ ム によって のみ 行われる。 罪を 捨て、 
二度と 犯さない ことで ある。 ムの 幸福と 平安は、 アツ ラーが 禁じた もう 全てを 
避ける ことに ある。 （注： 化 n Al-Qayyim 著 "Al-Fawaaid" 参照） 

悔悟す るには、 秘密を 暴露したり、 弱みを 摇って 人を 操ったり する 赤の他人の 
于 を 借りる 必要は ない。 それは ただ あなたと、 あなたの 主の 間での み 生じる コ 
ミュ ニケ ーシ ヨンな ので ある。 あなたが かれの 赦 しと 導きを 乞えば、 かれは 赦 
したもう。 イス ラームに おいては、 罪が 子々 孫々 に 継承され る こと も 無ければ、 
来たるべき 人類の 救世主 も 存在し ない。 イス ラームとは、 イス ラーム 改宗者の 
ユダヤ 系 オーストリア 人 ムハンマド. アサ ドが 述べた 通りで ある。 「人類が 救 
濟を 必要と している、 といった 言及を 私は ク ルアー ンの どこに も 見出す ことが 
出来なかった。 イス ラームには、 人間と 運命の 間に 立ちはだかる 原罪の 概念は 
存在し ない。 何故なら 「人間は、 その 努力した ものな 外、 何も 得る ことは 出来 
ない。」 （星 章 日 3 : 3 が イスラー ム は、 悔悟の 扉を 開き、 罪からの 救済を 得 
るた めの 犠牲を 捧げたり、 自らの 命を 捧げた りと いった ことを 人間に 巧して 要 
求し ない」。 （注： Muhammad Asad 著 "Road to Islaam" p. 140 参照） アツ う一 
は 言われる、 

重荷を なう 者は、 他人の 重荷を 負う ことは 出来ない。 (星 章 53 : 38) 
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悔悟には、 大 いなる 益と 影響が ある。 そのうち いくつか はな 下の 通りで ある： 

1. アツ ラーの 大 いなる 寛容と、 罪を 隠した もう その 度量を ミロる。 もしも かれ 
が 望めば、 即座に 罰し、 人前で 辱め、 その後の 彼が 安ム して 人々 と共に 暮らせ 
なくなる ようにす る こと もで きる だろう。 だが アツ ラーは、 彼の 罪を 隠す こと 
によって 彼の 名誉を 守り、 かれの 容赦に よって 彼を 包み、 活力を 与え、 要を 満 
たして 糧を 授けた もう。 

2. 本当の 自分自身を 知らし める。 邪悪み 何で あれ 罪を 生じさせる ものに 傾 
いていた こと、 悪行 や 怠慢は 禁じられた 欲望の しるしで ある こと、 そして それ 
らを浄 め、 導きを 得る には、 一瞬たり とも アツ ラーから 隠し おおせる ことは で 
きないと いう ことを 知らし める。 

3. アツ ラーが 悔悟を 定めた のは、 人に とり 幸福の 最大の 原因とは 何 かを 探求 
させよう との 思し召しから である。 それは アツ ラーの 援助を ボ める ための 避難 
所で あり、 そこには 様々 な 類いの 嘆願が 引き寄せられる。 ある 者は 自らの 無力 
と アツ ラーへの 服従を 示し、 また ある 者は アツ ラーへの 愛を 示し、 また ある 者 
はかれへの 畏れと 希望を 示す。 すると 魂は、 アツ ラーへの‘ 昭 悟と 避難 無しには 
生 じ 得め 特別な 道を 渡っ て 創造主に 近づく。 

4. それにより、 アツ ラーは 彼が 犯した 過去の 罪を 赦 したもう。 アツ ラーは 言 
われる、 

小 信ん の 者に 言って やる がいい。 「患を たがた が (信者に がする 迫害を) 证 め 
るなら ば、 過去の ことは 赦 されよう。」 (戦 利晶章 8: 38) 

日. それにより、 悪しき 行いは なき 行いに 変わる、 アツ ラーは 言われる、 

悔悟して 信仰し、 善 巧に 励む 者は 削で ある。 アツ ラーは これらの 者の、 いろい 
ろな が 巧を 変えて 善 巧に される。 アツ ラーは 寛容に して 藉悲 深く あられる。 （識 
别章 25 : 70) 

も それにより、 人は 周囲の 人々 に 対し 彼らに 悪事を 働かれた としても、 アツ 
ラーを 愛し、 彼らに 対しては 過ち や 罪を 犯して いるのは 自分で あるかの ように 
ふるまう。 何故なら 巧 為には、 それに ふさわしい 返報が 備わって いるから であ 
る。 そのため、 もし 彼が 人々 に 対しこう したな き 振る舞いを もって 接するなら 
ば、 アツ ラー もまた 彼に 対して 同じように 接する。 また、 彼が その 仲間たち に 
対する のと 同じように、 アツ ラーは、 彼の 悪行 や 罪とは 関わりな く 彼に 巧し 
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て 親切を 示した もうだろう。 （注： Muftaahu daaris-sa'aadah, VoLl, p.358-370 
参照） 

7. それにより、 人は 自らが 欠点 や 短所に 満ちて いる ことを 巧る。 すると 人は、 
他人の 過ちを あげつらう ことを 控え、 他人の 過ちに ついて 思いめ ぐらせ るより 
も、 自分自身を 改める ことの 方に 集中す るよう になる。 

預言者の 許へ やって来て、 「おお、 アツ ラーの 使徒よ！ 大きい もの も 小さい も 
の も、 化に 残された ものは 私が 犯した 罪 ばかり だ」 と 言った 男の 伝承を もって 
本章の 結びと する。 

アツ ラーの 使徒は 言った、 「 あなたは 『アツ ラーの 他に は 崇拝に 値する 神は なく、 
ムハンマドは アツ ラーの 使徒で ある』 とは 証言し なかった のか。」 

彼は S 回に 渡って 同じ 質問を し、 男は そのたび に 「はい」 と 答えた。 

すると 彼は 言った、 「あなたの 証言が （あなたが 犯した 罪の） 全てを 解消した。」 
(注： アブー. ヤ アラー ならびに アツ ニタ バラ ーニ ー、 アル •マク ドウ ー スイ ー 
による） 


別の 伝承に よれば、 男が 預言者の 許へ やって来て 言った、 「戳 えた まえ！ もし 
も ある 男が あらゆる 罪を 犯し、 かつ 何ものを も 配せ ず アツ ラーの みを 崇拝し、 
なお 小さな あるいは 大きな 罪から 離れずに いたならば、 彼の 悔悟は 受け入れら 
れ るだろう か？」 

預言者は 男に 尋ねた、 「イス ラームには 人 信した か。」 

男は 答えた、 「私は、 『アツ ラーの 他には 崇拝に 値する 神は なく、 ムハンマドは 
アツ ラーの 使徒で ある』 と 証言した。」 

預言者は 言った、 「然り ！ 善行を なして 悪行を 退けよ。 そうすれば アツ ラーが、 
あなたの 悪行を 善行に 変えた たもう。」 

男は 言った、 「化の 悪行、 化の 罪を？！」 
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預言者は 言った、 「然 り」。 

男は 言った、 「アツ ラー フ •アク バル！ （神は 偉大な り！）」 


それから 彼は 立ち去り、 その 姿が 見えなくなる までそう 言い 続けた。 （注： イ 
ブン •アビー •アーシ ム ならびに アツ ニタバ ラー ニー、 アル •バツ ザールに よる） 

イス ラームは、 人が 犯した だろう いかなる 罪を も 消し まる。 

同様に、 預言者が 確信を がて 伝えた 通り、 

誠灾な 悔悟は 人が 犯した だろう いかなる 罪を も 消し まる。 
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イス ラームから 逸れた 者の 結末 


本書に よって 明らかにした 通り、 イス ラームは アツ ラーの 宗教で あり、 全ての 
預言者たち、 使徒たち によって 説かれた 真の 宗教で ある。 アツ ラーは、 誰で あ 
れ 信じる 者には 現世と 来世の 巧 方に おける 偉大なる 報 興を 用意し また 誰で あ 
れ 信じない 者には 厳しい 苦痛を もって 警告す る。 

アツ ラーは 削 造 者で あ り、 全 宇宙の 所有者 かつ 姐 分 者で ある。 あなた 方 人間は、 
単に かれの 被 創造物で あるに 過ぎない。 かれは あなた 方を 削り、 あなた 方の た 
めに 全 宇宙を 供 させ、 あなた 方の ために かれの 法を 定め、 かれに 従うよう 命じ 
たもう。 従って、 もし あなた 方が 信仰し、 かれの 戒律に 従い、 かれが あなた 方 
に 禁じる もの 全てを 避けたなら、 来世に おいては、 かれが あなた 方に 約束した 
永遠の 幸福を 成就し、 また 現世に おいては、 ろかが あなた 方に 示す あらゆる 恩 
恵、 あらゆる ご 好意に よって 幸福を 得る ことだろう。 あなた 方は 最も 賢く、 ま 
た 魂に おいて 最も 純粋な 者たち のように、 すなわち 預言者たち、 使徒たち、 正 
しき 人々 や 愛されし 天使たち のよう になる だろう。 


だが もし あなた 方が 信仰せ ず、 あなた 方の 主に 背くなら、 現世に おける 人生 も 
来世 も 失われ、 現世に おいても 来世に おいても、 あなた 方は 自らを かれの お 怒 
りと 懲罰に 晒す ことになる。 それから あなた 方は、 全ての 非 創造物の うち 最も 
邪悪な ものの ようになる。 最も ミ 日 性を 欠き、 ム において 最も 下等な 者たち のよ 
うに、 すなわち 悪魔、 堕落した 人々、 擬神や 違法者たち のようになる だろう。 
これは 単なる 警告に 過ぎない。 

不信仰 者たち についての 詳細は な 下の 通りで ある。 

し 恐れと 不安： アツ ラーは、 かれを 信じ、 かれの 使徒たち に 従う 者たち に、 
現世と 来世に おける 完全なる 庇護を 約束した もう。 かれは 言われる、 

倍 仰して、 自分の 信ム にず 義を链 じえない 者、 これらの 者は 安を であり 、 OE 
し <) 凛 かれる 荐 である。」 嫌 幕 章 6 : 82) 

保護を 与える のは アツ ラーで あり、 かれは 被 創造物を 見守り、 また それら 全て 
を 所有す る 者で ある。 もし かれが、 しもべを その 信仰 ゆえに 愛した もうなら、 
かれは 庇護し 静けさと 平安を 与えた もう。 だが もし しもべが かれを 信じない 
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なら、 かれは 静けさと 庇護と を 取り上げ たもう。 あなた 方は、 ひたすら 来世に 
おける 自らの 運命を 恐れ、 降り かかる 災難と 病気を 恐れ、 また 現世に おける 自 
らの 将来を 恐れる 人々 に 出会った ことは 無いだ ろうか。 そうした わけで、 アツ 
ラーへの 信頼と 安堵の 欠如 ゆえに、 生命と 財産を 保険 市場が 保証す るので ある。 

2. 困難な 人生： アツ ラーは 人間を 創り、 宇宙に 存在す る 全てを 彼に 供し あ 
ら ゆる 被 創造物に 糧 とその 生 渥を 分け与え たもう。 それゆえに、 あなた 方は 鳥 
が 巣から 出て 来て 锅を 探し、 それを 捉える のを 見る。 木の 枝から 枝へ と 飛び、 
最も 旋律 的な 調子で 歌う。 人間 もまた、 アツ ラーに よって このように 糧と 生涯 
とを 分け与えられた 非 創造物の ひとつな ので ある。 従って かれを 信じ、 かれの 
法の 上に しっかりと 立つ 者には、 アツ ラーは 幸福と 安ムを 授ける。 たとえ 生活 
する ための 最小 帳の ものし か 持たなかった としても、 主は 彼の 抱える 問題を 容 
易に したもう ことだろう。 

だが 自らの 主を 信じず、 かれを 崇拝せ ず慢ム する 者に 巧して は、 たとえ 彼が 自 
由と 快適さと、 楽しむ ための あらゆる 手段を 持って いたと しても、 かれは その 
人生に 困窮を もたらし、 悲しみと 悩みに よって 苦しめた もう。 あなた 方は、 富 
や あらゆる 享楽が その 市民に 保証され ている 国々 における、 自殺に よる 犠 巧者 
数の 多 さを 見た ことは 無いだ ろうか。 現世の 享楽の ために 用意され た、 あら ゆ 
る 種類の 家具 や 滅毯を 目に した ことは 無いだ ろうか。 こうした 巧き 過ぎの 原因 
は、 ふが 信仰から 離れ、 あらゆる 手段を 用いて 制約 や 困難、 ム 配を 忘れ去ろう 
とする 愚かしい 試みな ので ある。 アツ ラーは、 その 御言 葉に おいて 真実を 告げ 
る、 

だが 誰でも、 わが 訓戒に 背を 向ける 者は、 生活が 窮祕 になり、 また 審 削の 曰に 
は 育 目で 避ら される であろう。」 f 夕一 •ハー 章 20 : 124) 

3. 彼は 自らの 魂と、 彼を 取り巻く 世界との 終わりな き 戦いを 生きる こと だろ 
う。 何故なら 彼の 魂は、 イス ラーム 的 一神戳 によって 削られて いるから である。 
アツ ラーは 言われる、 

これが アツ ラーの 創造で ある。 (ル ク マーン 章 31 : 11) 

彼の 体は その 主に 降伏し 々かが 命じる 通りに 動く。 だが 信じない 者は、 彼自 
身の 性質に 反して 譲らず、 彼の 主に 抗って 勝手 気ままな 人生を 送る。 彼の 体が 
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削 造 主に 服従して いるに も 関らず、 彼 自身の 自由意志が それに 反対す るので あ 


る。 


最も 小さな 虫から 最も 巨大な 銀河に 至る まで。 全 宇宙は アツ ラーの 命ずる とこ 
ろに 従って 動いて いる。 この 意 巧に おいて、 彼は まさしく 彼を 取り巻く 世界の 
全てと 絶えず 戦い 続ける ので ある。 アツ ラーは 言われる、 

それから まだ 煙 （のよう) であった 天に おじられた。 そして 天と地に 向かって、 
「両名 •は、 好む と 好まざる とに! 划 わらず、 われに 来たれ。」 と 仰せられた。 天地 
は （:聲 ぶの、 「わたしたちは 喜んで 参上し ます。」 と 中し 上げた 。 (: フツ スィ ラ 
章 41 : 11) 

世界は、 アツ ラーに 従う ことで 世界と 同意す る 者を 愛する。 また、 これに 反対 
する 者を 憎む。 不信仰 者は、 世界に 巧して 自ら 反抗 者と なる。 そうして 自らの 
主と 競う ことで、 自分自身の 敵と なる ので ある。 これが 天地と、 あらゆる 非 創 
造 物が 彼を 憎み、 彼の 不信と 無神論を 嫌う 正当な 理由で ある。 アツ ラーは 言わ 
れ る、 

また かれらは 言う。 「慈悲 深き 御み は 子を 設けられる。」 礁か にあな たがた は、 
酷い ことを 言う ものである。 天は 裂けよう とし、 地は 割れて 切々 になり、 山々 
な 崩れ 證 ちよう。 それは かれらが、 慈悲 深き 御ぶ にがし、 (あり もしない） 子 
の あを (執り成す ものと して) 嗯 ぶたた めで ある。 子を 設けられる ことは、 慈 
悲 深き 御 方には ありえない。 天と地に おいて、 慈悲: 深き 御 おの しもべと して、 
罷り おない 者は 唯の I 入 もない ので ある。 Cr ノレ トム 章 19 : 88-93) 

フィル アウンと その 配下に つし 、て かれは 言われる、 

かれらのを めに、 天 も 地 も 泣かず、 かれらに 猶予 も 与えられなかった 。 讓 
章 44 : 29) 

4. 無 ミ 日の 人生を 生きる： 不信は 無知に よる もの だが、 むしろ 最も 大きな 無知 
であると 言えよう。 何故なら 不信仰 者は 彼の 主につ いて 知らず、 彼の 主により 
最も 素晴らしい 方法で 削られた この 宇宙を 見、 彼 自身の 中に アツ ラーの 偉大な 
る 意志を 見て いながら、 彼は この 宇宙の 削 造 主 も、 自らの 創造主 も 知] らず にい 
るので ある。 これ こそ、 最も 大 いなる 無 巧ではないだろう か。 
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日. 自分と、 自分を 取り巻く 全てを 損ねる 人生を 生きる： これは、 彼 自身を そ 
の 創造の 目的 从外 のために 用いる が ゆえで ある。 彼は 自らの 主を 崇拝せ ず、 そ 
れな 外を 崇拝す る。 不正は、 然るべき ものが それに 相応しくない ところに 置か 
れるこ とから 生じる。 崇拝に 値しない ものに 崇拝を 捧げる 行為より も 大きな 不 
正が 他に あるだろう々、。 多 神を 奉じる ことの 害悪に ついて、 ルク マーンは 彼の 
息子に 語った、 

「這、 子よ、 ァツ ラー に (外の 神を） 同等に 配して はならない。 それを 配す るのは、 
大変な ホ義 である。」 （ル ク マーン 章 31 : 13) 

また これは、 彼の 周囲の 人々 は その他の 被 創造物に とっても 不正で ある。 何故 
なら 彼は、 主 こそは 権利の 正当な 保持者で ある ことを 認めない からで ある。 復 
活の 日、 自らが 不正を 及ぼした 全ての 人と 動物が 彼の 前に 立ち、 彼に がする 報 
復を アツ ラーに 求める だろう。 

も 自分を、 アツ ラーの お怒りの 下に 晒す： 不信への 罰と して、 彼は たちまち 
災難と 苦悩に 晒される ことと なる。 アツ ラーは 言われる、 

恶 ザを 巧 謀す る 者は、 アツ ラーが かれらを、 大地に 沈ませな いか。 あるい なか 
れら がす 想し ない 方 おから、 懲罰が ドされ ないで あろう (とを ム 出来る だろう 
カリ。 また かれらが あちこち 往き来し ている 間に、 回避の 機を もな く郷 巧し 上 
げ になる ことは ないか。 または ゆっくり 消耗 させて、 かれらを なされる ことは 
ないで あろう か。 本当に あなたがたの 主は 親切な も 慈悲 深い 方で あられる。 （蜜 
雜章 16 : がイ 7) 

かれは またこう も 言われる、 

だが イ、‘ 傷者たち なかれら の (悪い) 行いの ために、 アツ ラーの 約 東が 実视 する 
ま で災 屁が かれら のがまい と そのが 近に 絶え る ことなくが きまとう。 本当に 
アツ ラーは 決して 約束を 違えられない。 (雷電 章 13:31) 

他の 句に おいても かれは 言われる、 

また 听や 村の 人 びとは、 浸 間 かれらが 戲れ ている 間に 訪れる わが 激怒に がして、 
巧ムお 来る のであろう か。 偏 避 章 7 : 98) 
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これが、 アツ ラーを 想起す る ことから 背を 向ける 者 全ての 運命で ある。 アツ ラー 
は、 不信仰であった 過去の 人々 に対する 懲罰に ついて 化たち にこう 告げる、 

それで われは、 かれらを それぞれの 罪に 照らして 懲 しめた。 ある 者には 砂ち の 
暴風を 送り、 また ある 者には 一声 （懲罰) で 襲い かかり、 また ある 者は 大地に 
沈め、 また ある おを 溺れさせた。 これは アツ ラーが かれらを 攜 なった のでは な 
t、。 かれらが、 自分を 損なった ので ある。 (蜘蛛 阜 29 : 40) 

7. 失敗と 損失が 彼の 取り分と なる。 彼の 過誤 ゆえに、 彼は ムと 魂が 喜ぶ 最も 
偉大なる もの、 すなわち アツ ラーを 巧り、 かれを 想起し、 かれと 共に ある 静驢 
の 味わいを 失う ので ある。 彼は また 世界を も 失う。 何故なら、 そこに おいて 彼 
は 悲惨と 混乱の 人生を 送り、 現世の 富を 蓄財す る ことによって 自ら の 魂を 失う 
からで ある。 彼は 創造の 目的に 従わず、 それとは 異なる 目的の 方に 従う。 それ 
ゆえ 彼は 現世に おける 幸福を 成就せ ず、 悲惨な 人生を 送り、 悲惨な 死を 遂げる 
ことによって、 不幸な 人々 の 上に 更 なる 悲惨を 広げる ので ある。 アツ ラーは 言 
われる、 

また 目方の 睹 いおは、 わが 印を 鞋ん じたた め 自分を 損う 者で ある。 偏 避 章 7: 
か 

彼は また 家族を も 失う。 何故なら、 彼が アツ ラーを 信仰せ ずに 家族と 巧に 暮ら 
樹 ま'、 家族 もまた 彼と 同様に 悲惨と 困難に 見舞われ、 彼らの 運命 も火獄 となる 
からで ある。 アツ ラーは 言われる、 

「本当に 失敗 者とは、 審判の 只に、 自らの 魂と その 家族を 失う 者で ある。 本当 
に それは 明らかな 失敗で ある。」 (集团 章 39 : 15、 相談 章 42 : が) 

復活の 曰、 彼らは 火獄 へと 連れていかれる。 そして 邪悪が 彼らの 休息所と なる。 
アツ ラーは 言われる、 

イ、‘ 達を 巧って いた 者たち、 その 妻たち、 また かれらが アツ ラーを 差し置いて 择 
していた ものたち を 集めなさい。 かれらを 火獄 への 遊に 連れて 巧け。 (整列 お 
章 37 : 22 の) 

み 彼は 自らの 主に 対する 不信仰 者と なり、 かれの 祝福を 否定す る 者と して 生 
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きる だろう。 彼を 無から 創造し、 彼の 上に 恩寵を 注いだ のは アツ ラーで ある。 
にも 関らず、 どうして かれな 外の 何もの かを 崇拝し、 親しみ、 感謝す る ことな 
ど 出来る だろう か？ これよりも 大きく、 また これよりも 悪い 忘恩が あるだろう 
か？ 


9. 彼には、 真に 意図的な 人生が 与えられる ことはないだろう。 何故ならそう 
した 人生は、 自らの 主を 信じ、 自らの 目的地を 知り、 運命を 認め、 復活を 確信 
する 者に こそ ふさわし いからで ある。 彼は それを 有ず る 者の 権利を 認める。 彼 
は 真理を 隠さず、 被 削 造 物を 害する こと もない。 こうして、 彼は 幸福な 人々 の 
人生を 送り、 現世と 来世に おける 善良な 生を 成就す る。 アツ ラーは 言われる、 

誰でも 善い行い をし 傅が 信者なら ば、 男で も 女で も、 われは 必ず 幸せな 生 
巧を 送らせる であろう。 なお われは かれらが 巧った 最も 俊れ たものに よって 報 
巧を 与える ので ある。 (蜜蜂 章 16 : 97) 

そして 来世に おいて 彼が 受け取る だろう 報奨に ついては、 

かれは あなたがたの 様々 な 罪は 赦 して、 川が (木々 の) ドを 流れる 楽園に 入ら 
せ、 ァ ドン (エデン) の楽閣 における 美しい 邸宅に なま わせる。 それは 至福の 
成就で ある。 (戦列 章 61 : 12) 

だが 自らの 主と、 目的地 や 運命を 知らずに いる 者たち は、 誰で あろうと 現世に 
おいては 動物の ように 生きる ことになる。 彼の 唯一の 目的は、 食べ かつ 飲み、 
そして 眠る ことば かりなの である。 彼と その他の 動物との 間に、 何の 違いが あ 
るだろう か？ 彼は 動物よりも 大きな 過ちを 犯して いる。 アツ ラーは 言われる、 

われは 地獄の ために、 ジンと 人間の 多く を 削った。 かれら はムを 持つ がそれ で 
悟らず、 目は あるが それで 見ず、 また 耳は をる がそれ で 糊かない。 かれらは 家 
畜 のよう である。 いや それよりも 迷って いる。 かれらは (警 苦を) 轄視 する 者 
である。 偏‘ 壁 章 7 : 179) 

かれは またこう も 言われる、 

それとも かれらの 多くは 耳を 傾け、 または 倍る とで も 思って いるの か。 かれら 
は 家畜の ような ものに 過ぎない。 いや > それよりも 道から 迷って いる。 (識別 
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章 25 : 44) 


10. 彼は 永遠に 苦痛の 中に 留まる ことになる。 不信仰 者は、 ひとつの 苦痛 か 
ら 別の 苦痛へ と 移り ゆく ばかりで ある。 彼は 現世から 一 あらゆる 苦痛と 苦 
悩を 経たの ちに 一 来世へ と 立ち去って ゆく。 来世では、 彼は 最初に 死の 天 
使たち に 出会う。 それから 苦悩の 天使たち が やって来て、 彼に ふさわしい 罰を 
与える。 アツ ラーは 言われる、 

あを た f ム ハン マの はもし 天使たち がず 信ムな 者たち の (がに さいし） 魂 
を 取る 時、 その 顚や 背中を (如何に) がつ かを 姑るならば （: どうで あろうん 
(その 時 天使たち は 言う であろう。) 「火炙りの 懲罰を 味わえ。」 (戦利品 章 8: 
50) 

そして 彼の 魂が 去り、 墓に 埋葬され た 後で、 彼は 大 いなる 苦痛を 巧 わう。 フィ 
ル アウンの 民に ついて アツ ラーは 言われる、 

かれらは 朗に夕 べに 業火に 晒され、 それから 時が 到来す る その 円、 「フィル ア 
クンの 一 厭を、 最も 厳しい 懲罰に 撒ず 込め。」 (と 仰せられよう）。 (ガー フィル 
章 40 : 46) 

復活の 日、 被 削 造 物が 起こされて その 行いが 暴かれる とき、 不信仰 者たち は、 
彼らの あらゆる 巧い が 正確に 列挙され た 書物を アツ ラーが 保管して いるのを 見 
るだろう。 これにつ いて アツ ラーは 言われる、 

(行いを 記録した) 書冊が (前に) 置かれ、 犯罪者が その 中に ある ことを 恐れ 
ている のを、 あなた 力 f をな 姑る であろう。 かれらは 言う。 「ぁぁ、 情けない。 
この 書冊は 何とした こと だ。 細大 漏らす ことなく、 数えた てて あるとは。」 を > 
れらな その 巧った (凡ての) ことが、 かれらの 前にを るのを 抹 る。 をな たの 主 
は 誰もず 当に 扱われない。 (洞藉 章 18 : 49) 

ここで 不信仰 者たち は、 自らが 塵であった ならと 願う。 アツ ラーは 言われる、 

その 行、 乂 は、 自分の 贿 方の 予が 前もって 巧った もの (所業) を 姑る であろう。 
ホ 倍 省は、 「ああ、 情けない、 わたしが 塵であった ならば。」 と言うであろう。 （消 
磨 章 78 : 40) 
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その 日を 恐怖す るが ゆえに、 人は 地上の あらゆる ものを 所有した がり、 そうす 
る ことで その 日 の 苦悩 か ら 自らを 解き放とう とする。 

仮令 惡を 巧う 者が、 地 Jl の 凡ての もの、 なお それに 倍す る ものを 所有し 、 審鉛 
の 日に おける 懲罰の 苔 難から、 逃れる 身代 金に しよう と 思っても (無益で ある）。 
その 賊 かれらが 愁い 孜ば なかった ことが、 アツ ラーから かれらに 現わされよう。 
(集 固 章 39 : 47) 

アツ ラーは またこう も 言われる、 

罪 ある 荐 なぞの 円 、 自分の 罪を 牆う ために 自分の 子供たち を 差し出そうと 願う 
であろう。 かれの 妻 や 兄を、 かれを 庇った 近親、 自分を 救えるならば、 地上の 
凡 てのものを 学げ て 贈う ことを 請い 願う であろう。 (階段 章 70： 11-14) 

その 住処 は、 幸殷 S でもなければ 望んで いた もので もない。 人は その 巧い に ふさ 
わしい 返報を 得る ので ある。 行いがなければ ない 報赞 を、 行いが 悪ければ、 そ 
の 返報は 懲罰で ある。 そして 復活の 日、 不信仰 者たち に 下される であろう 最も 
悪い 懲罰とは、 悪業の もたらす 苦痛を 巧 わえ るよう、 アツ ラーが そこへ 住まう 
者たち のために 用意した 様々 な 種類の 火獄 である。 アツ ラーは 言われる、 

これは 罪を ミ じした 者が、 嘘で あると 言い はった 地獄で ある。 かれらは その （業 
がと、 煮え立つ 湯の 間を さ迷う。 (慈悲 あまねく 御ぶ 章 55 : 43-44) 

かれは また、 地獄の 住人たち の 衣裳に ついても 告げられる、 

それで (主を) 拒否す る 者の ために 化 立てられ るのは、 炎の 衣装であろう。 力、 
れらに 頭上から 熱湯が ながれて、 腹の 中の 物 もお膚 も 、 ぞ れで滋 かざれる であ 
ろろ。 その上、 かれらには 鉄の 鞭が 加えられる。 (巡ネ L 者 章 22 : 19-21) 
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終わりに 


おお、 人間よ！ あなた 方は かつて 存在し なかった。 アツ ラーは 言われる、 

人は 思わない のか。 われは I 义前 何も 無い ところから、 かれ (人間) を 削った の 
である。 （: マノ レ トム 章 19 : 67) 

それから かれは、 男女から 放たれた ものの 混成物に よって あなた 方を 造り、 ま 
た あなた 方が 間 こえ、 見える ようにし たもう。 アツ ラーは 言われる、 

人間には、 なにもの とも 呼べない、 長い 時期が あった ではない か。 本当に われ 
はかれを 試みる ため 纔 合した 一滴の 精液から 人間を 削った。 それ で われは 聴覚 
と 視覚を かれに 授けた。 (人閱 章 76 : 1-2) 

それから あなた 方は、 徐 々に 弱い 状態から 強い 状態へ と 移り変わり、 そして 再 
び、 強い 状態から 弱い 状態へ と 帰り ゆく ことだろう。 アツ ラーは 言われる、 

了ツ ラーは、 あなたがたを 弱い者に 劑 られ、 それから 弱い者を 後で、 強れ にされ、 
強れ なおを 弱い 白髮 になされ る。 かれは 御 自分の 望みの ままに 削られる。 かれ 
は 全知に して 全能で あられる。 (ビザ ン チン 章 30 : 54) 

そして 最後に 死を 迎える。 このような 段階を 経て、 あなた 方は 弱さから 弱さへ 
と 移り変わって ゆく ので ある。 あなた 方は 悪に 対して 自ら 背を 向ける こと もで 
きず、 アツ ラーが あなた 方に 与えた その 力と 糧を 用いる こと 無しには、 自らを 
益す る こと もで きないの である。 本来、 あなた 方は か弱く 貧しき 者な の だ。 あ 
なた 方が 生きて ゆく 上で 多くを 必要と する が、 それらは あなた 方の 所有では 無 
く、 時に それは あなた 方の 手に あり、 また 時に それは あなた 方の チから 奪い 去 
られて ゆく。 また 多くは あなた 方に とって 有用で あり、 あなた 方は それらを 持っ 
ていたいと 考える だろう。 そして それらは、 ある 時には 得られた としても、 別 
の 時に も 得られる という わけでは ない。 あなた 方を 害する もの も 多い。 希望を 
失わせ、 努力を 無駄に し、 避けたい と 願わずに はおれない 苦難と 災厄を もたら 
す。 時には、 それらを 避けられる こと も あるだろう。 また 時には、 避けられな 
いこと も あるだろう。 このように 考えれば、 あなた 方は 無力を 感じ、 また 自分 
が アツ ラーを 必要と している ことを 感じる のではないだろう か？ アツ ラーは 言 
われる、 
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人び とよ、 あなたがたは アツ ラーに 求めるな 外 術の ない 者で をる。 アツ ラー こ 
そは、 富裕に して 讚美すべき 方で ある。 (削 造 者 章 35: 1 日) 

あなた 方は ウイルスに さらされ ている。 肉眼では 見る こと も 出来ない 微弱 さで 
ありながら、 防ぎよう のない 苦痛を 伴う 病気を あなた 方に もたらす。 それから、 
あなた 方は 治療を ボ めて 自分と 同じく か弱い 人間の 許へ 行く。 時として 薬が 役 
に 立つ。 だが 時として、 医者には あなたを 治療で きない こと も ある。 そう なれ 
ば、 あなた も 医者 も 混乱に 陥る。 

おお、 人間よ！ 何とか 弱い 生き物であろう か！ 何 かを 哪 に 盗まれた ところで、 
あなた 方には 取り返す こと も 出来ない の だ。 アツ ラーが 何 ごと かを 語る とき、 
真実が 語られる ので ある、 

人び とよ、 一つの 比喩を 説く から、 それを 謹んで 間き なさい。 本当に あなたが 
たが アツ ラーの 外に 巧る ものは、 仮令 かれらが 束になって も、 一 陛の蝴 巧 廷） 
も 削れない。 また 繩が かれらから 何 かを い 去っても、 それを 取り戻す こと も 出 
来ない。 棘る 者 も、 祈られる おも、 をく 力が をい ので ある。 (巡ネ L 者 章 22： 
73) 

娜 がかす め 取った ものを 取り戻せない あなた 方が、 一体 何を 支配 するとい うの 
か？ あなた 方の 前髪は アツ ラー の 御手に あり、 あなた 方の 魂 もまた 同様で ある。 
化たち の, じ、 臓は かれの 二 本の 指の 間にある。 かれは お望みの ままに 指を ひねり 
たもう。 あなた 方の 生死 も、 幸福 も 不幸 も、 全ては 主の 御于の 中に ある。 

あなた 方の 成し遂げ たこと も、 その 言葉 も、 アツ ラーの 許可と 意志と による も 
ので ある。 かれの 許し 無しには あなた 方は 動かず、 かれの 意志に よる こと 無し 
にあな た 方は いかなる 巧い も 為し 得ない。 もし かれが あなた 方を 好きな ように 
させて おくなら、 かれは あなた 方を 弱さと 怠慢、 罪と 悪 巧に 委ねる。 またもし 
かれが あなた 方を 別の 者のを に 委ねるなら、 あなた 方に 何の 益 も、 害 も、 生死 も、 
あるいは 復活 ももたら さない 者の 手に 置き去りに する だろう。 あなた 方は、 ほ 
んの 一瞬 さえ も アツ ラー 無しには いられない。 むしろ あなた 方は、 生きて いる 
限り あらゆる 場面に おいて かれを 必要と する。 全ての 場面に おいて かれを 深く 
必要と する にも 関らず、 罪と 不信に よって、 あなた 方は かれの 怒りを 招く ので 
ある。 それな のに、 あなた 方は かれを 忘れて しまった。 あなた 方は かれの 御 許 
へと 帰り、 るかの 御前に 立たされ るので ある。 （注: 化 nAl - Qayyim 著" Al - Faw がが 
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参照) 


おお、 人々 よ！ あなた 方が か弱く、 その 肩に 罪の 結末を 負えない が ゆえに、 「アツ 
ラーは、 あなたがた （の 負担） を 軽く する よう 望まれる。 （婦人 章 4: 2 の」 
かれは 使徒を 遣わし、 書物を 啓示し、 法を 定め、 あなた 方の 前に 真正なる 道を 
巧ち 立て、 御 しるしと 確証、 証明を 確立し、 また 万物を 政て かれの 唯一 性、 主 
権、 また 崇拝に 値する のは かれのみ である ことの 御 しるしと したもう。 だが こ 
うした 全てに も閱ら ず、 あなた 方は 真実を 虚偽に よって 遮り、 シャイ ターンを 
アツ ラー と 居並ぶ 友と し、 虚偽に よ って 口論す る。 「人間は、 論争に 明け 眷れ る。 
(洞窟 章 18 : 5 が」 

あなた 方は、 アツ ラーの ご 好意に よって 動き まわり 楽しむ。 だが それが、 あな 
た 方に 自らの 始まりと 終わりを 忘れさせて しまったの である！ 男女から 放たれ 
たもの の 混成物に よって 造られ、 やがて 墓へ と 帰り、 復活し 最後の 目的の 場 
所が 楽園 もしくは 連獄 である ことを、 あなた 方は 思い出さない のだろう か？ 
アツ ラーは 言われる、 

人間は 考えない のか。 われは 一精 滴から かれを 削った ではない か。 それな のに 
姑ん かれは 公然と 爾 巧って いる。 また かれは、 われに 準える ものを 引合いに 
出して、 自分の 削 造を 忘れ、 言う。 「誰が、 朽ち果てた 骨を 生き返らせ ましよ 
うか。」 言っ て やる 力 化、 い。 「最初に 御 削りに なった 方が、 かれらを をき 返らせる。 
かれは 凡ての 被 造 物を 知りが くして おられる。 け^— スイー ン章 36 : 77-79) 

かれは またこう も 言われる、 

人間よ、 何が あなたを 患、 み 深い 主から 惑わせ (背かせ) たの か。 かれは あなた 
を 削 造し、 形を 与え、 (均整の とれた 体に) 整え、 かれの 郷 ふの 儘に、 形態を 
あなたに 与えられた 御ぶ である。 (裂ける 章 82 : も 8) 

おお、 人々 よ！ なぜ あなた 方は、 主の 御前に 立つ ことの 喜びを 自らに 禁ずる の 
る、。 かれを 想起 すれば、 かれは あなた 方を 貧し さから 豊か さへ と 引き上げ たも 
うこと だろう。 あなた 方の 病を 癒し、 悲しみから 解き放ち、 罪を 赦 し、 害を 取 
り 除き、 過ちから 救い、 混乱した とき や 過誤に 陥った ときには 導きを 与え、 怯 
えてい ると きには 保護を 与え、 無知] には 巧を 授け、 弱さには 慈悲を 授け、 敵を 
追い もい、 糧を 授けた もうこと だろう。 （注： Miftaah daaris-sa’aadah し p.251 
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参照) 


おお、 人々 よ！ アツ ラーが 下された 最も 偉大なる 祝福とは 宗教で あり、 その後 
に 続く 祝福とは 知性で ある。 これに よって、 人は 何が 益で あり、 また 何が 害で 
あるかを 見分ける ことができる。 これに よって、 人は アツ ラーの 戒律と 禁じる 
ところを 理解し、 並ぶ 者 無き アツ ラーの みを 崇拝ず ると いう 偉大なる 目的を 知 
るので ある。 アツ ラーは 言われる、 

をな たがた の 与え られる どんを, 爵忠 もグツ ラーから でる る。 なおまた 裝 m に 会 
う 時は、 あなたがたは W かれに 御 助けを 懇願す る。 それな のに かれが あなたが 
たから 災難を 餘 かれる と、 姑る 力 化、 い。 あを たが‘ たの 中る る荐 な 、 主と 並べて 
外の 神々 を 崇め、- • •(蜜蜂 章 16 : 53-54) 

おお、 人々 よ！ 賢い 者で あれば 高尚なる 問題を 好み、 低俗なる 問題を 嫌う だろ 
う。 預言者たち や 敬虔な 人々 が 持つ あらゆる 公正 さや 寛大 さに 做う ことを 好み、 
たとえ 彼らの 位階に 届く ことは 出来ない としても、 彼らと 巧に ありたい と 切望 
する だろう。 唯一の 方法は、 アツ ラー の 導きに 従う ことで ある。 かれは 言われる、 

言 ■って やる 力 化、 い。 「あなたがたが もし アツ ラーを 敬愛す るなら ば、 わたしに 
從 え。 そうすれば アツ ラー も あなたがたを 愛でられ、 あなたがたの 罪を 敏 され 
る。 アツ ラーは 寛容に して 慈悲 深く あられる。」 レ （ h ラーン 絮章 3:3 V 

もしも これを 成し 得た 者なら ば、 アツ ラーは 預言者たち、 使徒たち、 神戳 者た 
ち、 また 正しき 人々 の 位階を 授けた もうだろう。 アツ ラーは 言われる、 

アツ ラーと 使徒に 従う 者は、 アツ ラーが 恐 患、 を 施された 預言者たち 、 誠 東を 者 
たち、 稠教 おたちと ぶ 義の 人々 の 仲間と なる。 これらは 何と 立派な 仲間で ある 
ことぶ。 (綺入 章 4 : 69) 

おお、 人々 よ！ 私は あなた 方に、 自らを 連れて 隠棲し、 確証と 証拠が 示す 真 
理 について 深く 熟考す るよう 助言す る。 そして それが 真理で あると 理解した な 
らば、 急いで その後を 追うべき であり、 決して 慣習と 伝統の 奴隸 になる べきで 
はない。 友人たち や 仲間たち、 また 祖先よりも、 あなた 方に とって 大切な のは 
自らの 魂で あると いう ことを ミロって おくべき である。 これを なて アツ ラーは 不 
信の 者たち に対する 忠告と し、 彼らに 呼びかける。 かれは 言われる、 
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言 ■って やる 力 化、 い。 「わたしな 恕告 する。 あなたがたは アツ ラーの 御前に、 2 
人ず つまた は 1 人ず つ 立って よく 考えなさい。 あなたがたの 同 倫は、 姑 違いで 
はない。 かれは 厳しい 懲罰の け‘ る >> な 前に、 あを た 力のに 聲告 する に 過ぎを 
い。」 (サバ ア章 34 ■•46) 

おお、 人々 よ！ あなた 方が イス ラームを 受け入れた とき、 あなた 方は 何 ひとつ 
失う ことがない。 アツ ラーは 言われる、 

かれらが 仮令 アツ ラーと 最後の 円を 信じて、 アツ ラー が かれら にち えた も のか 
ら 施しても、 かれらに とり 何のな 担に なろう か。 アツ ラーは かれらを よく 知っ 
て おられる。 (婦人 章 4 : 3 日) 

イブ ン •カス イー ルは こう 語った。 「 何が 彼ら を 傷つ け 得 るだろう か？ 彼らは 
アツ ラーを 信じ、 誉め 讚え るべき 道を 歩み、 アツ ラーを 信じ、 善を 巧い、 かれ 
が 授けた ものの 中から、 かれが 愛し、 また お喜びになる 方法で 費やす 者に 約束 
された 来世を 望む。 彼は 善悪の 意図を 好] る。 彼らの 中で 誰が 成功に ふさわしい 
かを 知っている。 故に かれは 彼に 成 巧を 与え、 導きを 示し、 また 彼に とっても 
喜ばしき 善行を 命じた もう。 ろかは また 導かれる に ふさわしい 者は 誰かを ご存 
知で あり、 また 誰が かれの 御 慈悲から 追放され ると いう 不名誉に ふさわし いか 
も ご存知で ある。 アツ ラーの 扉から 追放され る 者は 誰で あれ、 現世に おいても 
来世に おいても 失敗す る 落伍者で あ る。」 猫： 化 n Kathe が 1 .497 参照） 

あなた 方に とり イス ラームは、 あなた 方が したい こと や、 アツ ラーが あなた 方 
に対して 合法と された ものを 手に する ことへの 妨げになる ものでは ない。 むし 
ろ あなた 方は、 アツ ラーの 御喜び のために 為した あらゆる 善行に おいて 報奨を 
得る だろう。 たとえ それが、 現世に おける 生活の ために 為した こと や、 あなた 
の 財産、 あなたの 所有、 または あなたの 名声を 高める ためであった としてもで 
ある。 非合法な ものを 避け、 合法な ものの みで 行えば、 合法な ものを 使用した 
という だけで 報いられ るので ある。 アツ ラーの 使徒は 語った、 「あなた 方のう 
ち 誰かが、 自らの 性的な 欲ボを 満たすならば、 それ も 慈善の 行為で ある。」 同 
胞 たちは 言った、 「おお、 アツ ラーの 使徒よ！ 我々 のうち 誰かが 性欲を 満たし 
たと しても、 報奨が 与えられる のでしょう か？」 彼は 答えた、 「正直に 言いな 
さい。 それが 不 合法な ホ 段で 巧 われたなら 彼は 罪を 得よう。 同じく、 それが 合 
法な 于 段で 行われたなら 彼は 報奨を 得よう。」 （注： ムス リムに よる） 
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おお、 人々 よ！ 使徒たち は 真実を もたらし、 アツ ラーの 意図を 伝えた。 確実な 
知識に よって 人生を 送り、 来世に おける 成功を 得る ために も、 人は アツ ラーの 
法を 知らねば ならない。 アツ ラーは 言われる、 

「人び とよ、 使徒は 確かに 主からの 真理を もって あなたがたの 許に 来た 。 だか 
ら あなたがたは 信じなさい。 それが あなたがた のために 最も 良い。 例え ぁなた 
がた が 信じなくても、 本当に 天と地の 凡ての ものは、 アツ ラー のをで ある 。 アッ 
ラーは 全知に して 英明で あられる。」 （婦人 章 4 : 170) 

かれはこう も 言われる、 

「言って やる がいい。 「入な とよ、 主から、 あなたがたに 真理が 鑛 された ので ある。 
導かれる 者は、 H 自分を 益ず るた めに 導かれ、 迷ぅ おは、 只 自分を 善す るた め 
に 迷う。 わたしは、 あなたがたの 後} i 人では ない。」 たー ヌス章 10 : 108) 

おお、 人々 よ！ あなた 方が イス ラームを 受け入れた としても、 それは ただ あな 
た 方 自身を 益す るの みで あり、 また あなた 方が 信じな くと も、 それは ただ あな 
た 方 自身を 害ず るの みで ある。 アツ ラーは、 かれの しもべを 必要と しない。 罪 
人の 罪が かれを 害する こと もなければ、 従う 者の 服従が かれを 益す る こ ともな 
し、。 かれの 知ら 姑と ころで 逆らう 者は おらず、 また かれの 許し 無しに 従う 者 も 
いない。 アツ ラーは、 その 預言者を 通して 告げた もう 御言 葉に おいて 言われる、 

「わが しもべた ちよ！ われは 自らに 不正を 禁じ、 また あなたがたの 間に おいて 
も それを 禁じた。 ゆえに 互いに 不正を 為して はならない。 おお、 わが しもべた 
ちよ！ われが 導いた 者を 隙けば、 あなたがたは すべて 道に 迷って いる。 ゆえに 
われに 導きを ボ めよ。 そうすれば、 われは あなたがたを 導く だろう。 おお、 わ 
が しもべた ちよ ！ われが 糧を 与えた 者を 除けば、 あなたがたは すべて 飢えて い 
る。 ゆえに われに 糧をボ めよ。 そうすれば、 われは あなたがたに 糧を 与える だ 
ろう。 おお、 わが しもべた ちよ！ われが 衣服を 与えた 者を 除けば、 あなたがた 
はすべ て 裸で ある。 ゆえに われに 衣服を 求めよ。 そうすれば、 われは あなたが 
たにぶ 服を 与える だろう。 おお、 わが しもべた ちよ！ 昼も夜も、 あなたがたは 
過ちを 犯す。 だが われは 全ての 過ちを 赦 す。 ゆえに われに 赦 しを ボ めよ。 そう 
すれば、 われは あなたがたを 赦 すだろう。 おお、 わが しもべた ちよ！ あなたが 
たは 決して われを 害する ことは 出来ず、 また あなたがたは 決して 自らを 益す る 
こと も 出来ない。 ゆえに われに 益の みを 求めよ。 おお、 わが しもべた ちよ！ も 
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しも あなたが、 あなたが たのうち 最初の 者よりも 最後の 者よりも、 またす ベて 
の ジンと すべての 人間よりも、 最も 敬虔な 者よりも 敬虔であった としても、 わ 
れの 王国には 何 ひとつ 增 える ものは ない。 おお、 わが しもべた ちよ！ もしも あ 
なた が、 あなたが たのうち 最初の 者よりも 最後の 者よりも、 またす ベての ジン 
とすべ ての 人間よりも、 最も 罪深い 者よりも 罪深く あった としても、 われの ぶ 
国には 何 ひとつ 減る ものは ない。 おお、 わが しもべた ちよ！ もしも あなたがた 
のうち 最初の 者と 最後の 者が 同じ 塌 所に 立ち、 われに 求め、 それで われが 一人 
ひとりの 望みを すべて 叶えた としても、 海に 落とした 針に より 減らされた 水 ほ 
どに も、 われの 王国からは 何 ひとつ 減る ものは ない。 おお、 わが しもべた ちよ！ 
われが 数える のはた だ あなたがたの 行為の みで あり、 それに 応じて われは あな 
たがた に 報いる。 ゆえにない 報いを 得た 者は、 ただ アツ ラーに 感謝せ よ。 だが 
何 ひとつ 得ない 者は、 ただ 自らを 非難せ よ。」 （ムス リムに よる） 

全ての 称 賞は 万有の 主 アツ ラーに 属する。 いと 高き 預言者た ちと 使徒たち に 平 
安と 祝福の あらん ことを 一 化たち の 預言者 ムハンマド、 また 彼の 一族と 同 
胞 たちと 共に。 
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